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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







　CONTENTS








その壱　わらいぼとけ

その弐　双月

その参　ボーナスのゆくえ

その四　ラディカル・クッキング

その五　天使と黒猫

その六　ブラック・マンデー

あとがき









[image: 吸血鬼のおしごとSP　The Days Gone By]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: その弐　双月]







　駆けつけたときにはすでに遅かった。益荒ましらの姿はどこにも見えず、灰が混じった血の池の中心に、静せい月げつが変わり果てた姿で転がっていた。腕ほどの太さの矢に身体からだのあちこちを貫つらぬかれて身を横たえる静月は、それでもまだ生きていた。いつもどおりの沈ちん着ちやくな視線で、じっと魎りよう月げつを見上げている。魎月は自分の横で身を震わしている月げつ遥ようをちらりと見て、言った。

「楽にしてやれ」

　月遥が弾はじかれたように魎月へ顔を向けた。そこに浮かぶのは苦悩、逡しゆん巡じゆん、そして魎月に対する非難だ。透明な目でそれを観察しながら、魎月は言葉を重ねる。

「胸をやられている。もう鬼としては生きられない」

「でも──！」

「お前がやれないというなら、僕がやるが？」

　月遥は顔を歪ゆがめる。月遥と静月が二人で抱き合っているところを、魎月は何度も見たことがあった。親しい間あいだ柄がら、ということなのだろう。人間というのは不ふ思し議ぎなもので、親しいものの最期は自らの手で看み取とりたいという欲求があるらしい。なにをどうしようとも、死が死であることに変わりはないというのに。

　月遥は一歩、前に進んだ。静月は変わらず、その名のとおりの静かな目め線せんで魎月たちを見上げている。瞳はもはや焦点が結ばれていない。目の前の二人が誰であるのかすらもわかっていないのかもしれなかった。

　ひくっ、と月げつ遥ようの喉のどが鳴った。ひくっ、ひっ、ひっく。肩を震わせ、顔をうつむかせ、嗚お咽えつを漏らしながら、月遥は静せい月げつの傍そばにへたり込み、その手を振り上げた。短く早く呼吸しながら、月遥は揺れる声で言う。

「セイ──」

　名を呼ばれ、静月が目を閉じる。月遥の肩の震えが止まった。振り上げられた手が、振り下ろされる。

　湿った音が、死んだように静まり返る都みやこの通りに響ひびき渡った。

　夜風が吹いた。月遥の髪をなぶり、静月だったものを運んでいく。風鳴りがやんだあとに聞こえるのは、闇やみに消え入る月遥の泣き声だ。それに耳を傾けながら、魎りよう月げつは沈みゆく月をぼんやりと見つめていた。




　益荒ましらと笑石えみしは、数年前から京の都に出没するようになった魔ま性しようである。

　当時の京の夜は実質上魎月の完全な支配下に置かれていたのだが、その二体が現れるようになってから情勢は一変した。益荒も笑石も魎月を完全な敵と見なしており、魎月とその一党に対して発見し次第の攻撃を繰り返してきたからだ。同盟こそ結ばないものの、第一に倒すべきは魎月という点で二体の目的は一致しているらしい。益荒と笑石は相互不ふ可か侵しん、互いに中立の関係を保ちながら、それぞれが魎月に断続的な攻撃を仕掛けてきていた。

　特に厄やつ介かいなのは益荒のほうだった。笑石とは違って狡こう猾かつな益荒は、魎月が笑石と交戦しているときに限って攻撃してくるのだ。それも並外れた強ごう弓きゆうを使って遠距離から狙そ撃げきしてくるため、反撃のしようがない。そうこうしているあいだにも、笑石は執しつ拗ように近きん接せつ戦闘を仕掛けてくる。今夜もまたそんな定型に嵌はまり、業ごうを煮やした魎月は数人の従じゆう者しやを『感かん知ち』反応のほうへと送り出したのだった。

　そしてその結果は、闇やみ夜よに響く月遥の泣き声がなによりも如によ実じつに表していた。

　最初のうちこそ興味深く聞いていたが、こう延々と泣き声ばかり聞かされていると嫌いや気けが差してくる。魎月は歩みを止め、振り返って月遥の肩を摑つかんだ。月遥はびくりと身を震わせ、赤く腫はらした大きな目をさらに見開いた。それを覗のぞき込みながら、魎月は口を開く。

「黙れ。泣くな」

　身体からだを痙けい攣れんさせて、月遥はその『支配』命令に従った。再び彼女に背を向けて、魎月は思し案あんを巡らせる。

　静月は手痛い損失だった。元は東とう国ごくの武士であった静月は、その温おん厚こうにして果か敢かんな性格によって、集団を統とう率そつし指し揮きする手腕に長たけていたからだ。その冷静さも状況判はん断だん力りよくも、同じく指揮官の鬼である月つき実ざねや狩しゆ月げつから一歩抜ぬきん出ていた。それだけに、彼を失ったということは、魎月一族の集団としての弱体化に繫つながりかねなかった。

　益荒のほうをこそ、自分が狩ればよかったのかもしれない。魎月はそう思う。笑石に比べれば益荒ましらは実力面で数段劣おとる魔ま性しようだが、しかし笑石えみしにはない狡こう猾かつな知能を有している。恐らく静せい月げつたちは、獣けものが狩人かりうどに狙い撃うたれるように、遠距離から益荒の姿を見ることもできずに射殺されたに違いない。逆に笑石の足止めを静月たちに命じ、『感かん知ち』を持ち的確に相手の位置情報を探ることのできる自分が益荒に当たれば、結果は違ったものになったのかもしれなかった。

　しかし、その戦術も、これまで何度も試してきたものに過ぎない。数年という時間を、魎りよう月げつは益荒や笑石との戦いに費やしているのだ。愚ぐ直ちよくな笑石ならばいざ知らず、益荒のほうにはこちらの手の内を完全に知られてしまっている。魎月自ら出向けば、益荒はさっさと逃げ出してしまうに決まっていた。いまだかつて、逃げ出した益荒に魎月が追いつけた様ためしはない。そしてそんないたちごっこを続けているあいだにも、笑石の足止めを命じた従じゆう者しやたちは次々に彼に殺されていく──

「……くそっ」

　忌いま々いましげに、魎月はそう吐き捨てた。別に従者など何匹殺ころされようがいくらでも補充は利くが、あんな奴やつらのためにいちいち吸血の手間を取らされることが腹立たしくて仕方がなかった。民家を襲しゆう撃げきし、泣き叫ぶ人間の首くび筋すじに牙きばを突き立てるという行為にも、もはや草むしりに似た徒と労ろうしか感じない。

　魎月は考える。一年ほど前から頭の片かた隅すみにちらちらと現れはじめ、ここ数ヶ月真ま面じ目めに検討してきたことを。烏う合ごうなどいくら集めても贅ぜい肉にくを増やしているようなものだ。必要なのは、ただのひとりでいい、笑石や益荒と単独で渡り合えるほどの、強力な鬼。それさえあれば、この不毛な戦いに終しゆう止し符ふを打つことができるのに。

　頭上に輝いていた月が、いつの間にか翳かげっていた。息が絶えるように光がやみ、代わって完全な暗くら闇やみが周囲を支配する。『夜よ目め』を持つ魎月には、どんな暗闇もいささかの影えい響きようも及ぼさない。速度を緩めることなく、魎月は月げつ遥ようを従えて歩きつづけた。

　と──

　不意に、すぐ背後にいたはずの月遥の『感知』反応が消えた。魎月は弾はじかれたように振り返る。最初に思い浮かべたのは、敵てき襲しゆうによって月遥が即そく死ししたのではないか、という想像だった。が、すぐにその予想は打ち砕かれた。月遥はやはり魎月から数歩離はなれた場所にいて、突然振り向いた魎月のことを怯おびえたように見つめているだけだった。

「……？」

　首を傾かしげる。『感知』反応は、やはりない。目の前に月遥はいるにもかかわらず。魎月はわずかに身体からだを緊きん張ちようさせ、周囲に視線を流した。──特に、異常はない。そうすると、自分の内部に障害でも発生したのだろうか？

　月遥が、不安そうに魎月のことを見つめている。魎月は彼女に目を向けると、『支配』命令を下した。

「月げつ遥よう。戦せん闘とう準備。周辺を偵てい察さつしろ。異常があれば僕に知らせること。──ああ、もう黙らなくていいぞ。口を利いていい」

「はい。わかりました」

　つっかえていたものが取れたかのように、月遥はそれだけ言うと、すぐ脇の民家の屋根に飛び上がり、周囲に目を凝こらしはじめた。そのあいだに魎りよう月げつは自らの身体からだの一部を分化させ、警けい戒かい態勢を取らせながら月遥とは反対側の民家へと投げ放った。『感かん知ち』を巡らせてみても、やはり『狼おおかみ』の反応を拾うことはできない。魎月は、改めて自分の頭を叩たたいた。それでその内部に発生した故障が、直るとでもいうように。

「……」

　聴覚を研とぎ澄ませる。物音ひとつしない。月遥のほうに問いかける視線を投げかけてみたが、月遥は月遥で周囲への警戒が強すぎるために、そんな微び妙みような合図になど気づきもしないようだった。前後に延びる路地を観察してみたが、どこにも敵が潜ひそんでいる様よう子すはない。どこもかしこも異常なし。異常があるとすれば、それは魎月の頭だけだろう。

　なんだか馬鹿らしくなり、魎月は再び命令を下した。

「月遥。下りろ。戦闘態勢を解除していい。ねぐらへ帰るぞ」

「え？　でも──」

「帰るぞ、と言ったんだ」

「……はい」

　月遥は民家の屋根から飛び下りた。同じように『狼』にも指示を出し、自らの身体に同化させる。月遥がそれを気味悪そうに観察しているのが、横目の端はしに見えた。

　歩き出していくらもしないうちに、雲に隠かくされていた月が再び顔を覗のぞかせた。周囲の光景が月光の中に浮かび上がり──それと同時に、『感知』が再さい起動した。突然現れたかのような背後の月遥の反応に、魎月はまた足を止める。『感知』が復旧したことに驚いたから、ではない。

　すぐ先の、路地。その横道に、強力な『力』が出現していた。

　魎月は息を吞み込む。そこにある『力』が、戸と惑まどうようにしてゆっくりとこちらに近づいてくる。先ほどまでは影も形もなかったはずなのに。『感知』が切れたあいだに接近してきたのだろうか。しかし、それにしてはやけに──緩かん慢まんな動きだ。

「月遥」

　歩いたり止まったりと忙せわしい魎月のことを、探るように見つめていた月遥は、その一言でぴんと背せ筋すじを伸ばした。魎月は目の前の路地を顎あごで示し、

「様子を見てこい」

　要よう領りようを得られない顔をしたまま、それでも月遥はその命令に従った。心持ち慎しん重ちような足取りで魎月を追い抜かし、一歩一歩踏み締めるようにして歩いていく。

　そのとき、横よこ道みちから白い手が覗いた。

　月げつ遥ようもようやく気づいたのか、ぴたりとその場に立ち止まった。その手はなにかを探るように、空中で頼りなく指を蠢うごめかせていた。やがて横よこ道みちの角に当たる軒のき先さきに触れると、それをきゅっと握り締めた。手の持ち主が──立ち上がろうとしている、のだろうか？

　本来なら警けい戒かいしなくてはいけないはずの状況なのに、魎りよう月げつの頭の中には微み塵じんもそんな考えが浮かんではこなかった。危険ではない。少なくとも今のうちは。確かにその『力』は魎月に匹ひつ敵てきするほど巨大なものだったが、しかしそこからはなんの敵意も感じることはできなかった。

　手が、二つに増えた。軒に縋すがり、立ち上がろうとする。しゃり、と砂利じやりを踏み締めるかすかな音を、魎月の鋭えい敏びんな聴覚が拾った。横道から爪つま先さきが覗のぞいた。素す足あしだった。立ち上がるのを終えたその手の持ち主は、ゆっくりと、頼りなげに、横道から姿を現した。

　少女だった。全ぜん裸らである。髪は長く、黒く、息を吞むほど艶つややかだった。大きな瞳を忙せわしなく動かして、少女はどうやら周囲に危険がないかを確かめているようだ。その視線が魎月たちに留まると、彼女はすくむように背せ筋すじを伸ばした。その目に浮かぶのは、はっきりとした恐怖だ。
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「くうっ────」

　奇き妙みような音を喉のどから漏らして、少女は身体からだを丸めた。戦せん闘とう体勢。が、やはり敵意を感じることはできない。恐怖を覚えるものに対して牙きばを剝むこうとするのは、人も獣けものも変わりない、ということだろうか。しかし──

「……魎月さま？」

　月げつ遥ようの意外そうな声、それを無視して魎りよう月げつは少女に近づいていく。少女は後ずさり、すぐに背後の家の壁に遮さえぎられてしまった。ぎらぎらと瞳を輝かせながら、彼女は初めて言葉らしい言葉を口にした。

「──くるな」

　魎月は足を止めた。それを見て、少女は意外そうな表情を浮かべる。本当に停止するとは思ってもいなかったのだろう。魎月は頓とん着ちやくせずに、今度はその手を、少女のほうに伸ばした。

「お前、鬼だな？」

　少女は答えない。唸うなり声のような呼こ気きをずっと喉のどから漏らしているだけだ。背中をずらし、後ろの逃げ道を確保しようとする。が、その視線だけは、じっと魎月の瞳に注そそがれたままだった。

　少女は口を開き、何事かを言おうとした。が、肝かん心じんの言葉のほうが、いつまで経たっても出てこない。言うべき言葉がたくさんありすぎて、なにから喋しやべっていいのかわからない、そんな印いん象しようを受けた。魎月は手を引っ込めた。すると、少女はなぜか不安そうな表情を浮かべた。魎月は無表情のまま、少女に問うた。

「どこから来た？　名前は？」

　少女はまたもや口を開き、しばらくのあいだ逡しゆん巡じゆんしてから、ようやく言葉を搾しぼり出した。

「──わからない」

「ほう。わからないのか」

　なにが癇かんに障さわったのか。魎月の言葉に、少女は怒ったように眉まゆを逆立てた。白く細い人差し指を魎月に突きつけ、少女は言った。

「おまえは。なんだ」

「魎月」

「りょう、げ、つ？」

　間かん髪ぱつ入れない魎月の答えに、少女は首を傾かしげる。まるで子供のような仕し草ぐさだ。魎月は小さく頷うなずき、続けた。

「鬼の一派の頭とう領りようをしている。鬼といってもこの世には数多あまたあるが、僕は『血ち吸すい』に属する鬼だ。そして恐らくは、お前と同じ」

「……おなじ？」

「そうだ。僕とお前は、同じものだ」

　少女は目をぱちくりさせた。なにを言っているのかわからない、という顔。それでもその態度からは、不安や恐怖の色が、次第に薄れはじめていた。そこにあるのはただ、純粋な疑問だ。つまり、自分は何者で、どこから来たのだろう、という疑問。

　かつて、『発生』したばかりの頃に魎月が抱いていたのと、同じ疑問。

　魎月は、再び少女のほうに手を差し伸べた。

「来い。名無しの鬼。行くべきところも、為なすべきことも、今のお前にはないのだろう。僕と一緒に来れば、あらゆることを教えてやる。お前の疑問に答えてやる」

「…………」

　少女は魎りよう月げつのことを上うわ目め遣づかいに見上げたまま、きゅっと唇を嚙かんだ。背中を土ど塀べいから離し、魎月に向かって足を踏み出した。おずおずと腕を伸ばし、少女は魎月の手に、そっと自分の手を重ねた。




　　　　◆




　鴨かも川がわに沿って北上し、上流で枝分かれしている分ぶん岐きの高たか野の川がわ方面へと歩みを進める。都みやこから見て北東の位置にある草深い山々の麓ふもとに、魎月の屋や敷しきはひっそりと佇たたずんでいた。元はどこかの酔すい狂きような貴族が建てた別荘だったらしいが、魎月がここを発見したときには、すでに完全に打ち捨てられた荒れ屋敷となっていた。廃はい墟きよ同然のその荒れ屋敷に改かい修しゆうを加えて、魎月はこの場所を『血ち吸すい』の鬼にとっての要よう塞さいとして築き上げたのだった。

「ちすい？」

　歩く道々、少女の疑問に答えていた魎月は、まずその言葉について教えてやらねばならなかった。『感かん知ち』反応からしても、この少女が『血吸い』であることに間違いはない。それならばまず、『糧かて』と『危険』について教授する必要があった。

「そのままさ。血を吸う鬼だから、『血吸い』だ。正直なところ、僕は自分以外の『血吸い』に会ったことはない。月げつ遥ようやその他の従じゆう者しやは、みな紛まがい物だ。元は人間だからな」

「にんげん──」

「人間。知らないか？　覚えておくといい。僕らの餌えさの名前だ」

「えさ──それくらい知ってる。たべものの、血のことだろう」

「そのとおり。それとあとひとつ──日が昇ってからは、外に出てはいけない。僕らの最大の敵は日の光だ。時とき折おり空を見て、常に時間を把握していろ。空が白みはじめたら、急いでどこか日光を防げる場所に隠かくれるんだ」

　ふんふん、と頷うなずいていた少女は、少し首を傾かしげてから聞き返してきた。

「日の光を浴びると、どうなるんだ？」

「灰になる。──要するに、死ぬ、ということだな」

　ひくっ、と少女の喉のどが鳴り、少女は魎月の手を、ちぎれるほど強く握り締めた。ありありとした恐怖の色。それを冷静に見下ろしながら、魎月は小さく息を吐いた。

「怖ろしいのなら気をつけろ。太陽の光さえ避けていれば、僕たちが死ぬということはまずありえない。よほどのヘマを踏まない限りはな」

「……なんだ、そうなのか。安心した」

　一瞬にして恐怖が少女の顔から消しよう滅めつし、その顔には再び無む邪じや気きに懐なついてくる子供のような笑顔が復活した。一体なにが楽しいのか、魎りよう月げつの腕に抱きつくような形でぶらさがり、少女は魎月の顔を見上げながら、甘えるような声こわ音ねで言った。

「りょうげつ。お腹が減った」

「……なに？」

「お腹が減った。りょうげつ。血を吸わせてくれ」

「もうすぐ屋や敷しきに到着する。それまで我慢しろ」

　魎月の言葉に、少女はぷっと頰ほおを膨ふくらませた。疑念が生じる。少女のそれらの仕し草ぐさは、本物の人間のように情感に溢あふれている。自分とは、まるで別べつ種族のように。

　しかし、『感かん知ち』による反応は、目の前の少女が紛まぎれもなく『血ち吸すい』に属する鬼であると示していた。魎月の持つ『感知』はそれほど精せい密みつな探たん査さができるわけではないが、『血吸い』とその他の魔ま性しようの区別くらいは可能なはずだ。そしてその『力』の大きさから、この少女は魎月と同じ、元からの『血吸い』──『主人』であるはずだった。

　それなのに、彼女は人間味に溢れている。恐怖を感じもし、不安を覚えもし、泣き笑いを豊かに表現できている。魎月とは、まるで別の生き物のように、である。

「──着いたぞ」

　そのことは、いずれ明らかにしていけばいい。そう結論づけて、魎月は目の前の門を押した。少女はぽっかりと口を開けて、呆ほうけたように門の高さを見上げていた。これは西門であり、西せい殿でんに続く裏口のひとつに過ぎないのだが、

　軋きしんだ木の音が響ひびき渡る。魎月に連れ立って歩き出した少女は、すぐに怯おびえたように魎月の腰に抱きついてきた。

　門から対たいの屋や西殿の玄関口までの砂利じやり道みちに、魎月の一党が全員集しゆう結けつしていた。一党の人数は四十人ほど、どこかみな虚うつろな闇やみを抱えた瞳で、魎月と少女にじっと視線を注そそいでいた。中にはいまだに魎月への憎しみをその顔に映し出しているものもいる。先に月げつ遥ようを帰して、集めるよう言っておいて正解だった。せっかく手に入れた『主人』の鬼を、余よ計けいな恨うらみつらみで潰つぶされてはたまらない。

「月遥から聞いているものもいるだろう。お前らに紹介する」

　湿った闇に乾いた声を響ひびかせて、魎月は少女を前に押し出した。少女は首を捻ねじ曲げ、恨みがましそうに魎月を見上げてくる。それを無視して、彼は言葉を続けた。

「この女を、僕は新たに一党に加えることにする。今後、この女の不利になること、この女に危害を加えることを禁ずる。──わかったな？」

　まちまちに、了りよう解かいの声が聞こえてきた。魎月はそれ以上はなにも言わず、少女を伴って歩き出した。少女は色濃い戸と惑まどいを浮かべながら、それでも魎月にとことこと追つい従じゆうしてくる。玄関戸をくぐる際に、魎月はすぐ脇に佇たたずんでいた憂ゆう月げつに視線を送った。

「こちらへ」

　機能的な服装の多い魎りよう月げつの一党の中で、ひとりだけ単ひとえを幾いく重えにもかけて身に纏まとい、長々と伸ばした美しい黒くろ髪かみで細ほそ面おもてを隠かくすその姿は、まるで平安の絵え巻まきに描かれた美女が抜け出してきたかのようだった。楚そ々そとした動作で、憂ゆう月げつは魎月たちを先導する。憂月は、日光が入り込む隙すき間まがないかといった屋や敷しきの普ふ請しんや、人間としての生活が忘れられないものたちへの食事の配はい膳ぜんなど、家内のこまごまとしたことを取りまとめる女性だった。彼女には、月げつ遥ようを屋敷に帰らせるときに、少女の着るものを用意しておくようにと言こと付づけておいたのだ。少女はいまだに、全ぜん裸らのままだった。

「その格かつ好こうでここまで来られたのですか？」

　廊下を軋きしませて歩きながら、憂月は少女をちらりと振り返り、呆あきれたように眉まゆを広げた。が、魎月はいたって平然と、

「別に問題はないだろう」

「魎月さまは、そうでしょうけれど──あなたは？」

　自分に話を振られて、少女は縮こまる。魎月の背中に隠れながらその顔だけを覗のぞかせて、恐る恐る、という感じに答えた。

「……なにが」

「そのような格好で。裸はだかではありませんか」

「裸だと、いけないのか？」

　意外そうな少女の言葉に、憂月は大おお真ま面じ目めに頷うなずいた。

「ええ。年とし頃ごろの娘がしていていい格好ではありません」

「──そうなのか？　りょうげつ」

　馬ば鹿か馬鹿しい。そう思いながら、それでも魎月は短く答える。

「人間ならそうかもしれない。だが、お前は鬼だろう」

「──うん、そうだな、そうだった」

　一転して少女はにこにこ笑顔を取り戻した。憂月は呆れたような、笑いを我慢しているような、微び妙みような表情をちらりとだけ浮かべて、再び前を向いた。

　廊下を歩いてしばらくすると、縁えん側がわに差しかかった。白しろ砂利じやりを撒まき、踏み石を配置しただけの簡素な庭が、月光を浴びてぼんやりと輝いていた。憂月は廊下を軋ませるのをやめて、その庭に目を向け、しばしのあいだその場に立ち尽くした。おっとりとしたその横顔は、なにかを懐なつかしんでいるようでもあった。

　やがて、憂月は静かに口を開いた。

「魎月さま──そういえば、肝かん心じんなことをお尋たずねするのを忘れていました」

「なんだ？」

「その子の名前は？」

　魎りよう月げつは、今はじめて気がついたように目を見開いた。少女はそんな魎月と、庭にじっと見入っている憂ゆう月げつの顔を、交互に見比べている。

「名前。名前か」

「ええ。私たちにそうしたように、その子にも『月』の名を与えてはいかがです？」

　その声には、若じやつ干かんの皮ひ肉にくが含まれているような気がした。憂月の人間だったときの名前がなんだったか、魎月は思い出そうとしたが、すぐに諦あきらめた。最初から覚えようともしていなかったものを、そう簡単に思い出せるはずがないからだ。

　魎月は、少女の顔を見下ろした。その瞳が期待にきらきらと輝いているのを見て、ふ、と軽く息を吐く。視線を再び憂月へと移し、先へと促うながすように顎あごを振った。

「名前は、つけない。僕がつけるべきではない」

「──どうして！」

　そう言ったのはもちろん憂月ではなく、すぐ傍そばにいる少女だった。くす、という音が、憂月の口元から聞こえてくる。魎月は目を閉じて、極めて簡かん潔けつに答えた。

「お前は僕の従じゆう者しやではない。だから、お前の名は僕ではなく、お前自身がつけるべきだ」

「…………」

　少し驚いたように目を瞬まばたかせて、ふむ、と少女は考え込んだ。その腕を取り、魎月は強ごう引いんに先へと進んだ。余よ計けいなことを口にするな──そういう意味を込めて、険しい目つきで憂月のことをにらむと、彼女は怯おびえたような、あるいは怯えを装って馬鹿にしているような仕し草ぐさで、大げさに腰を折ってみせた。従者は数多あまたいるが──と、魎月は思う。こいつの考えていることだけは、いまいちよくわからない。

「それはそれで結けつ構こうですが──しかし、決めるまでのあいだにも、なにか仮の名前があったほうが不ふ都つ合ごうが少ないと思うのですけれど」

　憂月の言うことにも一いち理りあった。少女が自らの名前を自らで決めるまでに、どれだけの時間がかかるのかはわからないが、そのあいだずっと『あの女』とか『あの娘』とか呼んでいるわけにもいかない。一瞬だけ考えてから、魎月は言った。

「それなら、ナナシでいいだろう」

「は？　──名無し、ですか？」

　魎月が頷うなずいたのを見て、憂月は深々と息を吐いた。

「それは、あまりにも──」

「あまりきちんとした名を与えると、そのままそれで通ってしまう恐れがある。暫ざん定てい的なものならば、ナナシで充分だ」

「…………」

　憂月の、計るような目。それを振りきって魎月は歩き出す。それに押されるようにして、憂月もまた歩みを再開した。

　西せい殿でんの衣装室の前で、憂ゆう月げつは立ち止まった。うっすらとした笑みを滲にじませて、憂月はいそいそと少女の手を取った。襖ふすまを開け、少女と連れ立って部屋に入り、ぴしゃりと閉める。魎りよう月げつひとり締め出された形だ。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす魎月に、追い討ちのように室内から憂月の声が届いた。

「ここから先は、女子の領りよう域いき。殿との方がたは入ることができません。たとえそれが、この屋や敷しきのご主人であろうとも」

　どうでもよかった。

「まあ、なんでもいいが。終わったら僕の部屋にそいつをよこせよ、憂月」

「それはもう」

「すぐ行くぞー、りょうげつ」

　能のう天てん気きな少女──ナナシの声に、ため息だけを返して、魎月は自分の部屋に向かって歩き出した。

　濃のう厚こうな闇やみと木の匂においに満ちた廊下を、音も立てずに渡っていく。魎月の部屋は屋敷のほぼ中央、五重の扉に遮さえぎられた寝しん殿でんにあった。人間や『血ち吸すい』以外の魔ま性しようが、昼ひる日ひ中なかに襲しゆう撃げきしてきたときの対策としてそのようにしてあるのだ。内部には緊きん急きゆ避うひ難なん用の、地下への経路も確保してある。もっとも、寝殿を中央にして四方に南北東西の対たいの屋やを配置し、それぞれの対屋には十人ほどの従じゆう者しやを配置してあるから、敵てき襲しゆうがあったとしても魎月のいる寝しん殿でんまで敵がたどり着くのは至し難なんだろうが。

　西殿から寝殿へと続く渡り廊下に差しかかったところで、柱にもたれかかるようにして立っている人ひと影かげに気づいた。男のように短く刈り込んだ髪に、獲え物ものを狙う猫のような目。その目を楽しげに細めながら、狩しゆ月げつは馴なれ馴れしく魎月の肩に手を置いた。

「聞いたよ、魎月。静せい月げつが死んだんだって？」

「ああ。手て痛いたい損失だ」

　魎月は構わずに歩き出し、狩月はそんな魎月の腕を取る。耳元に口づけるような至し近きん距離から、狩月は楽しそうに声を弾はずませた。

「そりゃあよかった。月げつ遥ようには悪いけど、これであたしに指し揮きを任せてくれるね？」

「……どうかな。月つき実ざねがなんと言うか」

　魎月がそう言うと、狩月は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「あんな唐とう竹ちく頭の言うことを？　やめてよ、魎月らしくもない。従者の意見なんてこれっぽっちも聞かないのが、いつものあんたのやり方じゃない」

「なら、お前が僕に自じ薦せんするのだって無意味だろう」

　狩月は身体からだを離した。「お手上げ」とでも言うようにひょいと両手を上げる。

「ま、そりゃそうなんだけどさ。探りを入れておこうと思ってね」

「静月に代わる指揮者に関しては、まだ考えていない。お前も月実もどちらも一いつ長ちよう一いつ短たんだからな。おいおい決めていくさ」

　ふっ、と狩しゆ月げつは笑った。「仕方がない」という笑いだ。従じゆう者しやが魎りよう月げつの決定に逆らうことは、根本的にできないようになっているのだ。魎月は一党に君くん臨りんする独どく裁さい者であり、彼の『支配』はその体制を絶対的なものにまで固め上げていた。どれだけ従者が魎月のことを憎み、反発しようと思ったところで、「魎月の不利になることはしないように」という命令を刷すり込まれている以上は、意思に関係なく従わざるを得なくなっている。抑えつけられることによってさらに憎しみを燃え上がらせるものもいるにはいるが──狩月は、それとはまったく別の手合いだった。

　渡り廊下から寝しん殿でんに移り、襖ふすまを開けようとしたところで、そっと狩月が手を重ねてきた。いつの間にか、再び至し近きん距離にまで近づいている。腕を抱き、首をかしげ、狩月は濡ぬれた瞳で魎月を見上げる。

「ね。これから、寝るの？」

「いや。憂ゆう月げつにあの娘を任せている。来るまで待つつもりだ」

「どれくらい──？」

　狩月は歪ゆがめたその唇を、ぺろりと舐なめた。それでようやく、魎月は狩月の目的を理解した。なにも言わずに寝殿の中に入る。沈ちん黙もくが魎月の消極的な肯定であることを、狩月も知っていた。こく、と唾つばを吞み込む音が聞こえる。狩月の顔が火ほ照てっているのが、闇やみの中の『夜よ目め』に見えた。

　五重の襖の最後を閉め終えると、狩月は耐えかねたように魎月に抱きつき、唇を重ねてきた。それに応じていると、狩月は魎月の手を取り、自分の髪にその手を押しつけた。狩月の好戦的な性格は、場所を問わないらしかった。

「髪、触って。もっと強く、抱いて」

　魎月は言われたとおりにした。胸元に顔を埋め、うわずった声で、狩月は同じ言葉を何度も繰り返した。

「好きだよ、魎月。好き。大好きだ」

「……そうか」

　そうとだけ答えると、狩月は不満そうに喉のどを鳴らして、魎月を押し倒した。魎月の腰元に跨またがったまま、身に纏まとった小こ袖そでを一気に脱ぎ放つ。まだ青さの残る肢し体たいを闇に晒さらしながら、狩月は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。小振りな乳ち房ぶさを見上げているうちに、魎月はふと思い出した。狩月と会ったときのこと。特になにも考えないまま、彼はそれを言葉にしていた。

「そういえば──」

「ん？」

「お前、辻つじに立っていたんだったか」

　途と端たん、狩月の顔が曇った。少年のような顔立ちが悲痛に歪み、その瞳は動どう揺ように震えはじめた。きり、と歯を嚙かみ締める音。口を開き、険しい顔で、恐らく狩しゆ月げつは非難の言葉を叩たたきつけようとしたのだろう。が、途中でなにかに気づいたかのように狩月は唇を閉じて、その首を振った。顔に浮かぶのは諦あきらめの笑みだ。魎りよう月げつに他た意いはない。ただ思ったことを言っただけ。そのことを、狩月はよく理解している。

「そうさ。思い出したくもない。二ふた親おやが死んで、それしか道がなくなった」

「そこを僕に襲おそわれたわけだから、踏んだり蹴けったりだな」

　狩月は心しん底そこ驚いたように目を見開いた。再びその口元に、うっすらとした笑みが戻る。裸はだかになった上半身を魎月の上に覆おおい被かぶせ、狩月は鼻先がくっつくほどの近距離までその顔を近づけてきた。

「まさか。そんなふうに考えたことは、一度もないよ、魎月。言っただろ？　あたしは、あんたが好きだ。あたしに『力』と『自由』を与えてくれたあんたのことが」

「…………」

「あんたは確かに人間じゃない。ひどく冷たいときもある。でも、あんたはあたしを差別しなかった。女だから、売女ばいただから、そういう目であたしのことを見たりはしなかった。他の奴やつらと同じに、あたしのことを扱ってくれた」

「お前が強いからだ。そうするだけの価か値ちがある」

　そう言うと、狩月は泣き出しそうな顔をした。まずいことを言ってしまったか、と一いつ瞬しゆん思ったが、そんな魎月の意に反して、狩月はくすくすと笑いながら魎月の首元に抱きついてきた。

「そういうところだよ、あたしが大好きなのは。あんたは鬼だけど、あたしが今まで見てきた人間どものほうが、よっぽど鬼おに畜ちく生しようだったよ。魎月、あんたはあたしのことを、好きになってはくれないのだろうけど──」

　わずかな沈ちん黙もく。反応を期待するような。それでも魎月はなにも言わなかった。狩月の言うとおりだと思っていたからだ。

　狩月はそれ以上、話を続けようとはしなかった。首元に抱きついていた手を離して、再び魎月の顔を直視したときにはもう、蕩とろけた目をした女がいるだけだった。

「ほら──もっと、触ってよ──」

　狩月が魎月の着物を脱がしにかかる。させたいようにさせながら、魎月ははじめて自主的な行動を起こした。手を伸ばし、狩月の顔に触れ、その指で唇をなぞる。その頭を再び抱き寄せて、魎月は今度は自分から、狩月と口づけを交わした。




　　　　◆




「あらあら、予想外に素す敵てきですよ、ナナシちゃん」

「そう、かな？」

　ナナシは自分の姿を見下ろしながら、その場でくるりと一回転した。内うち着ぎの上に纏まとった唐から衣ころもは朱しゆ地じに金こん色じき草くさ文もん様よう。燃えるように艶つややかなその着物に、それでもナナシはうんざりとした顔を隠かくしきれなかった。もう十回以上も着せ替えさせられているのだ。明らかに、憂ゆう月げつはナナシを着飾ることに楽しみを感じているようだった。ころころと笑いながら、憂月はさらに着物を長なが櫃びつから引きずり出した。

「次はどれにしましょうか？　この小こ袖そでなんか──」

「なあ、ゆうげつ、これでいいよ、もう」

　ナナシが弱々しくそう言うと、憂月はさも残念そうに、

「そう？　これからが本番なのに──」

「……わたしはもう、りょうげつのところに行きたい。りょうげつはどこだ？」

　ナナシの言葉に、憂月の顔が少しだけ真ま面じ目めさを取り戻した。畳たたみの上で居い住ずまいを正し、憂月は言った。

「ナナシちゃん。あの方を、魎りよう月げつ、などと呼び捨てにしてはいけません。ちゃんと、魎月さま、とお呼びしなさい」

　ナナシは目をぱちくりさせた。魎月、とこれまでずっと呼び捨てにしてきたが、彼は不快そうな顔をしたことなど一度もなかったし、「さまをつけて呼べ」なんていうことも一回も言わなかった。その事実と憂月の言葉のあいだに、若じやつ干かんの齟そ齬ごが発生し、それを自分なりに解かい釈しやくするために、ナナシは数すう瞬しゆんの時間を要した。

「──うん。わかった」

　数秒してから、ナナシはこくりと頷うなずいた。別に呼び方などどうでもいいだろう、と安あん直ちよくに思っただけだった。聞き分けのいいナナシの態度に、憂月は母親のような優しい微笑を浮かべた。

「それでは、本題に移りましょうか。魎月さまからあなたにいろいろと聞いておくように、申し付けられておりますので」

「…………」

　それなら今までの着替えはなんだったのか、とナナシは思ったが、口には出さなかった。そういうものだろう、と阿あ呆ほうのような素直さで納なつ得とくしたからだ。実際のところ、右も左もわからないナナシの頭の中には、「疑う」という文字は記されていなかった。魎月に拾われた彼女は、まっさらな無む知ちと子猫が親猫を慕したうような一途いちずさの他には、なにも持ち合わせていなかった。

「まず──あなたは、自分が何者なのか、わかっているのですか？」

　少しも考えずに、ナナシは首を横に振った。

「ぜんぜん」

「それでは、この場所のことは？　ここが京きよう都とだとわかっていますか？」

　ナナシはまたぶんぶんと首を振る。

「さっぱり」

　それから憂ゆう月げつは『鎌かま倉くら様さま』や『当とう今ぎん様さま』や『文ぶん永えいと弘こう安あんの役えき』について尋たずねたが、それらに対してナナシは、首を振るどころか「なにを言っているのかすらわからない」という顔をすることしかできなかった。憂月は少しのあいだ考え込むように畳たたみの目を見つめていたが、やがて顔を上げると、さらに質問を重ねた。

「どうやら知らないことよりも、知っていることのほうを尋ねたほうが早そうですね。なにか──なんでもいいから、知っていることを言ってみてください」

「知っていること……」

　ナナシは視線を斜め上に向けると、そのまま虚こ空くうをじっと見つめはじめた。息を吸い込み、ゆっくりと目を閉じる。誰に言うでもない口く調ちようで、ナナシは夢見るように語りはじめた。

「そら、ほし、つき。つち、くさ、き。かぜ、かわ、うみ。とり、けもの、ひと。──それと、あと、」

　目を開ける。霞かすんだその目が、憂月を中心に焦点を取り戻した。再び無む邪じや気き極まりない笑顔になったナナシは、小さな手のひらでお腹を押さえて、言った。

「お腹が空すいた。そう──たべもののことだ。なにか、たべたい。それがいちばん、覚えている」

「──そうですか。わかりました」

　憂月は諦あきらめたようにため息をついた。要するに、ナナシは生まれたての赤ん坊とさして変わらない知識しか持っていない、ということだった。鎌倉にある当代の武ぶ家け政権や、この京の都みやこに住まう帝みかどのことなどの一般常識も、ほとんど持ち合わせていない。あるいは、こう言い換えることができるかもしれない。ナナシは、人ヽ間ヽ社ヽ会ヽについてはまるっきりの無知である、と。

　ナナシは憂月に擦すり寄り、彼女の着物の裾すそをきゅっと摑つかんだ。その顔には不満の色がありありと映し出されている。

「なあ、お腹が空いたってば。ここにきたらたべさせてくれるって、りょうげつも言っていたのに。一体いつになったらたべものをくれるんだ？」

「……魎りよう月げつ、『さま』ですよ」

　呆あきれたようにそう言ってから、憂月は少しだけ笑った。幾いく重えにも着込んだ単ひとえの胸元を開け、その首くび筋すじを晒さらす。憂月の抜けるような白い肌はだが、闇やみの中に浮かび上がった。

「人のものより味は劣りますけど、あとできちんとしたものを差し上げますから。今はこれで我慢してくださいね。──やり方は、知っていますか？」

　憂月の言葉に、ナナシは「馬鹿にするな」という顔をした。

「それくらい、知ってる。嚙かみ切ればいいんだろう？」

「……そうですか。それでは──」

　首筋を強調するように横を向いて、憂月はそっと目を閉じた。その表情はこれから起こることへの覚かく悟ごを決めているようでもあった。ずり、と畳たたみを擦ずって、ナナシは憂ゆう月げつに近づく。鼻先を憂月の肌はだに近づけると、なんとも言えない心地のいい香りがした。

「いいにおい」

　呟つぶやくようにそう言って、ナナシは唇をわずかに開き、憂月の鎖さ骨こつに沿って舌を這はわせた。予想外の刺し激げきに、憂月は身を震わせる。制止の声をあげようと憂月が薄く目を開いた刹せつ那な、ナナシはあんぐりと大きく口を開けて、その牙きばを憂月の喉のど元もとにずぶりと突き立てていた。

「……っ」

　声にならない声が、憂月の喉から漏れる。それを恥じるように、憂月は唇をきつく嚙かみ締めて、一切の情じよう動どうを外に漏らさないようにしていた。そんなことにはお構いなしに、ナナシは憂月の柔やわ肌はだを容よう赦しやなく引き裂き、そこから溢あふれる血液をじゅるじゅると音を立てて啜すすった。唇を尖とがらせて、滴したたる血を一滴も逃すまいとする。まるで乳ち飲のみ子のような、一切の遠えん慮りよも衒てらいも見せない、どこまでも無む邪じや気きな『吸きゆう血けつ』の仕方だった。

　やがて、ナナシの食事が終わった。紅あかく濡ぬれた唇を憂月の首くび肉にくから離し、「ぷは」と満足そうな息をついた。それを確認してから、憂月は着物の乱れを直し、さりげなくナナシから距離を置いた。肩が上下していた。ナナシは不ふ思し議ぎそうに憂月の顔を見上げる。

「ゆうげつ？　顔が赤いぞ」

　憂月は答えなかった。長いその髪で自らの面おもてを隠かくすと、憂月はごまかすように言った。

「な、──なんでも、ありま、せん。平気です」

「そうか？」

「そんなことより──ナナシちゃん、魎りよう月げつさまに会いたいのでしょう？　そろそろ参りましょうか。私の役目も果たしましたし」

　それを聞くと、ナナシはぱっと顔を輝かせて、勢いよく立ち上がった。

「りょうげつに会えるのか!?」

「『さま』」

「──りょうげつ、さまに」

　こくりと唾つばを吞み込んでから、憂月もその場に立ち上がった。その膝ひざは小こ刻きざみに震えていたが、ナナシはそれには気づかなかった。

「ええ。もともと私は、あなたの服と、あなたからごく基本的なことを聞いておくように言われていただけですからね。多た分ぶん魎月さまは、じかにあなたから話を聞くことを望んでいるのでしょう」

「そうか！　じゃあすぐ行こう、いま行こう！」

　恐らくはよくわかっていないのだろう、ナナシの適当な答えに、しかし憂月は寛かん容ような笑みを漏らした。襖ふすまを開け、部屋から出、ナナシの手を引いて、闇やみに包まれた廊下の上を先せん導どうしていく。弾はずむようなナナシの足取りに、憂月は静かな面おも持もちで尋たずねた。

「ね、ナナシちゃん」

「ん？　なんだ、ゆうげつ？」

「魎りよう月げつさまのことが、好きなの？」

「うん！」

　力強く頷うなずいたナナシに、憂月はほんの少しだけたじろぐような素そ振ぶりを見せた。それに気づきもせずに、にこにこと笑いながら続ける。

「りょうげつは──りょうげつさまは、なんだかよくわからないけれど、私と同じなんだ。うまく説明はできないけれど、同じだってことがわかる。りょうげつさまも、そう言っていた。だからきっと、りょうげつさまも、私と同じように感じているに違いない」

「……だから、好き？」

　憂ゆう月げつが重ねてそう尋たずねると、ナナシは少し複雑な顔をした。見ようによっては、寂しげにも見える表情だ。

「──うん。多分、同じだから、好きなんだ。きっとりょうげつさまは、ただひとりだ。ただひとり、私と同じもの。だから──一緒にいると、すごく、落ち着くんだ」

「…………そう。同じなの」

　そう言った憂月の声には、どこか、冷たさが含まれていた。ナナシは驚いたように眉まゆを広げ、憂月のことを仰ぎ見た。長い髪に阻はばまれて、その表情を窺うかがうことはできない。ただ、ナナシの手を握る憂月の手から、少しだけ力が失われた。

　それから一言の会話もないまま、憂月は渡り廊下を通り過ぎ、寝しん殿でんにナナシを連れてきた。内部へ通じる五重の襖ふすま、その最初に手をかけて──憂月は、ぴたりとその動きを止めた。こっそりと憂月の顔を盗み見ていたナナシは、彼女の表情が次第に険しくなっていくのがわかった。

「ナナシちゃん。もうしばらく、あとにしましょう」

「え？　──でも、」

「いいから。今は、どうやら、おヽ取ヽりヽ込ヽみヽ中ヽのようだからね」

　そのとき、ナナシの耳にもそれが聞こえてきた。

　搾しぼり出すような、女の声だ。

　もちろん、ナナシにはそれがなにを意味するのかわからなかった。従って憂月の表情の意味や、中で何事が起こっているのかも、理解することはできなかった。彼女には、人間社会に関する知識がまるっきり欠落していたからだ。なぜゆうげつは、入らないのだろう。単純にそれだけを思った。

　ナナシは憂月の手を離す。自ら襖に手をかけて、それを開いた。憂月は短く息を吞み、言葉ではなく行動でナナシのことを制止しようとしたが、ナナシは小さなその体たい軀くを利用し、するすると襖を開けて部屋の中に入っていってしまった。

「ナナシちゃん──！」

　襖ふすまを開けると、さらにその声が大きく響ひびいた。憂ゆう月げつの表情がさらに曇り、それ以上部屋の中に入るのが汚けがらわしいとでも言うように、敷しき居いを踏み締めたまま動かなくなってしまう。一方ナナシは少しも頓とん着ちやくせずに、次々と襖を開けていった。なんでこんなにたくさんの囲いがあるのだろう──と、それだけを考えていた。

　やがて、目の前に空間が広がった。

　大きな闇やみの中央で、二つの裸ら体たいが絡まっていた。

　ナナシはその場に立ち尽くす。その行為の意味も、まったくわかっていない。ただ、なんとなく声をかけづらい雰ふん囲い気きがあり、それに吞まれてしまっていた。女が下に寝ね転ころがり、足を開いている。そのあいだに割り込み、女の身体からだの上にのしかかっているのは、つい先刻までナナシの手を引いていた魎りよう月げつだった。女性のように白いその背中が、悠ゆう然ぜんと動いている。かと思うと突然止まり、それと同時に下にいる女が再び声を漏らした。先ほどとは少し毛け色いろの違う──不満そうな声。あの搾しぼり出すような声の元はこれだったのか、とナナシはどこか別方向で納なつ得とくしていた。

「──ナナシ、か？」

　答えるまでもないと思ったので、ナナシは答えなかった。襖に寄りかかるようにして、呼吸を殺すようにして見つめている。その目の前で魎月は立ち上がった。足を開いた女にくるりと背を向けると、裸はだかのままでナナシに近づいてきた。

　気け圧おされるような感じがして、ナナシは敷居をまたいで、部屋から一歩だけ外に出た。視線が泳ぐ。気まずかった。なにかとんでもないことを邪じや魔ましてしまった。そんな感じがした。

　が、魎月のほうは、ナナシが気にするほどその中断を重大なものとしては受け止めていないようだった。

「憂月はどうした？」

「あ、その、そ、外に」

「そうか。呼んできてくれ」

　言われるまま、ナナシはそそくさとその場から立ち去った。あれほど会いたかった魎月の顔から、一刻も早く逃げ去りたいと思った。といって、断じて魎月へ寄せる好意の量が目め減べりしたわけではない。ただ、今この瞬間だけは、この部屋にいてはいけない、という直感が働いただけだった。憂月の言った「お取り込み中」という言葉が、身に染みてわかった気がした。

　憂月の手を引いて、半なかば無む理り矢や理り部屋の中に引きずり込み、二人で膝ひざを並べて座る。すでに魎月は裸ではなくなっていた。直垂ひたたれを羽は織おり、どかりと畳たたみの上にあぐらをかいている。ふと目を向けてみれば、部屋の壁にもたれかかるようにして、先ほどの女性が感情の読めない瞳でナナシのことを見つめていた。こちらもさすがに裸ではないが、裸体に小こ袖そでを引っ掛けただけのきわどい格かつ好こうだった。

「さて。それでは、本題に移るか。──憂ゆう月げつ」

　ナナシの隣となりで石のように座り込んでいた憂月が、ぴくりと肩を震わせた。咳せき払ばらいをして、憂月は顔をうつむかせたまま語りはじめた。

「魎りよう月げつさまから仰おおせつかった『ナナシの知識の程度について』ですが、ほとんど皆かい無むと言っていいかと思います。ナナシは鎌かま倉くらの源みなもと家けのことも蒙もう古こ襲しゆう来らいのことも知らず、それどころか京都の名前すらもわかってはいませんでした。ただ──」

「ただ？」

　憂月はようやく顔を上げ、答えた。

「ただ、まるきりの無知というわけではありません。知っていることを尋たずねたところ、草や月、海や川、空や土などといった、いわゆる自然物に関しての知識は持ち合わせているようです。それと──」

「たべものだよ」

　ナナシは思わず口を挟んだ。魎月に会いに来たのに、魎月に無視されているのが気に入らない。ただそれだけ思って言ったことなのに、魎月と憂月、そして壁にもたれかかった女は一いつ斉せいにナナシに視線を注そそいだ。その目に、ナナシは少なからずたじろいだ。

　憂月はまた咳払いをすると、今度はその手をそっとナナシの頭に載せた。見上げると、慈いつくしむような──見ようによっては。悲しんでいるとも取れる目で、憂月はナナシのことを見下ろしていた。
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「そう、食べ物のことです。つまり、──血のことを。結論としては、ナナシは自然に関することと、本能に根差したことの知識は持ち合わせている、ということになります」

「しかし人間としての知識はない。そうだな？」

「……ええ」

「獣けものだな」

　ぽつりと呟つぶやいた魎りよう月げつの声に、壁にもたれかかった女性が笑い声を立てて応じた。

「また変わり種を拾ったもんだね、魎月。今度の伽とぎの相手は獣と同じおつむの持ち主かい？」

「黙りなさい、狩しゆ月げつ」

　女性──狩月の軽口を、憂ゆう月げつは静かな怒りを伴った声で封じ込めた。温おん和わな憂月に似つかわしくない声だった。ゆうげつは、しゅげつのことがきらいなのだろうか。ぼんやりとそう思うナナシは、ふと、狩月が自分のことを見ているのに気づいた。にやにや笑いをその口元に浮かべているが、しかしその目だけは笑っていないように見えた。

「伽の相手にするつもりで拾ったわけではない。ナナシには、もっと別のものの相手をしてもらう」

　魎月の言葉に、狩月の視線が逸それた。訝いぶかるような表情。

「別のもの？」

「益荒ましらか、笑石えみしだ」

　狩月と憂月は、同時に息を吞んだ。ナナシはひとりだけ、取り残されたような顔で疑問を呈した。

「ましら？　えみし？」

「僕の敵だ。少々てこずっている。どちらかを、ナナシ、お前に任せようと思っている」

　てき。そう口の中で呟いてみたが、意味がいまいちよくわからなかった。とりあえず目をぱちぱちと瞬まばたかせていると、ナナシの一歩前に憂月が歩み出た。懇こん願がんするような声、

「そんな、だってナナシちゃんは、まだ──まだこんなに小さい──」

「年ねん齢れいなど関係ない。ナナシは僕と同じものだ。今し方のお前の報告で、それがわかった」

　同じもの。その言葉に、狩月が驚いたような声をあげた。

「同じって──まさか、『主人』だっての？　こいつが？」

「ナナシの今の状況は、かつて僕が『発生』したばかりのときの状況と酷こく似じしている」

「でも、それだけで──」

「そヽれヽだヽけヽじゃないことは、お前が一番よくわかっているはずだ。憂月」

　そう返されて、憂月は沈ちん黙もくした。複雑な色の入り混じった瞳で、ナナシのことを静かに見下ろす。

「従じゆう者しやには『感かん知ち』はないが、それでも同族の上位種しゆ族ぞくである『主人』に近づけば、かすかな反応を得ることができる。そうだったな？」

「…………」

「ナナシから、なにも『感かん知ち』しなかったとは言わせない。僕の『感知』で調べてみても、彼女はお前らとは明らかに違う。ナナシがただの『血ち吸すい』であるはずがない。まあ、そんなことよりも──」

　魎りよう月げつは、その場に立ち上がった。それまでずっと無色だった彼の瞳に、なにがしかの色が映った。期待、あるいは嘱しよく望ぼう。それが自分に向けられていることを感じ、ナナシは我われ知しらず背せ筋すじを伸ばした。

「これができるかどうかで決めたほうが手っ取り早いだろうな。他のものへの証明にもなる」

　魎月はゆっくりと右腕を上げ。その手のひらをナナシのほうへと向けた。その腕に──ざわり、と黒い獣じゆう毛もうが生はえはじめる。

　息を詰めて見つめるナナシの前で、魎月の右腕はゆっくりと変形していった。肘ひじから先があっという間に黒く染まり、人差し指と薬指の付け根に赤い光が灯ともる。目だ。そう思ったときにはもう、五指の先端が癒ゆ着ちやくしあい、なんらかの動物の鼻先を形成していた。爪がより白く染まり、複雑に分化して、ぎざぎざの牙きばへと変化していく。元の大きさの倍ばい以上に膨ふくれ上がった魎月の腕は、熟じゆく柿しが木から落ちるようにして、ぷつりと足元に転がり落ちた。蠢うごめき、もがき、苦しみの声をあげるその黒い塊かたまりは、やがて一匹の四し足そく獣じゆうの姿になって、床の上に立ち上がった。

「……『狼おおかみ』」

　憂ゆう月げつがぽつりとそう呟つぶやいた。どこか忌いまわしそうに。ナナシが憂月を見上げると、憂月は「耐えられない」とでも言うように首を振り、踵きびすを返して部屋から出ていってしまった。その背中を視線で追うナナシの意識を、魎月の声が引き戻した。

「やってみろ。できるはずだ」

　ナナシは振り返る。魎月と、そして狩しゆ月げつが、どちらも温度こそ違えど、厳きびしい視線でナナシのことを見つめていた。守ってくれるものがいなくなったナナシの心に、じわりと不安が湧わき上がってくる。だが、それよりもなお強く、湧き上がってくるものがあった。それは、恐らく──反感、だった。

　狩月の目が、気に入らなかった。魎月ならばいざ知らず、なぜ狩月にあんな目でにらまれなくてはいけないのか。ナナシを侮あなどっているような、あるいは邪じや魔ま者を見るような、そんな目つき。その視線に晒さらされて、ナナシの胸の中に、純粋な反発が生まれた。

　──そんなに言うなら、やってやる。

　ナナシは右腕を上げた。反感のみによる行動だったわけではない。それとはまったく別に、魎月の言葉どおり、自分ならできる、という根こん拠きよもない自信がナナシの中に生まれはじめていた。身体からだの一部を獣けものにして、分化する。およそ物理法則から離れたその技は、ナナシにはそれほど難しいことのようには思われなかった。腕を伸ばして石を拾うが如ごとく、足を前後させて歩みを進めるが如ごとく──それは、自分にもともと備わっている能力のような気がした。

　前に伸ばした右腕を見つめ、わきわきと指を動かしてみる。が、変化は起こらない。わずかな焦りが滲にじみはじめる。できることはわかっているのに、やり方がわからない。そんな感覚だった。

　ナナシの焦りを見て取ったのか、魎りよう月げつは立ち上がり、ナナシのほうに近づいてきた。それだけのことにナナシは狼ろう狽ばいする。まだ、もう少し──そんな言い訳を口にする前に、魎月はいつの間にか元に戻っていたその右手を、ナナシの手に重ねた。静かな口く調ちようで、魎月は言う。

「単に力を込めるだけではだめだ。想像しろ。自分の手が狼おおかみになるところを。もう一度、僕のを見せてやる。変へん化げの過程が自分の手にも起こるのだと、想像するんだ」

　魎月の白しら魚うおのような右手が、凶きよう暴ぼうを絵に描いたような『狼』の頭部へと変化していく。そのさまを、ナナシは瞬まばたきひとつせずに目に焼きつけていた。再び分化した『狼』がナナシの右手を蹴けって床に着地するまでを、ナナシは克こく明めいに己の脳のう裏りに刻み込んでいた。

　やがて、魎月はナナシから身体からだを離した。ナナシはもうそちらのほうを見ようともしない。二度、三度、五指を開閉すると、今し方の変化の過程が我が身に起こったときの情景を、頭の中に思い浮かべてみた。獣じゆう毛もうが皮ひ膚ふ一面を覆おおい、手の甲こうに赤い瞳が現れる。そのことを思いながら右手に力を込めると、ナナシの意思に従わない筋肉が、にわかに皮膚の下で盛り上がるような感かん触しよくがした。

「────！」

　驚きに目を見開いて、ナナシはその変化を見つめる。あっという間に腕うで全体を黒い毛が覆い尽くしていく。目が生まれ、鼻が生まれ、牙きばが生まれ、四し肢しが生はえる。その行程に驚きよう愕がくの表情を浮かべたのは狩しゆ月げつとナナシの二人だけで、魎月の顔は先ほどからまったく動いてはいなかった。確かく認にん作業をしているような、冷静極きわまりない表情だ。

「……できた」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くして、ナナシはようやくそれだけを口にした。首を捻ねじ曲げて、魎月のほうに視線を向ける。

「りょう、げつ、さま──」

　魎月はナナシの目を見返すと、ほんの少しだけ、その唇に淡い笑みを浮かべた。

「これで決まった。ナナシ。お前は間違いなく、僕と同じ、『血ち吸すい』の『主人』だ」

　同じ。その言葉がやけに嬉うれしくて、ナナシは満面に笑みを浮かべた。心からの安あん堵どの笑顔。それを目にした狩月は、思い切り顔をしかめると、聞こえよがしに「ふん」と鼻を鳴らして部屋から出ていってしまった。が、そんな態度を示されても、ナナシの喜びは微み塵じんも減じない。自らの居い場所を獲得したという本能的な安堵感が、今のナナシの心をいっぱいに満たしていた。

「それでは、ナナシ。明日から、本ヽ格ヽ的ヽなヽ訓ヽ練ヽを始めるぞ」

　魎月のそんな言葉も、ナナシの笑顔を崩すまでには至らなかった。ナナシのほうも『訓練』という耳慣れない単語の意味を、あえて聞き返すような真ま似ねはしない、今はただ、生まれてはじめてのこの温かな気持ちに浸ひたっていたかった。それをよりいっそう強めるために、ナナシは魎りよう月げつの腰元に顔をこすりつけていた。
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　ナナシが魎月の屋や敷しきに居い着ついてから、十日ほどが経過した。

　魎月の屋敷の北西には、従じゆう者しやたちに『練れん兵ぺい場』と通称される空き地がある。『練兵場』と言っても、実際に従者たちがそこで訓練をするわけではない。三さん町ちよう四し方ほうほどの拓ひらけた荒地になっているために、そこで昔むかし人間の軍隊の訓練が行われていたのだろう、という憶おく測そくからそんな呼び名がついたのだ。従者たちが訓練をする場合は、普通は屋敷内の広間でやる。ただナナシの場合、相手が相手なだけに、広い空間を使っての戦法を学んだほうがいいと考えて、『練兵場』で訓練をすることにしたのだった。

　遮しや蔽へい物がないために、月が眩まぶしいほどだった。静まり返った木々のあいだに、風を切る音、地面を蹴ける音、そしてナナシが地に倒れ伏す音などが響ひびき渡っている。魎月が『練兵場』に顔を出すと、それを目ざとく見つけた狩しゆ月げつが嘲あざけるような声こわ音ねを出した。

「全ぜんっ然ぜんだめだね、魎月。使いもんになんないよ」

　狩月から少し離れた場所に、ナナシが伏しているのが見えた。藍あい色の小こ袖そでを引きずって、なんとか立ち上がろうとしている。その目が魎月のほうに向けられ、月の光を受けてきらりと光った。十日前には欠片かけらも見当たらなかった、猜さい疑ぎと怨えん恨こんの色を、その光は含んでいるように思えた。魎月はかすかな危き惧ぐを覚える。自分の思おも惑わくは、他でもない、自分にただひとり忠ちゆう実じつな眷けん属ぞくである、狩月に潰つぶされてしまうかもしれない。

「あたしにすら勝てないんだ。益荒ましらや笑石えみしに太た刀ち打うちするなんて無理に決まってるね」

「まだ始めて十日だ。結論を出すには早すぎる。──ナナシ」

　魎月の声に助けられたように、ナナシは自分ひとりの力で立ち上がると、小袖に付着した土を払った。射るような視線を、魎月と狩月に交互に投げかけてくる。

「もう、やめる」

　ナナシの第一声に、魎月は狩月を指し南なん役やくにしたことが間違いであったことを確信した。

「なんでわたしが、こんなことをしなくちゃいけないんだ。毎晩毎晩、蹴られて、殴なぐられて、転ばされて、石をぶつけられて。こんなこと、もうやめる」

「──やめて、どうする」

　そう言っても、ナナシは唇を尖とがらせたままそっぽを向いてしまうだけだった。腕を組んで立ち尽くしていた狩月が、馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「いいじゃん、やめたいって言うならやめさせれば。もともと向いてなかったんだよ」

「……やめる！　ぜったいやめてやる！」

「狩しゆ月げつ。黙れ」

　狩月は笑みを消して、魎りよう月げつのことを見た。その瞳は真しん摯しなほどに澄んでいる。狩月が意図してナナシを苛いじめているのは明白だった──それも、ただナナシが魎月の関心を得ているという、それだけの理由のために。

　ため息をつく。人間の考えることなど、理解しようなどとは思っていない。が、疑問を感じてしまう分にはどうしようもなかった。どうしてこうもくだらないことを平気で行えるのか。戦闘手しゆ腕わんに長たけているという理由だけで狩月を訓練役に選んだ自分が、間違っていただけなのだろうか。魎月は狩月を冷ややかに見返して、言った。

「……もう、いい。狩月、お前は下がっていろ」

　狩月は不満そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「魎月。あたしが言いたいのは──」

「下がれ、と言ったぞ」

「──わかったよ」

　狩月は吐き捨てるように言うと、まるですべての責任がそこにあるのだと言わんばかりの視線をナナシのほうに向けた。一方ナナシも、十日間の恨うらみつらみのすべてを込めたような凄すさまじい目で、狩月のことをにらみつけている。狩月の執しゆう念ねんが、移ったのだろうか。魎月はそう思う。少なくとも自分は、こんな目をしたことは一度もなかったはずだ。

　狩月が去ったのを見届けてから、改めて魎月はナナシに向き直った。降り注そそぐような月明かりの中で、ナナシは大きく拓ひらけた『練れん兵ぺい場』の中心で、魎月のことを上うわ目め遣づかいに見つめていた。

　無言のまま、魎月はナナシに近づいていく。それを見て、ナナシは明らかに怯ひるんだ。が、後退しようとはしない。手を伸ばせば触れ合えるくらいの距離にまで近づいたところで、魎月はおもむろに口を開いた。

「本気か？」

「──、え？」

「やめる、というのは」

　ナナシはしばらくの沈ちん黙もくのあとに、顔を伏せ、言いにくそうに言った。

「……わから、ないんだ。まだ、その、なにも」

　ちらりと魎月を見上げ、すぐにまた、怖おそれるように地面に視線を戻してしまう。

「なあ、りょうげつさま。なんでだ？　なんで、わたしが、こんなことをしなくてはいけない？　こんなの、つらいばかりだ。したくない」

「しかし、他にすることもないのだろう。行くべき場所も」

　ナナシは弾はじかれたように顔を上げた。鬼の首を取ったような声で、

「そんなこと言って！　りょうげつさまは、結局わたしを『りよう』しているだけなんだろう!?」

「……なに？」

「ゆうげつが言ってた！　りょうげつさまにだまされてはだめだって！　りょうげつさまは、人を『りよう』することしか考えていないって！　わたしのことも──『りよう』する、つもり、だって──」

「憂ゆう月げつが？」

　意い外がい、では、ないのかもしれない。面めん従じゆう腹ふく背はい。外見は従じゆう順じゆんそうでいても、中身には根強い反発を残している。そんな従じゆう者しやも少なくないのだ。いや、それを言うのならば、魎りよう月げつに対して反発や怨えん嗟さを持っていない従者など、それこそ狩しゆ月げつくらいのものなのかもしれなかった。そしてその狩月でさえ、ナナシに対してはああも冷れい淡たんになってしまう。

　やはり──と、魎月は思う。やはり、ナナシは、自分が育てなくてはいけない。『主人』の能力の使い方の他にも、基礎的な戦せん闘とう技術や狩りの仕方に至るまで、この自分が教え込まなくては。他の従者がどれも使い物にならない──ましてや、魎月の思おも惑わくの妨害をしようと企たくらんでいるのであれば、なおさらのことだった。

　ナナシは魎月のことを見つめている。その視線には、一切の遠えん慮りよというものが感じられなかった。ただ見つめ、観察し、魎月の本音を見み透すかそうとしている目だ。

　だから魎月は、本音をそのまま口にした。

「ああ、そうだ。僕はお前を利用しようとしている」

「──！」

「が、騙だましたつもりはない。僕はお前の数多くの疑問に答えてやったし、お前の知らないお前の能力の使い道も教え込んでやった。その代わり、その能力を僕のために役立ててもらおうと思っているだけだ。僕がお前を利用したというのなら──お前だって、僕を利用していいんだぞ？」

「…………」

　ナナシの驚きと怒りは、時間をかけて困こん惑わくへと変わっていった。なにを言っているのかよくわからないが、しかし理解ができないと宣言するのは少し悔くやしい。そんな表情だった。魎月は、嚙かんで含めるように説明する。

「いいか。ナナシ。自ヽ分ヽでヽ考ヽえヽるヽんヽだヽ。憂月がなにを言ったとか、狩月がなにをしたとか、そんなことに惑まどわされるな。お前は、僕と同じ、『主人』なんだから。自分がなにをすべきか、なにをしたいのか。それは、自分で決めろ」

「……じゃあ、もし、わたしが、やめたい、って言ったら？　訓練も、『えみし』や『ましら』と戦うのもしたくないって自分で決めたら？　そしたら、りょうげつさまは、どうするんだ？」

「別にどうもしない。お前が得るものを得て、もう僕と関わりを持つ必要がなくなったと思うのなら、それはそれで仕方のないことだ」

　ある意味では、賭かけだった。笑石えみしや益荒ましらを攻こう略りやくするために、ナナシの助力は必要不ふ可か欠けつなものであると言っても過か言ごんではない。ここでナナシを失うということは、今まで魎りよう月げつが思い描いていたその計画が水すい泡ほうに帰すということを意味していた。しかし一方で、魎月は「そうはなるまい」と推測していた。訓練のことはともかく、ナナシはこの屋や敷しきの滞在や、魎月という保護者の存在のことを、疎うとましく思っているわけではなさそうだったからだ。

　ナナシはしばらくうつむいて黙っていたが、やがて顔を上げると、魎月の推測が正しかったことを証明した。

「……やめない」

　短いその言葉を、魎月は追及しなかった。ただ「そうか」と頷うなずいて、そのまま踵きびすを返しただけだ。ナナシが困ったような声をあげる前に、魎月は彼にしては極めて珍しいことに、これからやろうとしていることを述べた。

「都みやこに行くぞ。ナナシ。まだ、あそこをじっくりと見聞してはいないだろう」

「みやこ？」

「京の都だ。狩りの仕方を教えてやる。ここでの訓練よりは、多少は楽しめるはずだ」

「──魎月が、教えてくれるのか？」

　弾はずんだ声だった。肩越しに振り返り、魎月はナナシが自分に寄せる好意が、少しも目め減べりしてはいないことを見て取った。

「ああ。狩りだけじゃない。これから先、すべての戦せん闘とう技術は、この僕が教えてやる」

　これ以上の朗ろう報ほうはない、という声を、ナナシはあげた。子供がよくやるような、意味のつかない歓喜の奇き声せいをあげて、魎月の腰元に抱きついてくる。わき腹ばら辺りにうずくまるナナシの鼻先の感かん触しよくにも、魎月は涼しい顔を崩さない。一体どんな理由があって、こんなことをするのだろう。ただそのことだけを純粋に疑問に思いながら、魎月はナナシを引きずって歩きはじめた。

　──『練れん兵ぺい場』から屋や敷しきに差しかかり、寝しん殿でんを抜けて西門に向かおうとしたところで、魎月の腕にぶらさがっていたナナシが、ふと立ち止まった。これまでの十日間と同じように、ちょっとだけ首をかしげて、ナナシは疑問を呈する。

「なあ、りょうげつさま」

「ん？」

「わたしが──そう、ここに来たばかりのとき、りょうげつさまはここで、しゅげつとなにをしていたんだ？」

「…………」

「ふたりとも裸はだかで。しゅげつは、なんだか苦しそうだったけど」

　ほんの一瞬だけ考えてから、魎月は答えた。

「お前はまだ知らなくていい」

　ナナシは、それとわかるほどはっきりとした不満をその顔に浮かべた。

「なんだそれ。ゆうげつも同じこと言ってたぞ。りょうげつさまは、わたしの疑問になんでも答えてくれるんじゃなかったのか？」

「……それは、まあ」

「じゃあ、答えてくれ。りょうげつさまはしゅげつと、ここでなにをしていたんだ？」

　魎りよう月げつは、今度はずいぶん長いあいだ考え込んでから、簡かん潔けつに早口に言った。

「まぐわいだ」

「ま？」

「その、なんだ。男と女が一緒にやる行為のひとつだ」

　その答えは、しかしナナシの疑問を解決するどころか、疑問の泥どろ沼ぬまをかき混ぜる役割しか果たさなかった。顔を難しくしかめながら、ナナシは「要するに」と、恐らく憂ゆう月げつから仕入れたのであろう大人おとなびた単語を口にした。

「具体的に、なにをどうしていたんだ？」

　魎月は、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「説明すると、長引くな。あとでいいだろう」

「──なあ、思うんだが」

「なんだ」

「その、まヽぐヽわヽいヽというのは、わたしとでもできるのか？　りょうげつさまは男だし、わたしは女だ。もしできるなら、それで教えてくれるのが一番手っ取り早いと思う」

「……できないことは、ないと思うが」

「それじゃ、してくれ」

　意味をわかって言っているのか。危うくそう言いそうになったが、魎月はかろうじてその言葉を押し留めた。わかっているはずがない。わかっていたとしたら、こんな無む邪じや気きな顔つきで質問できるものか。

　とはいえ魎月としても、『それ』をするのにはやぶさかではない。別にそういった情じよう欲よくがあるわけではない。元は人間の『従じゆう者しや』ならいざ知らず、『主人』の鬼ともなれば、異い性せいの肉体に関する欲望はほとんどないものと言ってよかった。性欲は子を為なすためのものであり、子を作ることのできない鬼にとっては、不要なものなのだろう。その行為をして得るものはあまりなく、その行為によって減るものは時間くらいのものだ。そして『血ち吸すい』の鬼には、永遠に近い時間がある。暇ひまつぶしにはなるかもしれないが、あいにくと今現在、魎月は暇をもてあましているわけではなかった。だから魎月は、彼らしい簡かん潔けつな口振りで、こうとだけ答えた。

「あとでな」

　ナナシがその答えに不満を持ったのは明らかだったが、それでも彼女は納なつ得とくした。察するに──『まぐわい』の意味はわからないが、それが長時間を要するものであることはわかっていたのだろう。こくりと頷うなずくと、それでもまだ疑いの残る眼差まなざしで、ナナシは魎りよう月げつの袖そでを摑つかんだ。

「わかった。あとでだな。ぜったいだぞ」

　子供にそうせがまれる多くの大人おとなと同様に、魎月は黙して答えなかった。寝しん殿でんを抜け、そのまま裏口から西門をくぐる。この話題を打ち切れるならあとでも先でもなんでもよかった。『あとで』と言ったその機会がどれくらい『あと』になるのかは、結局は魎月の匙さじ加か減げんひとつなのだから。
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　ナナシが『発生』してはじめて踏んだ土は確かに京のものだったが、さりとてここが故郷かと聞かれれば、彼女は迷いなく首を横に振るだろう。その自じ我がを得てまだ十日という短い期間ながら、彼女が故郷と呼べるものがあるとすれば、それは魎月の所有する広大なあの屋や敷しきに違いない。ナナシにとって、京きよう都とは見知らぬ都市に過ぎなかった。

　狩りの手始めとして、魎月は中ちゆう規模の貴族の屋敷を襲おそった。

　恐ろしく簡単だった。そもそも人間の屋敷というのは、人ヽ間ヽ以ヽ上ヽに対応するようにはできていないのだ。魎月とナナシはひょいと塀へいを飛び越えて邸てい内ないに侵入すると、適当に壁を蹴けり破って目につく人間の首くび筋すじに片かたっ端ぱしから食いついていった。たちまち屋敷は蜂はちの巣を突っついたような騒ぎになった。迎げい撃げきに出てきた幾いく人にんかの護ご衛えいらしき男たちは、しかし魎月の黒くろ袴ばかまを見た瞬間、雷かみなりに打たれたかのように停止してしまった。

「りょっ──」

「──魎月だっ！　魎月が出たぞ!!」

　そう叫び、泡あわを食って逃げ出す男たちの後ろ姿を見て、ナナシは感心したように言った。

「有名なんだな、りょうげつさまは」

「……そんなことを言っている場合か。追え。これはお前の訓練なんだぞ」

「わかった。追えばいいんだな？」

「自分の持っている能力をよく考えて使えよ。自分の長所と、そして短所を見極め、照らし合わせろ。そうすれば自おのずと戦い方がわかるはずだ」

　魎月がそう言ったときにはもう、ナナシの身体からだはナナシ自身が驚くほどの自然さで、逃げていく男たちの背中を追っていた。

　まるでウサギと亀かめだった。いや、ナナシと人間の力の差を考えれば、猫とネズミと表現したほうが的確かもしれない。屋敷から出、ほうほうの体ていで路地を走っていく彼らの前に、ナナシは塀を蹴けってふわりと着地した。ナナシは大きな黒い瞳で、検けん分ぶんするように男たちのことを見つめている。男たちは急停止すると、一瞬の呼吸のあとに、めいめいがその刀を抜き放った。それを見ても、ナナシは微み塵じんほどの脅きよう威いも感じない。彼らの顔が、がちがちの恐怖に強こわ張ばっていたためだろうか。こんな奴やつらに比べれば、狩しゆ月げつのあの容よう赦しやないしごきのほうがずっと怖かった。

「……抜けっ！　怖おそれるな、相手はひとり──しかも、まだ年とし端はも行かぬ子供だ！」

　男のうちのひとりが、自分たちを鼓こ舞ぶするようにそう叫んだ。かちんとくる。多くの子供と同じように、ナナシは子供扱いされるのが嫌いだった。

「わたしは、子供じゃない」

　ムキになってそう言ったのが、かえって男たちの恐怖をやわらげたようだった。自分たちが徒と党とうを組んでいるのに対して、相手はまだあどけなさの残る少女ではないか。魔ま性しようのものとはいえ、自分たちが負けるはずがない。──口には出さずとも、そういう種類の安あん堵どと闘志が彼らのあいだに広がっていくのが、ナナシの目にも見えるようだった。

　憤ふん然ぜんと、ナナシは身構える。犬が吼ほえかかる直前のような、四つん這ばいの構えだ。男たちは手にした刀をナナシに向け、狭い路地の中で散さん開かい隊たい形けいを取った。防御のための隊形であるということは子供でもわかっただろう。ナナシが突っ込んでくれば、四し方ほう八はつ方ぽうから膾なますに切り刻もうとしているのだ。

　それでも、ナナシは正面から突っ込んだ。

『狼おおかみ』に変へん化げ、三倍以上に黒く膨ふくれ上がったナナシを見て、六人いた男たちのうちの二人が刀を放り出して逃げ出し、もうひとりが戦意どころか生きる意志も失ってその場に尻しり餅もちをついた。そいつらには頓とん着ちやくせず、ナナシは中央奥で刀を上段に構えている男に突とつ撃げきする。男の反撃は間かん一いつ髪ぱつで間に合わず、彼は一瞬で巨大な『狼』に押し倒され、その喉のど笛ぶえを食い千ち切ぎられて絶ぜつ命めいした。

　しかし、そのときにはすでにナナシの背中に二人の男が切りかかっていた。『狼』の毛皮はちょっとした矢や玉だまくらいなら跳ね返せるくらいの硬度を持っているが、扱いを心得たものによる日本刀の一いち撃げきを弾はじき返すほど強きよう靭じんにはできていなかった。ナナシは苦く悶もんの声をあげ、その苦悶を怒りに変えて後ろ足に込めた。右の男を蹴けり飛ばし、旋せん回かいして左の男の頭を嚙かみ砕く。さらに旋回して最後のひとりを食い殺そうと思ったところで、肝かん心じんの男の姿を見失った。いつもと違う視点でぐるぐる回っていたために、平へい衡こう感覚を失ってしまったのだ。

「……中の下。今までなにを聞いていたんだ？」

　振り返ると、塀へいの上に魎りよう月げつが立っていた。背後から人間たちの怒ど声せいが響ひびいてくるが、魎月の耳にはまるで届いていないようだった。

「人間相手に『狼』になり『力』を消しよう耗もうする。それだけならまだしも傷まで負うとは。相手は十人にも満たない、正せい規きの兵士ですらない貴族の護ご衛えいなのに。まったく、情なさけない」

　むっとした。人の形に戻り、ナナシは地面を蹴りつけて採点に抗議した。

「なんだその言い方。いいじゃないか、がんばったんだから」

「がんばった？　そんな言葉、なんの意味も持たない。意味があるのは結果だけ。お前がたかだか数人の人間相手に苦戦したという、な」

「苦戦なんかしてない！　ほとんど殺したじゃないか!!」

「負傷するような戦いを、僕は苦戦と呼ぶんだ。人間ならそれで通用するだろうが、笑石えみしや益荒ましらが相手では即そく座ざに死を招くぞ。──ちょうどいい、追加が来た」

　遠くから数十の足音──それも具ぐ足そくが土を踏みしめる重々しい音が響ひびいてきていた。魎りよう月げつは身を翻ひるがえして貴族屋や敷しき邸てい内ないに向き直ると、ナナシに向かって放り投げるような口く調ちようで、

「とはいえ──僕が教えると言った以上、ただ放り込んで学んでこいというのも無責任な話だ。いいかナナシ、『狼おおかみ』や『霧』を使わずに人間を撃げき退たいしてみせろ。『主人』だからといって、『主人』の能力に頼るな。どうもお前はそれに頼りすぎるきらいがある。能力は使ヽうヽもヽのヽだ。能力に使ヽわヽれヽるヽな」

　それだけ言うと、魎月は邸内に身を躍おどらせ、闇やみに響き渡る喧けん騒そうに自ら身を委ゆだねていった。その背中を憤ふん然ぜんと見送りながら、ナナシは忌いま々いましげに地面を踏み締めた。

　──能力を使うな、だって？　なんでそんな制限を受けなくちゃいけないんだ──

　足音が聞こえてくるほうへと向き直る。初めて狼を生み出したときに胸に生まれた反発が、より強いものとなって再びナナシの気持ちを焦こがしはじめていた。

　──いいだろう。そんなに言うならやってやる。りょうげつさまがわたしを認めるまで、何十人でも何百人でも殺してやる──

　地面に転がる人間の武器を、ナナシはその手にした。足音は、さらに大きくなってきている。それを待たずに、ナナシは走り出した。こんな狭い路地よりも、大通りで戦ったほうがやりやすい。そう思ったからだし、それに──

　広いほうが、戦うにも戦い方の幅が増えて、きっと面ヽ白ヽいヽだろう、と思ったからだった。




　　　　◆




　川岸に佇たたずんでぼんやりと鴨かも川がわの水を眺ながめていると、背後から草くさ音おとが聞こえた。それでようやく魎月は振り返る。『感かん知ち』反応ではわからなかったほどぼろぼろになったナナシの姿が、そこにはあった。ちょっとまずいかな、と心の中で呟つぶやく。

「どうだった、ナナシ？」

「……三十人は、殺した」

　憮ぶ然ぜんとそう言って、ナナシはゆっくりと魎月に近づいてきた。その手足には幾いく本ほんもの矢が突き刺さり、すでに乾いた血が皮ひ膚ふの上に付着していた。魎月の視線ではじめて気づいたように、ナナシは忌いま々いましげにその矢を見ると、一本ずつ引き抜いていった。痛つう覚かくに鈍い鬼にとっては、急きゆう所しよ以外に矢を当てられたところでさしたる障害にはなりえない。

　ナナシは、無表情だった。彼女のこんな顔ははじめて見るかもしれない。またぞろ「やめる」とでも言い出されたら、どうやってなだめようか。そんなことを考えながら、魎りよう月げつはナナシの顔をまじまじと見つめていた。

　やがて、ナナシは顔についた返り血をぐいと拭ぬぐうと、吐き出すように言った。

「なんのなん？」

「は？」

「中の下とか、中の上とか」

　魎月はしばらく理解しかねるように黙っていたが、ゆっくりとかぶりを振った。

「お前の戦いぶりを見ていたわけじゃない。評価のつけようがないな」

「そっか」

　ナナシは溶けるような笑みを浮かべる。その表情に、魎月は少しだけ目を見開いた。が、すぐにその笑みは、いつものナナシの無む邪じや気きな笑顔へと変化して言った。

「お腹がすいた。たべものがほしい」

「ああ、そう言うと思って、ひとりさらってきた」

　そう言って、魎月は鴨かも川がわの岸辺の草むらを指差した。ひとりの女──まだ少女と言っていいような年とし頃ごろの女が、丸くなって震えている。ナナシはそれを見て、牙きばを見せて笑った。ゆっくりと近づいてくるナナシの姿に、女は隙すき間ま風かぜのような悲鳴を漏らした。

　──数分後、ナナシの旺おう盛せいな食欲によって女が人としての生を終えた頃、魎月は思い出したようにナナシに尋たずねた。

「ところで、ナナシ」

「ん？　なんだ、りょうげつさま」

　食事中に悪いとは思ったが、どうしても確認せずにはいられなかった。血まみれのナナシの口元を見つめながら、魎月はある種の確信を込めて、言った。

「楽しかったか？　戦いは」

　ナナシはぱちぱちと目を瞬まばたかせて、ふいとその顔を背そむけてしまった。食事を再開しながら、戸と惑まどったように答える。

「夢む中ちゆうだったから、よくわからないが──なんだか胸が、かっと熱くなった。相手を倒したり、たくさん飛んでくる矢を『霧』でかわしたときなんか、特にそうだ」

　食事の手を止めて、ナナシは立ち上がった。屍しかばねと化した女の肉体が、その足元に崩れ落ちる。首くび筋すじが大きく裂け、そこから余分な血が地面に流れ出ているのが、ちらりとだけ見えた。

「でも、──うん。りょうげつさまの、言うとおりだ。楽しかった」

「そうか」

「りょうげつさまも、そうなのか？」

　振り返り、無心な表情でそう尋ねるナナシに、魎月は薄うす笑えみと共に頷うなずいた。

「ああ、そうだ。戦いは好きだ。僕に限った話じゃない。鬼はみな、戦うのが好きなものだ」

「ふうん」

　あまりわかっていないような声をあげて、それでもナナシは微笑ほほえんだ。魎りよう月げつと同じだということが、嬉うれしかったのかもしれない。初めて魎月の屋や敷しきに連れてこられたときから、ナナシにはどこかそういう節ふしがあった。

「りょうげつさまの言ったとおり、『主人』の能力は使わなかったぞ。人間の武器をうばって、それで殺した」

「そうか。それでわかったことは？」

「え？」

　きょとんとした表情で、意味を摑つかみかねるように、ナナシは首をかしげた。

「わかったこと、って？」

「……あのな、なにも考えずにただ殺してどうするんだ。『訓練』だろうが。自分の持っている身体的能力を生かす術すべを見つけるために、お前はここに来たんじゃないのか？」

「そんなの、はじめて聞いた。相手を殺すことしか頭になかったよ」

　拗すねたような口く調ちよう。顔を険しくして、ナナシは反撃に移った。

「第一それなら、りょうげつさまがわたしの傍そばにいてくれればよかったのに。そうして戦いながら教えてくれればよかったのに」

「僕がいたんじゃ人間が逃げてしまうだろう。それに、僕は自分ひとりで戦せん闘とう技術を身につけたぞ。僕にできてお前にできないはずがない」

　ナナシは不満そうに黙り込んだ。再び魎月に背を向け、鴨かも川がわの流れに目を向ける。

「じゃあ、いいよ。今度はちゃんと戦い方を考えながらやってみる。──この川の向こうは、どうなってるんだ？」

「あっちは都みやこの中央部。今まで僕たちがいたのは都の東とう端たんだ。奥には帝みかどの御ご所しよがあって、その防備のために精せい兵へいが配置されている」

「へえ」

　楽しげに弾はずむ声だった。事実ナナシが魎月を振り返ったとき、その顔は心しん底そこ楽しそうに笑っていた。

「それじゃあ、あっちに行こう。さっきの奴やつらより強いんだろう？　きっといい訓練になる」

　ナナシの変化を静かに観察しながら、魎月はゆっくりとかぶりを振った。

「──いや、だめだな」

「どうして」

「川向こうだ。言わなかったか？　『血ち吸すい』の鬼にとっては、日の光と水面が大たい敵てきだと」

　魎月は川岸に歩み寄り、そのせせらぎの近くにしゃがみ込んだ。月が、緩やかな流れに押し流されずに水面に留まっていた。魎月の背中に、不ふ思し議ぎそうなナナシの声がかけられる。

「それじゃ、向こうには行けないのか？」

「行けないことはない。『血ち吸すい』は水を渡ることはできないが、それは物理的に不可能という意味ではない。ただ、水上を通過するとき、『血吸い』の身体からだに多大な負ふ荷かがかかる。僕たちはある種の『力』を得て活動しているが、その『力』が水の上では急速に減っていってしまうんだ。川を渡るのに要する時間はほんの一瞬だが、それでもかなりの『力』が失われる。行き帰りと二度も水面を通過するとなれば、その負荷はかなり深しん刻こくなものになる」

　そう──それゆえにこそ、魎りよう月げつはいまだに益荒ましらを捕ほ捉そくすることができないでいる。狡こう猾かつな益荒は、幾いく多たの『血吸い』との戦いの中で、「『血吸い』は渡と河かを躊ちゆう躇ちよする」ということを学習してしまったからだ。

　ただ広いだけの平原で魎月と益荒が追いかけっこをすれば、軍ぐん配ばいは魎月に上がるに決まっている。しかしここは京の都みやこであり、東西を鴨かも川がわと桂かつら川がわという二つの流水で遮さえぎられている都市なのだ。魎月が鴨川の西岸に渡れば益荒は桂川の西岸へ、魎月が桂川の西岸に渡れば益荒は桂川の東岸に逆ぎやく戻もどり──そんなふうに巧みに逃げつづけられてしまっては、魎月といえども『力』を使い果たして、いずれ自じ滅めつしてしまう。結局は、追つい撃げきを断だん念ねんせざるを得なくなるのだった。

　その状況を覆くつがえすために、今いま魎月は、ナナシに教育を施ほどこしているのだ。すべてはあのずる賢がしこい猿を討うち滅ぼすため──だが、そのことをナナシがわかっているかどうかは、甚はなはだ疑問だった。

「今日のところは屋や敷しきに帰るぞ、ナナシ。訓練のコツは摑つかめただろう。次からの訓練にそれを活かせばいい」

「そうか？　りょうげつさまが、そう言うのなら」

　魎月は立ち上がる。岸辺から道に上がり、方角を確認するために頭上に広がる星空を見上げた。東西南北や現在時刻を大おお雑ざつ把ぱに把握する『星ほし見み』の技術と、それに京きよう都との地理も、ナナシには教え込まなくてはならない。こちらは純粋に知ち的てき技能だから、単純なナナシでは、習しゆう得とくするのに苦労するかもしれないが。そんなことを考えながら、魎月はふとナナシを振り返った。

　そのときだった。

　頭の中に『感かん知ち』反応、一瞬にして現れたその反応に、魎月の身体が振り向いたままの体勢で凍りついた。訝いぶかしげなナナシの表情に、『感知』を発動させろと怒ど鳴なりつけようとするが、それよりも早くその反応は常じよう軌きを逸いつした速度で魎月たちに接近してきていた。『力』の大きさとそこから受ける感覚、そしてその唐とう突とつな出現の仕方から、魎月は素早く判断を下した。迫ってくる『力』の方向に向き直り、魎月はその名を叫ぶ。

「──笑石えみしっ!!」

　その声とほぼ同時に、川沿いの雑ぞう木き林ばやしの中から一体の巨大な影が飛び出してきた。大たい剣けんを振りかざしながら、一直線に魎月に突っ込んでくる。骨こつ董とう品ひんのように古びた鎧よろい具ぐ足そくと古こ代だい中国武ぶ将しようのような厳いかめしい兜かぶと、それらが包むのは魎りよう月げつよりも二回りほど背の高い巨体だった。見るからに強きよう靭じんなその体たい軀くが全力をかけて振り下ろした大たい剣けんの一いち撃げきを、魎月は地を這はうようにして回かい避ひした。

　地面に転がり、その反動を利用して間合いを空あけた。急速に高まっていく心臓の動どう悸きに、魎月はうっすらとした笑みをその口元に浮かべた。

「いつもいつも──唐とう突とつに現れる奴やつだ。心臓に悪い」

「安心しろ。そんな心配をしないで済むよう、すぐに心臓を抉えぐり出してやる」

　地の底から響ひびくような低い声。それを聞いて、ナナシがはじめて反応らしい反応を見せた。目の前にいる大おお男おとこを明確な『敵』と判断したのか、「シッ！」と獣けもののような声をあげて、ナナシは笑石えみしに跳びかかった。

「ばっ──やめろ、ナナシ！」

　魎月が制止するのと、ナナシが笑石に弾はじき飛ばされるのは、ほとんど同時だった。

　凄すさまじい音がした。剣の腹で顔面を叩たたき潰つぶされたナナシは、全力で蹴けりつけられた鞠まりのように軽々と空を飛び、なんと鴨かも川がわを越えた向こう岸の土ど手ての上に叩きつけられて、そのまま動かなくなった。そちらにじっと視線を注そそいでから、笑石は相変わらずの重々しい声で「なんだ」とだけ呟つぶやいた。

「あの娘も、鬼か。不ふ憫びんなことをした。刃やいばを立てていれば、苦しまずに逝いけたものを」

「──ナナシ!!　聞こえるか!?」

　魎月の大声に、ナナシの身体からだがぴくりと動いた。肘ひじで自分の身体を支えて立ち上がろうとするさまが、遠とお目めに確認することができた。

「益荒ましらを探せ！　すぐにやってくるはずだ！　こいつは僕が引き受けるから、お前は益荒を探し出して──殺せ!!」

　言うべきことを言い終えると、魎月は油ゆ断だんなく笑石に向き直った。その巨きよ軀くを真正面に据すえつつ、背中の肉の一部を『狼おおかみ』へと変へん化げさせ、解き放った。屋や敷しきまでの伝言役やくだ。一匹だけ、それもこんなちっぽけな『狼』だけが帰ってくれば、気の利いた従じゆう者しやならば魎月の身に異い変へんが起きたと、勘かん付づいてくれるだろう。

　笑石は魎月を見ず、向こう岸まで吹っ飛ばされたナナシのことを、しばらくじっと見つめていた。と、やがて思い出したように、

「まヽしヽらヽ？　──ふん、あの猿か」

「お前の仲間だろう。そんなふうに言っていいのか？」

「笑わせるな。奴は魔ま性しようだ。俺が狩るべき相手だ。仏ぶつ法ぽうと衆しゆ生じようの護まもり手である俺が、魔性と手を組むなど天地が逆さになってもありえんことだ」

　お前だって魔性だろうが。そう思いつつもそれを表おもてには出さず、魎月は大げさに眉まゆを広げた。ことさら感心したように、

「ほう、そうなのか。じゃあ僕など気にせず、益荒ましらを狩りに行ったらどうだ？　僕はここで待っているから」

「敵ではあっても──序じよ列れつというものは、存在するのだ。魎りよう月げつ。月のもののけよ」

　大たい剣けんを構え、笑石えみしは一瞬で身体からだから隙すきを消し飛ばした。通常感かんじる『力』とはまったく別種類の、物理的圧あつ迫ぱくとすら言っていいような威い圧あつ感が、魎月の全身を包み込んだ。

「猿さる狩がりは、お前を殺したあとだ。そう決めている」

　そう言った瞬間、笑石の巨大な身体が信じがたいほどの速度で接近してきた。通常の回かい避ひでは間に合わないと判断、横からの大剣の一いち撃げきを『霧』によって回避し、魎月は雑ぞう木き林ばやしの中へと避ひ難なんした。空振りになった大剣の切きっ先さきが雑木林の幹の一本を傷つける。ただそれだけのことで、ひと抱えほどもある太さのその幹は、めきめきと痛々しい音を立てながら倒れてしまった。相変わらず、馬ば鹿か馬鹿しいまでの破壊力だ。

　雑木林を険しくにらみながら、笑石は朗ろう々ろうたる声で言う。

「逃げるのか、魎月。俺からは逃げきれんぞ。潔いさぎよく己の罪を償つぐない、地じ獄ごくで相そう応おうの罰を受けるがいい」

　魎月は木の上で人ひと型がたに戻り、枝を軋きしませながら眼下を見下ろした。それに即そく座ざに反応して、笑石はその岩いわ彫ぼりの顔を魎月へと向けてきた。そこにあるのは、凶きよう悪あくなまでに朗らかな笑顔だ。

　笑石の名の由ゆ来らい。仏ぶつ石せき像ぞうより生じた魔ま性しようであるこの巨人は、最初に彫り込まれた笑みを決して崩すことなく、魔まを追い詰め、仏ほとけの慈じ悲ひと共に殺す。それが『魔』であれば──すなわちこの世の法則から外れた存在であれば、相手は誰でも構わないようだ。魎月は、笑石が人じん畜ちく無む害がいな妖よう怪かいをその剣で両断したのを見たことがあった。笑顔を彫り込まれたその石いし面おもてのままで、微み塵じんの後悔もなく。どうやら衆しゆ生じようの護まもり手を自任している笑石は、どれが危険でどれが安全な魔性だとかいう思し考こうは一切せずに、ただ『魔』のみを刈り取ることだけに専せん念ねんしているようだった。

　いつでも逃げられるように姿勢を低く保ちつつ、魎月は応えた。

「断る。罪も罰も人間が自身を縛しばるために作り出したものだろう。僕は人間じゃない。だから罪を償う必要も、罰を受ける必要もない」

「愚おろかなり、化け生しよう──」

　吼ほえるようにそう叫んで、笑石は地面を蹴けって飛び上がった。魎月は木から飛び降りて、かなり離れた場所の地面に転がり落ちる。大木を一いつ刀とう両りよう断だんした笑石はそれを見逃さず、その巨体と重量にまるで似つかわしくないほどの速度で迫ってくる。それを横目に据すえながら、魎月は背を向けて、一いち目もく散さんに走り出した。




　　　　◆




「──ナナシ!!　聞こえるか!?」

　その声にナナシはようやく意識を取り戻す。繫つなぎとめた自じ我がを離さないように細さい心しんの注意を払いながら、かろうじてその場に立ち上がる。自分の顔を触ってみると、でっぱりがなくなっていた。

　──あんの、デカブツ！　わたしの顔を!!

　怒りと共に上体を起こし──心臓に、痛みが走った。あまりの激げき痛つうに、ナナシはその場にうずくまる。と、魎りよう月げつの声が、やけに反はん響きようを伴って響ひびいてきた。どうやら近くにいるのではなく、例のデカブツの一いち撃げきでかなり遠くまで吹っ飛ばされてしまったようだった。

「益荒ましらを探せ！　すぐにやってくるはずだ！　こいつは僕が引き受けるから、お前は益荒を探し出して──殺せ!!」

　──ましら？

　胸の痛みが治まったのを確認してから、ぶんぶんと頭を振って意識をはっきりとさせ、ナナシは周囲を見回した。頭の中に『感かん知ち』を発動させ、周辺の『力』を探る。魎月とデカブツは川向こうにいる──というよりも、ナナシのほうがデカブツによって川の『こちら側』にまで飛ばされてしまったのだろう。その他に感じるのは微び小しような『力』の数々、それ以外には特になにもないように思えたが、

「あ」

　思わず声をあげ、ナナシはその方角に目を向けた。『感知』の射しや程ていぎりぎりのところに、かなり大きな『力』が現れていた。あれが、益荒なのだろうか。しかしそれにしては、接近してくる気配がない。そんな思し考こうは、突とつ然ぜん響いてきた風鳴りの音に遮さえぎられた。

　なにを考える暇ひまもなく、ナナシはその場に伏せていた。頭ず上じよう一いつ寸すんをかすめて巨大ななにかが一瞬で通過していく。背後に響いた鈍い音に振り返ると、大木の枝と見まがうばかりの太く長い矢が、地面に突き刺さっていた。ナナシは信じられないものを見るような目を、益荒がいるはずの方角へと向けた。

　それが、皮切りだった。まるで夜空から降ってくるが如ごとく、長ちよう大だいな矢がナナシのいる場所めがけて次々に撃うち込まれてきた。およそ遠距離から狙そ撃げきしているとは思えないほどの速さと正確さだ。慌あわてて民家の陰に走り込むと、すぐに矢は飛んでこなくなった。ナナシがほっと一息ついた瞬間──今度はほとんど頭上から、ナナシの脳のう天てんを貫つらぬくような勢いで矢が降ってきた。

「うわっ!?」

　叫んで飛び出し、再び矢の速そく射しやに晒さらされる。防ぐ手立てがなく、逃げ込む場所もない。民家の中へと入り込めば、また話は別かもしれないが──しかし、逃げてばかりで敵が倒せるはずもない。

　腹を決めた。ナナシは飛んでくる矢をすべて紙かみ一ひと重えでかわしながら、益荒のいる方向へ向かって走り出した。一、二回、かわしきれなかった矢が肩や足に突き刺さったが、別段どうということもない。抜けばすぐに『再生』する。無視して一直線に走りつづけていると、やがて飛ひ来らいする矢の数が減少しはじめた。同時に『感かん知ち』反応が、じわじわと遠ざかっていく。──逃げているのだ。

　ふん、と鼻で笑い、ナナシは追跡を続ける。敵の足はなかなか速いが、『血ち吸すい』の鬼ほどではない。矢による遠距離攻こう撃げきや、追えば逃げるという事じ象しようから、恐らく近きん接せつ戦闘には自信がないのだろう、と判断した。なら話は簡単だ。追い詰めて、殺せばいいだけ。

　ナナシの顔に凶きよう悪あくな笑みが生まれる。憂ゆう月げつが見れば顔を背そむけそうな、鬼の表情だ。先ほどの人間の軍ぐん勢ぜいと戦ったときのことを、思い浮かべた。あの戦いでナナシは、自分の両腕を振るっただけで血の海が生まれるのだということを知った。そしてその感覚は──これまで経験したことがないほどに、爽そう快かいなものだった。お前も、血の海に沈めてやる。まだ見ぬ敵に向かって、ナナシはそう語りかけた。

　が、しばらく進むと、どうやらそう簡単にはいかないということに、ナナシは気づいた。川だ。鴨かも川がわと同じように、都みやこの北から南西へ延びる川がナナシの目の前を遮さえぎっていた。面めん倒どうくさい、と思い、一いつ足そく飛とびに渡ろうとしたが、その瞬間再び矢の雨が降ってきた。渡と河か中に狙い撃うちされてはたまったものではない。川の上を飛んでいる最中に撃ち落され、水の中に落ちでもすれば──いくら『主人』であるナナシでも、死んでしまうかもしれなかった。

「くそ！」

　再び遮しや蔽へい物ぶつに身を隠かくし、『感知』反応のある方角をにらみ据すえる。腹立たしいのは、いまだに益荒ましらの姿すら見えてはいないということだった。能力でナナシが勝っていることは、彼ひ我がの『力』を比べてみればわかる。しかし、どうやら戦闘経けい験けんや戦術に関しては、向こうのほうに一日の長ちようがあるようだ。

　遮蔽物から出、また走りはじめた。川の上流に向かって、益荒の反応を注視しながら。益荒は相変わらずつかず離れずの距離を保ちながら、それでもまだこちらを狙そ撃げきしつづけていた。よくあんなに矢があるものだ、と感心するナナシの目の前に、彼女が待ち望んでいたものが現れた。橋だ。

『血吸い』の鬼は水の上を渡ることができない。そう言った魎月の声がふと蘇よみがえったが、動きはじめた足を止めることはできなかった。それに、水の上を渡っても負ふ荷かがかかるだけだ。その場で死んでしまうわけではない。一足飛びに、最大速度で駆け抜ければ、負荷も最小限で済むはずだった。そう考え、ナナシは橋の始点の地面を蹴けり、高々と宙に飛び上がった。

　その瞬間、ナナシの胸に激げき痛つうが走った。

　先ほどと──笑石えみしに飛ばされた直後とまったく同じ種類の痛みだった。

「かっ──」

　欠けた声を漏らして、ナナシは空中で揉もまれるように身み悶もだえした。腹を抱えるようにしてくの字に丸まり──押さえた両手ごと、飛ひ来らいした益荒の矢に腹を貫つらぬかれた。

　着ちやく弾だんの衝しよう撃げきと跳ちよう躍やくの速度が相そう殺さいされ、そのまま橋の上に墜つい落らくした。橋の上ということはすなわち水面上であり、胸に走る激げき痛つうは治まるどころかさらに強くなっていく。ナナシは渾こん身しんの力を振り絞しぼって橋上を蹴けりつけ、そのまま桂かつら川がわの対岸に転がり込んだ。

　口から血を溢あふれさせながら、ナナシは腹部の矢を引き抜く。背中は──損そん傷しようしていないようだった。『血ち吸すい』の鬼はたいていの損傷ならすぐに『再生』してしまうが、頭部と心臓、それに背中を一直線に走る骨だけは守らなくてはいけないのだと、魎りよう月げつに教えられていた。それはなんとか、守り抜いたが──しかし、益荒ましらの猛もう攻こうはさらに続いている。ナナシは再び、家の陰に身を隠かくした。荒く息をつく。

　強い、というのではない。ずるい、という感じだった。真正面から戦えば、絶対に勝てるとナナシは思う。益荒も恐らく、同じように考えているのだろう。真正面から戦えば負ける。だから決して正面には近づかず、遠距離からの狙そ撃げきのみで終わらせる。その魂こん胆たんがありありと見えてくるようだった。土ど塀べいに寄りかかりながら、ナナシは悔くやしげに拳こぶしを壁に叩たたきつけた。

　と、しばらくしてナナシは不ふ審しんを感じた。矢が、飛んでこない。尽きたのだろうか。そう思って『感かん知ち』情報を詳しく分ぶん析せきし、ナナシは半なかば呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべた。益荒の反応は、ナナシがあれほど苦心して渡った川を逆ぎやく戻もどりし、再び東岸に移っていた。ナナシの顔が、怒りに歪ゆがむ。益荒の狙いがようやくわかった。

　あの川は、『柵さく』なのだ。それも『血吸い』の鬼だけに通用する『柵』だ。水面上を通過する場合、『血吸い』の鬼が大きな代だい償しようを払わねばならないことを、益荒は知っているのだ。それを利用して、常に川を挟んでこちらと相あい対たいするつもりなのだろう。渡と河かにはどうしたって手て間まがかかる。安全性を考こう慮りよするならば、いちいち橋を見つけて渡らなくてはいけないし、跳躍時に狙そ撃げきすれば、『再生』能力を持つ『血吸い』でもかなりの確率で仕し留とめることができる。二つの川に囲まれたこの都みやこだからこそ、可能な戦法だ。

　再び、益荒の攻撃が再開された。天から降ってくるような矢の雨に、ナナシは土塀から飛び出し、当てもなく走りはじめた。どうする、と思う。魎月の顔が頭に思い浮かんだ。あの人ならば、いったいどうやって益荒を仕し留とめるだろう。そのことだけを、ナナシは一いつ心しんに考える。

　魎月の言葉が、不意に脳のう裏りに蘇よみがえった。

（──自分の長所と、そして短所を見極め、照らし合わせろ。そうすれば自おのずと戦い方がわかるはずだ）

　自分の短所。つまり弱点。弱点は、水の上を渡れないこと。それを補うためにはどうすればいい。──自分の長所で、それを補えばいいんだ。それでは、自分の長所、優れているところは、いったいなんなのだろう？

　間かん断だんなく降り注そそぐ矢の中で、ナナシは考えつづける。ほとんど無意識のうちに飛ひ来らいする矢の一本を摑つかみ取り、それでもって矢を叩き落としはじめた。が、そうしているうちに摑んだ矢のほうが、衝撃に耐えきれずにへし折れてしまった。ナナシはその矢を地面に捨て、それからふと立ち止まって、改めて発見したようにその矢を見下ろした。その目が大きく見開かれる。

　これだ。これがわたしの長所。桁けた外はずれた腕ヽ力ヽ。これで弱点を補えばいい。

　水の上を渡ることができない。『血ち吸すい』の身体からだに負ふ荷かがかかるからだ。どういう原理なのかは知らないが、水の上では『血吸い』の持つ『力』が急速に減じてしまうから、と魎りよう月げつは言っていた。それを指して『負荷』というのならば──話は、簡単だった。

　ナナシは身を転じ、矢を避けながら方向転てん換かんした。長ちよう大だいな矢が風を切る音、それらが地面に突き刺さる音をあとにして、ナナシは一番近くにある民家の中に、丸まるようにして飛び込んでいった。




　　　　◆




　笑石えみしの強さは、その硬さにある。実に単純な話だ。石せき像ぞうから生じた魔ま性しようである笑石は、それがゆえに石の硬さを持っている。ただの石ならば両断すればそれで済むことなのだが、無む論ろん笑石を構成しているのはただの石などではない。『血吸い』の持つ『血の力』とはまったく別べつ種類の『力』により、ほとんど鉄に近いまでに強化されている石像なのだ。結論を言ってしまえば、そんな硬度を持つ魔性を破壊する手立ては、ない。

　ではどうするか、ということである。基本的に魎月は、最初から笑石を破壊するつもりはなかった。本来の彼の性格からすれば、自分に敵対するものはなにがなんでも抹まつ殺さつするはずなのだが、笑石に対してはどうもそういう気が起きなかった。不可能だからだ。

　自然、『抹殺』ではなく『撃げき退たい』ということになる。幸いなのは、笑石の頭があまりよくない、ということだろう。元が石だからなのか、突とつ撃げきして攻撃することしか頭にない。ハメようと思えばいくらでもハメられる性格と言える。

「待て、魎月！　今度こそは逃がさんぞ！」

　木から木へと、それこそ猿のように飛び移って逃げつづける魎月の背中に、そんな笑石の声が響ひびいた。ずしずしと重々しい音を立てながら、木々を弾はじき飛ばすような勢いで追ってくる。あまり速くはないが、その分だけ迫力を感じた。視し認にんできなくなっても的確にこちらの位置を把握できるのは、笑石にも『感かん知ち』に似た能力があるからだろう。そちらのほうが、魎月にとっても好こう都つ合ごうだった。

　鴨かも川がわから離れ、北東の山岳部に向かって走りつづける。魎月の屋や敷しきに向かっているわけではなかった。従じゆう者しやが何人集まろうと、笑石を倒すことはできない。『狼おおかみ』に託した伝言は、半なかば益荒ましらと戦闘中のナナシを支援するために送ったものだった。益荒の妨害さえなければ──笑石程てい度ど、魎月ひとりで充分にあしらうことができる。

「ちょこまかと──」

　唸うなるような声が足の下から聞こえた。大きく大たい剣けんを振りかぶり、笑石は魎月が足場にしている木の幹を両断する。一いち撃げきで幹が傾かしぎ、バランスを崩した魎りよう月げつめがけて、笑石えみしは下から斬きりつけてきた。が、魎月は魎月で、『霧』への変へん化げによって難なくそれを回かい避ひする。笑石は防御力と攻撃力にこそ秀ひいでているものの、素早さはそれほどでもない。ただの従じゆう者しやならばいざ知らず、瞬しゆん間かん回避能力とでも言うべき『霧』を持つ主人に攻撃を与えるのは、至し難なんのはずだ。

　木の裏で人ひと型がたに戻った魎月を、それでも笑石は執しつ拗ように追つい撃げきしてきた。今度は『狼おおかみ』へと変わり、次第に密度が高くなってきた木々のあいだを縫ぬうようにして走り抜けていく。次第に傾斜がきつくなりはじめている。比ひ叡えい山ざんかその周辺。現在位置にそう当たりをつけて、魎月は目当ての場所へと巧みに笑石を誘ゆう導どうしつづける。

　と、走りつづけるうちに、『感かん知ち』に引っかかるものがあった。見覚えのある反応だ。運がいい、とちらりと笑い、魎月は再び木に駆け上って、大声を闇やみの中に響ひびかせた。

「──狩しゆ月げつ！　月つき実ざねか!?　どちらでもいい、僕はここだ！」

　反応は一瞬戸と惑まどうように停てい滞たいしてから、すぐにこちらに向かってきた。目的地へ一直線に向かうのをやめて、その反応と合流するように進行方向を変える。従じゆう者しやへの呼び声をあげたものだから、さすがに笑石も警けい戒かいするかと思ってちらりと後ろを振り返ったが、相変わらず土ど石せき流りゆうのような勢いでこちらに向かってきているだけだった。ふん、と鼻で笑い、前を向く。

　やがて、横方向から一体の影が飛び出し、魎月に併へい走そうしはじめた。狩月だ。さすがに緊きん張ちようした面おも持もちで、背後の笑石と魎月の顔を交互に見み遣やっている。その手に握られた得え物ものを目にして、魎月は小さく笑った。

「『夜や穿せん』を持ってきたか。でかした」

　狩月はにこりと微笑ほほえむと、夜穿を魎月に放って寄よ越こし、そのまま離れていった。笑石相あい手てでは狩月といえどもさほどの役には立たない。彼女はそのことを、自分でよく知っているのだ。

「お前はナナシの援えん護ごに向かえ。こいつは僕ひとりで充分だ」

　それを聞いて、狩月はあからさまに嫌そうな顔をしたが──しかし、表おもて立だって反抗することはなかった。身を翻ひるがえして再び元もと来た闇の中へと帰っていく。

　夜穿が手に入ったのは上等だった。身の丈たけを超えるほどの、重く巨大な鉄の塊かたまり。切れ味というものは皆かい無むに等しいが、平べったい作りをしているために、魎月の手にあればほとんど剣と同等の働きをする。それでいて工芸品のような刀とう剣けんとは比べ物にならないほどの強度を持っているのだ。これで笑石とも、充分に渡り合うことができる。

「魎月、覚かく悟ご！」

　いつの間にか差を詰めてきた笑石を振り返り、魎月は夜穿を無む造ぞう作さに振るった。大たい剣けんと夜穿がぶつかり合い、月の光も届かない森の闇に火花が舞い散った。数すう合ごう剣けん戟げきを重ね合わせ、何回かは笑石本ほん体たいを斬りつけることにも成功したが、しかし損そん傷しようを食らったのは逆に魎月のほうだった。予想はしていたが、笑石の身体からだがあまりにも硬すぎて、文字どおり刃ヽが立たない。手首の骨にヒビが入ったあたりで戦うのをやめて、魎りよう月げつはまた走り出した。

「まだ、逃げるか──」

　魎月としてもそろそろ逃げるのは飽きてきたが──しかし、もう少しだった。ここはもう、魎月の領りよう域いきの圏けん内ないだ。屋や敷しきを中心とした、広こう範はん囲いの山々。もう数百年もここで暮らしてきたのだから、地形の端はし々ばしや木々の一本一本まで、詳しく知り尽くしている。それらが逐ちく一いち、魎月に教えてくれていた。──目当ての場所まで、もう少しだと。

　再び肉にく薄はくしてきた笑石えみしを振り返り、夜や穿せんでもって抗戦する。一いち撃げき、二撃と交えるごとに、手の骨が軋きしんでいくのが感じられた。強きよう撃げきに耐えきれずに魎月は姿勢を崩し、一瞬だけ生まれたその隙すきを、しかし笑石は見逃さない。身体からだごと飛び込んでくるような笑石の突きが、魎月の左腕に突き刺さり、それを切り飛ばした。

「くっ──」

　顔を歪ゆがめて、魎月は後ろに跳び退すさる。が、余よ勢せいを得た笑石から逃げきることはできなかった。肉にく薄はくしてくる。その顔に浮かんだ笑みが、さらに凶きよう悪あくに深まるのが見えた。勝ち誇ったように笑石は叫ぶ。

「終わりだ、魎月！　地じ獄ごくに逝いけいっ!!」

　大だい上段に構え、魎月を脳のう天てんから真っ二つにするつもりで、笑石は飛びかかってきた。大きく両腕を上げた笑石の姿を、魎月は呆ぼう然ぜんと見上げ──『霧』を発動させた。

　切り下ろした大たい剣けんはその『霧』を両断し、しかし肝かん心じんの魎月にはいかなる傷も負わせられなかったばかりか、ほとんど頭から突っ込むようにして前のめりに転倒してしまった。そのままかなりの距離をごろごろと転がっていき、ようやく木に当たって止まる。立ち上がった笑石に、今度は魎月と夜穿が襲おそいかかる番だった。

　野の放ほう図ずなまでに強力な夜穿の一撃に、立ち上がりかけていた笑石はわずかにたたらを踏んだ。一歩、二歩と後退し、さらに夜穿による突きをその胸に受け、笑石は大きく上体をのけぞらせ、そのまま仰あお向むけに倒れ込んだ。

　しかし、笑石の後ろにはもう、彼の巨体を受け入れてくれる大地は存在しなかった。

　ほとんど崖がけに近い急きゆう斜面の傾斜がそこにはある。空を摑つかむように右手を伸ばし、凶悪に笑んだその顔を、笑石は自分の後ろに向けた。茫ぼう漠ばくと広がる夜の森が、眼がん下か一面を覆おおっている。それを見て笑石は、ようやく自分の状況を把握したようだった。

　空中に投げ出されながら、笑石は再び視線を魎月のほうに向けた。その瞳が、赤く光っていた。そこにだけは笑みは存在しない、煌こうと輝く、降こう魔ま不ふ動どうの目だ。渾こん身しんの力を込めて、笑石は右手に持った大剣を魎月に投げつけた。大剣は回転しながら魎月の肩口わずか一いつ寸すんの横を通過して、背後の木に突き刺さった。最後の咆ほう哮こうが、耳を聾ろうさんばかりの大きさで響ひびき渡る。

「魎月──────っ!!」

　その声の、尾だけを残して──

　笑石えみしははるか下方に広がる森へと、吸い込まれるように落下していった。

「…………」

　魎りよう月げつは、大きく息を吐く。笑石との戦い──殺せない戦いというものは、何度やっても疲れるものだ。ここから落ちたとはいえ、笑石の身体からだにはどれほどの損害も与えられまい。ただ、この急きゆう傾斜を上りきることは、いかに笑石の腕力をもってしても不可能だろう。この辺りの地質は脆もろい。どれだけ力があっても、それを支える地面のほうが、笑石の重量には耐えきれない。これでしばらくはあの腹の立つ笑顔を見ずに済むと思うと、胸のすくような思いがした。

　踵きびすを返し、魎月は木に突き刺さったままの大たい剣けんに目を留めた。笑石の手から離れ、『力』を失った大剣は、すでにただの石の棒になっていた。夜や穿せんでそれを破壊してから、魎月は京の方角に顔を向け、思った。

　ナナシは、無事だろうか──？




　　　　◆




　ナナシは跳ちよう躍やくする。下に流れるのは南北に延びる川で、途と端たんにナナシの心臓に激げき痛つうが走ったが、彼女はそれを歯を食いしばることによって嚙かみ殺し、飛ひ来らいしてきた数々の矢を、右手に摑つかんだ『弁当』で弾はじき飛ばした。『弁当』は、もちろん人間だった。

　着地と同時にあんぐりと口を開け、まだ息のあるその人間の首くび筋すじに牙きばを突き立てる。溢あふれる血を啜すすり取り、渡と河かによって消費した『力』を補充した。これが、ナナシの考えた益荒ましらの渡河戦法への対策だった。水を渡れば『力』を消しよう耗もうする。なら、その消耗した『力』を常に補いつつ追つい撃げきすればいいだけの話だ。そのための『弁当』は、そこら中にいくらでも落ちている。渡河するときの激痛だけはどうにもならないが──しかし、それはナナシが覚かく悟ごすればいいだけのことだった。

　流れる水にも怯ひるまずに追撃を続けるナナシの姿に、一瞬だけ矢の飛来が止まった。──動どう揺ようしているのだ。そのことを確信して、ナナシは凶きよう悪あくに笑う。今さら後悔しても遅い。どこまで逃げても絶対に追い詰めてやる。そう思い、ナナシは『弁当』を片手にしたまま走り出した。

　超ちよう人じん的な筋力を誇る『血ち吸すい』の鬼にとっては、人ひとり分の重量が増えたからといってさしたる問題にはなりえない。ほとんど速度を落とさずに追撃しつづけているため、じわじわと益荒との距離が狭まっていく。民家の上に飛び上がり、疾しつ風ぷうのように走りつづけるナナシの前に、再び川が立ちはだかった。京きよう都との東を流れる川だろう。その対岸に、はっきりと、益荒の姿を視し認にんすることができた。

　異常に長い手足に、民家の屋根にまで届きそうなほどの巨大な弓を担かついでいる。きり、と歯を食いしばって、ナナシはさらに強く地面を蹴けり、一気に川を渡りにかかった。益荒がナナシを見上げ、はっきりとたじろぐのが見てわかった。

　跳ちよう躍やく、激げき痛つう。益荒ましらが慌あわてて弓に矢をつがえているのが見えたが、すでにして遅かった。着地したナナシは『弁当』から浴びるように血を飲みつつ、益荒との間合いを一気に詰めにかかった。

　──ぎいいいっ!!

　甲かん高だかい悲鳴のような、そんな声が益荒の喉のどから漏れる。近づいてみればさらによくその顔がわかった。異い形ぎようの猿だ。赤ら顔に鼻と口がせり出して、全身が薄い体毛で覆おおわれている。中でも特とく筆ひつすべきはその目だ。比ひ喩ゆ抜ぬきで皿ほどにも大きく、ぎょろりと血走った瞳が油ゆ断だんなくナナシのことを見み据すえていた。例の強ごう弓きゆうを構えてナナシに向け、弦つるを引き絞しぼって矢を放つ。薪まきざっぽうのように乱暴に束ねた矢を、背中に何本も差しているのがわかった。その異常に長い腕をぶんぶんと振り回して、滑なめらかな動作で次々に矢を放ってくる。が、弓ゆみ矢やは遠距離にあってこそ、その威い力りよくを発はつ揮きするものだ。左右に素早く移動しながら迫ってくるナナシを、益荒は捉とらえきることができなかった。
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「これでも──食らえっ！」

　手にした『弁当』を、益荒に向かって投げつける。『弁当』は錐きり揉もむように回転しながら飛んでいき、益荒はそれを手にした強弓で弾はじき飛ばした。ナナシはその隙すきに、益荒の懐ふところにもぐり込もうとしたが──長い左腕がずるりと伸びて、ナナシの胸むな倉ぐらを摑つかみ、無む造ぞう作さに放り投げられてしまった。『血ち吸すい』と言えども体格はただの少女に過ぎない。ナナシは空中で器き用ように姿勢を調整して足から着地し、息つく間もなく再び駆け出した。低く、低く、姿勢を保ち、足元に転がっているいくつかの石ころを拾い上げた。ぐるりと旋せん回かいしてナナシに狙いを定めた益荒ましらに対して、それを思いきり投げつける。

　三っ投げたうちのひとつが、益荒の長い右足に命めい中ちゆうした。それだけのことで益荒は甲かん高だかい叫び声をあげる。ただの投石ではない、人の首をもねじ切ることのできる、『血ち吸すい』の鬼の全力を込めた石なのだ。直ちよく撃げきすれば骨の一本や二本、軽くへし折ることができる。遠距離攻こう撃げきができるのは、益荒だけではない。

　体勢を崩した益荒に、ナナシは次々に石を撃うち込んだ。ひとつ命中するたびに、小こ気き味みのいい骨の折れる音と、耳みみ障ざわりな益荒の悲鳴が響ひびき渡る。最後の一個が顔に命中すると、益荒は一ひと際きわ大きな声をあげた。大きく開かれたその目の瞳どう孔こうが陥かん没ぼつし、そこから涙とも分ぶん泌ぴつ液ともつかない透明な液体がぼたぼたと溢あふれ出した。残った片方の目に、益荒は紛まぎれもない恐怖を映し出していた。ナナシはそれを見て笑い、

「──死ね、雑ざ魚こが」

　益荒に跳びかかった。自分の半分ほどの大きさもないナナシのことを、益荒はその両腕を使って一寸ちよつとでも遠ざけようとした。そうはいかなかった。ナナシは逆に益荒の手を取ると、それを渾こん身しんの力でぶち折った。益荒の悲鳴は、今度は中ちゆう途と半はん端ぱに途と切ぎれてしまった。ナナシの左手が、彼の喉のど首くびを摑つかんだからだ。

　その顔を至し近きんから覗のぞき込みながら、ナナシは陶とう然ぜんと微笑ほほえんだ。心臓がずきずきと痛いほどに高鳴っている。あれだけ執しつ拗ように自分のことを狙い撃ちしていた益荒が、恐怖に震えている。そのさまを見るだけで、震えるような歓喜が身体からだを貫つらぬいていく。ナナシは左手を引き、益荒の顔を自分に近づけた。右手の指先を揃そろえて、益荒のもう片方の目に当てる。益荒は慌あわててまぶたを閉じたが、ナナシはまるで頓とん着ちやくせず、そのまま右手を益荒の残った片目に突き入れた。

　柔らかく湿った玉が、潰つぶれる感かん触しよくがした。

　びくん、と益荒の細長い身体がのけぞった。潰れんばかりに喉のどを握り絞められているため、声をあげることができないでいる。ひゅうひゅうというかすかな呼こ気き音おんが、半開きになった益荒の薄うす汚ぎたない口から、異常に長い舌と共に溢れ出していた。ナナシは顔をしかめると、目玉を刺し通した右手を、強ごう引いんにその奥、益荒の大脳へと押し込んだ。

　再び益荒の身体が痙けい攣れんした。今度は痛みの戦せん慄りつではない。断だん末まつ魔まの震えだった。

　脳のう漿しようと涙に塗まみれた右手を、ナナシは益荒の頭から引き抜いた。びくん、と最後に大きく跳ねると、益荒はそのまま、仰あお向むけに倒れ込んだ。両目を破壊され、舌をだらりと口から出し、両手両足を大の字にして寝ね転ころがるその姿は──滑こつ稽けいだった。

「ああ──」

　右手を振るい、そこに付着した汚れを払いのける。無ぶ様ざまな益荒の屍し骸がいを見下ろしながら、ナナシはくすくすと笑いはじめた。

「──面白かった」

　それからナナシはかなり長いあいだ、悪戯いたずらごとを考えついた少女のように、忍しのび笑いを漏らしつづけていた。




　　　　◆




『感かん知ち』で狩しゆ月げつとナナシの位置を割り出し、そちらに向かう。ナナシのほうでも魎りよう月げつの存在に気づいたようで、反応がこちらへやってくるのがわかった。

　闇やみの向こうから現れたナナシの姿を見て、魎月は少しだけ驚いた。

「……ナナシ、か？」

　自分の血と返り血に塗まみれ、ナナシは薄く目を開けていた。その後ろに、付き従うように狩月が立っている。彼女の目も、魎月と同じようにナナシへ向けられていた。その顔に浮かぶのは、かすかな困こん惑わくと──そして、隠かくしきれない恐怖だった。

　ナナシはにっこりと微笑ほほえむと、魎月の元に小走りに駆け寄ってきた。

「りょうげつさま、褒ほめてくれ。益荒ましらを殺した」

「ほう」

　純粋に驚いて、魎月はナナシをまじまじと見直した。確かに殺せとは言ったが、本当にできるとは思ってもいなかった。そんな魎月の思し考こうを読み取ったように、ナナシは目を細め、その笑みを意い地じ悪わるそうに歪ゆがめた。

「なんだ、りょうげつさまがやれと言ったのに、そんなにわたしがあいつを殺せたのが不ふ思し議ぎか？　別になんでもなかったぞ。ただの猿だった」

「──しかし、あたしたちでも倒せなかった益荒を、たったひとりで──」

　独り言のようにそう呟つぶやいた狩月のことを、ナナシは無言で振り返った。冷たいその一いち瞥べつに、狩月はすくみ上がるようにして背せ筋すじを伸ばした。狩月に視線を移し、魎月は言う。

「ところで狩月、来たのはお前だけか？　他の従じゆう者しやには、伝えなかったのか？」

「え、あ、いや、伝言の狼おおかみを受けたのはあたしで、憂ゆう月げつにはそのことを伝えたんだけど──そういえば、全然来ないな。なにしてんだあいつら」

「いや、いい。奴やつらが来たところで、どうせ役には立たなかっただろうしな」

　冷ややかな魎月の物言いに、狩月は言葉を失った。そんな狩月のことを真正面から見つめながら、魎月は静かに呟いた。

「益荒は死んだ。笑石えみしはまだ生きているが、一体ならばそれほど恐れる相手ではない。しかし、奴らとの戦いによって浮かび上がった問題は、まだ解決していない」

「問題……？」

「従者は使えない、ということだ」

　狩月はあとずさった。その視線は、いつの間にか魎月の手にある夜や穿せんに向けられている。

「従じゆう者しやが徒と党とうを組んでも敵かなわなかった益荒ましらを、ナナシはただのひとりで倒した。そもそも従者と主人のあいだに、身体的な能力差はないはずなのにな。恐らくは根本的な問題だ。『支配』によって強制的に僕の命令を聞かされている従者たちには、自ら戦おうという意思がないのだろう。それが結局は、状況判はん断だんや戦術の工く夫ふうに悪あく影えい響きようを及ぼしている」

「あ、あたしは──」

「お前はマシなほうだ。狩しゆ月げつ。だが、他の奴やつらは違う。今、ここに彼らの姿がないことがその証しよう拠こだ。狼おおかみが一匹だけで帰り着いてきても、彼らはそれが非常事じ態たいを知らせるものであると判断することができなかったんだろうな。いや、それだけならまだしも──意図的に、その伝でん令れいを遮しや断だんした可能性すらある。『支配』が効いている以上は考えにくいことではあるが」

　魎りよう月げつは、憂ゆう月げつの細ほそ面おもてを思い浮かべた。魎月に人生を奪い取られた憂月が、憂いの表情のその奥にどれだけの憎ぞう悪おを隠かくし持っているのか、鬼である魎月にわかるはずもない。しかし、狼からの伝言を受け取った狩月がそれを憂月に伝えたのは、間違いのない事実だ。もし憂月から他の従者たちへと正しく情報が伝えられたのであれば、もうひとりふたり、ここに来ていてもおかしくない。憂月の元でその情報が堰せき止められていたのであれば、増ぞう援えんが狩月のみだったことも納なつ得とくできる。

　とはいえ、それらは結局、副次的な要因に過ぎない。魎月は、不安におののきながら自分のことを見ている狩月へと向き直り、言った。

「要するに、だ。狩月。他の従者たちは、僕にとっていらないものになった。烏う合ごうがいくらいても仕方がない。だから、彼らを始し末まつすることにした。僕にはもう、ナナシさえいればいい」

　その言葉は、ナナシに大きな喜びと──そして、狩月に深い絶望を与えた。狩月はゆっくりと首を振りながら、じりじりと後退していく。少年のように強気なその表情が、しかしこのときばかりは、泣き虫な女の子のものへと変へん貌ぼうしていた。

「──噓うそでしょ、魎月？　そんな──そんな、いらなくなったなんて。いらなくなったから始末するなんて、そんな──」

　狩月の反応に、魎月は思ヽいヽ違ヽいヽをした。狩月が、自らもまた始末されるのではないかと恐怖しているのだろう、と思ったのだ。魎月は無表情のまま、狩月に語りかけた。

「お前は別だぞ、狩月。お前は見所のある従者だ。単純な戦せん闘とう能力だけなら、ナナシと遜そん色しよくないかもしれない。お前は始末しないさ。捨てるのは使えない道具だけ。利用価か値ちのあるものは取っておく。当然だろう」

「──りヽよヽうヽかヽちヽ？」

　狩月は顔をしかめた。ぶんぶんと激しく首を振り、吐き出すように叫ぶ。

「違う！　あたしはそんなことを言ってるんじゃない！　仲間を殺すなんて、そんなことできないって言ってるんだ!!　あたしが使えるとか、あたしを殺さないとか、そんなことどうでもいい！　他の──他のみんなを殺すなんて、そんなの──！」

「言っている意味がよくわからない。他のものがどうなろうと、お前が生きていればそれでいいだろう」

　狩しゆ月げつの顔からすべての色彩が抜け落ちた。脱だつ力りよくしたように肩を落とすと、ゆっくりと、諦あきらめたように、彼女は首を振った。

「……もう、いいよ。魎りよう月げつ。あんたには、きっとわからない。とにかく、あたしは、そんなことに加か担たんできない。人殺しなら何度もやったけど、仲間殺しはできない。そんなことができる奴やつは──人間じゃ、ない」

「そうか。わかった」

　魎月は夜や穿せんを立てて、足を踏み出した。それを見て狩月は全身を硬直させる。鋭く息を吞み、またもやあとずさろうとするが、それより先に魎月の言葉が狩月の行動を封じていた。

「逃げるな、狩月」

　ぴたりと狩月の動きが止まる。恐怖に震えながら、それでも狩月は、弱々しく微笑ほほえんでみせた。

「逃げないよ。魎月。逃げたって、あたしには行き先がないもの」

　細く長い息を、狩月は吐き出した。その目には、涙が溜たまっている。

「いいよ。あんたに殺されるなら──それでも」

　その言葉に、思い出される光景があった。静せい月げつにとどめを刺した、月げつ遥ようの姿だった。人間は親しいものの最期を自分の手で看み取とりたいという願望があるらしい。あるいはそれは、親しいものの手によって自分の最期を看取られたいという願望でもあるのかもしれない。魎月は首を振る。まったく理解できなかった。

　狩月は、覚かく悟ごを決めたように目を閉じた。魎月としても、必要以上に長引かせるつもりはなかった。夜穿を軽く持ち上げ、ふざけているような気軽さで、それを狩月の胸に向かって突き出した。尖とがった夜穿の切きっ先さきは魎月の腕力に押し出されて、狩月の薄い乳ち房ぶさを突き破ってその内部にある心臓を破壊した。びくん、と狩月の身体からだが震えた。その唇が、薄く開き、狩月の最期の言葉を溢あふれさせた。

「──りょう、げつ、すきだよ、────すき、だった、のに────」

　その言葉にも、魎月はどういう情じよう動どうも覚えない。鬼とはそういうものだ。ゆっくりと夜穿を引き抜くと、狩月はその場に崩れ落ちた。そのまま、狩月の身体は一瞬にして灰になった。

　経過の一部始し終じゆうを猫のような目で見つめていたナナシが、ぽつりと呟つぶやいた。

「変なの。しゅげつは、死にたかったのかな？」

「さあな。中には、そういう人間もいるが、狩月がそうだったとは思えない」

「……変なの」

　もう一度そう言って、ナナシは魎月を見上げた。その顔はもう、狩月という女がいたことすら忘れてしまったかのように、無む邪じや気きだった。

「ねえ。これから、屋や敷しきに戻って──他の奴らを、殺すの？」

「ああ」

「ゆうげつも？」

「……ああ」

　魎りよう月げつは視線の端はしでナナシを見下ろした。ナナシは憂ゆう月げつにずいぶんと懐なついていた。魎月に利用されてはいけないと、そう彼女に吹き込んだのも憂月だ。もしかしたら、憂月を殺すのだけはやめてくれと言う気なのかもしれない。それならそれで構わなかった。従じゆう者しやを一匹くらい見逃したところで、『血ち吸すい』が広まることはないだろう。

　が、ナナシが言ったのは、まったく逆のことだった。

「それなら──ゆうげつは、わたしにやらせてくれないか？」

「……なに？」

「ゆうげつは、わたしに殺させてほしい。だめか？」

「別に、だめではないが──」

　なぜそんなことを、と言いかけて、魎月は口を噤つぐんだ。

　人間は、親しいものの最期を、自分で看み取とりたいという願望がある──

　ナナシは一いつ心しんに魎月を見上げている。その顔は、親を慕したう人間の子供のようにも思えた。かすかな齟そ齬ごが魎月の内部に生まれたが、それはあまりにも小さすぎて、ナナシはおろか魎月自身でさえも気づかなかった。魎月はあまり深く考えることなく、ナナシに「好きにしろ」と答えた。ナナシはあまり嬉うれしそうではなかったが──それでも、納なつ得とくした表情を見せて、自分から屋や敷しきの方角に向かって歩き出した。

　途中、ナナシはふと立ち止まり、夜空を見上げた。釣つられて魎月も視線を上に向ける。『夜よ目め』には痛いほどの明るい月が、京の都みやこを照らし出していた。半月よりはやや膨ふくらんでいるが、満月よりはやや欠けている。目を細めてそれを見つめていたナナシは、やがて小さな声で言った。

「きれいな、お月さまだ」

　それから魎月に向かって、「なあ？」と同意を求めてくる。なにが綺き麗れいでなにが綺麗じゃないかという判断をしたことは、魎月には一度もない。だから魎月は、頭の中にある知識だけを口にした。

「上じよう弦げんの月だな」

「じょうげん──？」

「満ちゆく月、半月から満月へと、移り変わる途中の月のことを言う」

「じょうげん、か」

　ナナシはなぜか嬉しそうに呟つぶやいた。魎月はもうナナシには構わずに、再び歩きはじめた。それでもナナシはしばらく夜空を見上げていたが、やがて小走りに魎月に追いついて、その右手をきゅっと握った。魎月はほんの気まぐれで、その手を握り返した。

　上弦の月が輝くその下で、二人はずっと手を繫つないだまま、屋敷への帰き路ろを急いだ。
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　──あ、ちょっとストップ。まだめくんないで

　という舞まいの言葉に従って、レレナはぴたりと手を止め、めくりかけたページを元に戻した。物体に触れることのできない舞に頼まれて、代わりにティーン誌をめくっている身ではあるが、レレナにもちゃんと二つの目がついている。舞がストップをかけたページには、こう書いてあった──「女のコのジョーシキ！　マゴコロ入りの手作りプレゼントで彼のハートをガッチリキャッチ!!」

　──そうか……その手があったか……

　舞は顎あごに手を当てて、感心したようにしきりにうんうんと頷うなずいている。レレナはソファに腰掛けたまま、肩越しに背後の舞を振り返った。

「……なにが？」

　──なにが、じゃないでしょレレナ。これ見なさいこれ。『マゴコロ入りの手作りプレゼント』。これだわ。あたしに足りなかったものは

　丁てい寧ねいにその部分の文字を指でなぞってくれたが、レレナには話がいまいち見えなかった。それでもなんとか手持ちの情報を繫つなぎ合わせて、ひとつの推測を導き出す。

「……誰かに、プレゼントするの？」

　舞は憐あわれみの目でレレナのことを見下ろした。悲しげに首を振り、

　──レレナって、本当に女の子？

「なっ！　なにそれ、どういう意味」

　──あのね、あたしがプレゼントする相手なんてひとりしかいないでしょう？　それも愛情を込めた手作りのプレゼントを

　そこまで言われてようやく、レレナにも舞まいの言わんとしていることが理解できた。

「月つき島しまさんにあげるのね？」

　舞は得えたりと頷うなずき、

　──そう。これまでずーっと猛もう烈れつなアタック繰り返してんのに、月島さん全ぜん然ぜん相手してくれないんだもん。でもようやくわかったわ、これが足りなかったのよ。つまり形に残る思い出って奴やつね。手作りのプレゼントを渡されれば、いくら朴ぼく念ねん仁じんの唐とう変へん木ぼくな月島さんでも、あたしを無視できなくなるはず

「お世話になってる人にお礼をするってことは、いいことだと思うよ」

　にこにこしながらそう言うと、舞は渋い顔をして「そういうのとはちょっと違うんだけど」と呟つぶやいた。レレナは目をぱちぱちと瞬まばたかせる。なにが違うのか疑問に思ったが、話がややこしくなりそうな気がしたから「そうなの？」と首をかしげるだけに留とどめた。

　──とにかく、手作り。手作りなのよ、レレナ！

「……てづくり」

　──そう！　それさえ渡せば、月島さんのハートもガッチリキャッチ！

　雑誌に載っている文章を丸まる々まる口にして、舞は誇らしげに胸を張る。レレナは「ふうん」と気のなさそうな返事をしてから、上うわ目め遣づかいに舞を見上げて、言った。

「それはわかったけど──手作りの、なにをあげるつもりなの？」

　その言葉に、舞の視線はテーブルの上に開きっぱなしのティーン誌に吸い寄せられていった。レレナも釣つられてそれを見る。その雑誌のマスコットキャラクターと思わしき、デフォルメしすぎて抽ちゆう象しよう芸術のようになった女の子が、手始めとしてこんなことを言っていた。

『手作りって言ったらヤッパアクセ！　家にあるビーズでお手て軽がる製作！　カレシもマジ感動の知らなきゃヤバイアクセテク！』

「……やっぱあくせ、ってなに？　やばいあくせてく？」

　素そ朴ぼくな疑問と共に舞を振り返ると、舞は困ったように眉まゆを寄せ、

　──うんとね、あの──まあ、アクセサリーのことね。こっちのは

　と『ヤバイアクセテク！』の箇所を指でなぞり、

　──アクセサリーを作る技術ってこと。……ふうん、思ったよりも簡単そうだね。これにしようかな

「でも、ビーズなんてどこにもないよ？　売ってる場所も知らないし、それにこのアクセサリーって作るのに結けつ構こう時間がかかるんじゃないかな」

　確かに誌上の抽象キャラは、二重の傍ぼう線せんつきで『作るには根気がフカケツ！』と叫んでいる。が、舞まいは「ふふん」とせせら笑い、

　──あたしの月つき島しまさんに対する気持ちをナメないでよ。別に学校とかがあるわけじゃないしさ、暇ひまだって持て余してるんだから、これくらいちょちょいのちょいで──

「いや、それはそうだけど。でも舞、『実体化』して作るんでしょ？　そんなに長いあいだ『力』が続くの？」

　舞は言葉を失って、まじまじとレレナのことを見つめた。「すっかりそれを忘れてた」という顔である。

　幽ゆう霊れいである舞は、この世の物体に触れるためには彼女を幽霊たらしめている『力』を消費して『幽ゆう体たい』から『実体』にならなくてはいけない。もちろん『実体化』しているあいだにも、じわじわと『力』を消しよう耗もうしていく。ビーズのアクセサリーを作るという気の長い作業を、そんな状態で続けられるのか、とレレナは言うのである。

　舞はぐるりと天井を見上げて、ゆったりとその場で回転しはじめた。何事か、思し案あんしているのだろう。レレナは現在のページに指を挟み、ぱらぱらと他の記事をめくってみたが、『みんなの告白・彼との初エッチはどんな場所？』という文字を見た瞬間すぐに元の記事へとページを戻した。顔が赤くなっている。

　やがて舞は回転をやめ、ソファの背に抱きつくようにして身を乗り出した。ページをめくるよう、レレナに手で促うながす。

　──うん、やっぱやめた。そんなに長い時間は無理だし。それじゃレレナ、次のページめくってみて

　舞の催さい促そくに、しかしレレナはちらりと目だけで彼女のことを見返した。

「あのさ、私思ったんだけど──形に残るものって、やっぱりそれなりの時間がいると思うの。アクセサリーとか編み物とか」

　──うん？　そうだよ、そうじゃなきゃ意味ないじゃん

「……そんなものなの？　でもさ、舞にはその『それなりの時間』を作るのが、物もの凄すごく大変なわけでしょ？　普通の人が作るわけじゃないんだから、下へ手たしたら何週間も、何ヶ月もかかるかも」

　レレナがそう言うと、舞は「むう」とうなって黙り込んだ。性格的に、舞はいまいち根気に欠ける。『力』を温おん存ぞんしつつ地じ道みちに作りつづけていくのでは、途中で気力が萎なえてしまわないとも限らない。そのことは自身が一番よくわかっているのだろう、舞は難しい顔で考え込んでしまった。その背中に向かって、レレナは励ますような声をかける。




「だからさ、最初はもっと別のものにしたらどうかな？　アクセサリーとかセーターとか、あとあとまで残るものじゃなくても、月島さんならきっと覚えていてくれるよ」

　──そうかなあ、すぐに忘れそうだけどなあ……

　舞まいは腕を組んで首を捻ひねったが、それでも最終的には亮りよう史じへの信頼が勝ったようだった。レレナの提案にこくりと頷うなずくと、「それじゃあ」と声をあげ、そのまま停止した。困ったように、レレナの顔を見つめる。

　──だから、それじゃあ、結局、なにを作ればいいの？

　そこでレレナは、先せん刻こくから頭に浮かんでいた考えを口にした。

「お料理は？　舞の手作り料理。これならメニュー次第でそんなに時間もかからずに済むし、それに──」

　──それに、レレナから直接教おしえてもらえるもんね

　と、舞はレレナの言葉を先取りしてにやりと笑った。レレナも少し恥ずかしそうに笑い、

「うん。料理だったら私の得意分ぶん野や。舞の役にも立てると思うよ」

　──ありがと、レレナ。やー、持つべきものは友達だね

　そう言って舞は空中を滑り、レレナの前方に回り込んで、その身体からだに抱きついた。といっても幽ゆう体たいであるために抱きつく振りだけだが、それだけでも舞の気持ちが伝わってくるような気がして、レレナはにこにこと相そう好ごうを崩した。離れた舞の手を握る真ま似ねをして、レレナは真剣な光を目に宿し、こくんと頷いた。

「がんばろ、舞。月つき島しまさんに、とびっきりおいしい料理をごちそうしよう」

　──うん！　いろいろ教えてね、レレナ！
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　そう言って、二人は何度も何度も頷うなずき合った。途中で向かいのソファに座っていたツキが目を覚まし、「なにしてんだこいつら」という目を向けてきたが、そんなことにも二人は気づかない。互いの友情を確かめるように、レレナと舞まいはしばらくのあいだ、ずっとその手を握り合っていた。




　　　　◆




　それではメニューをどうするのか、ということである。

「私が得意なのはイタリア料理だけど。舞は、なにか作りたいものはあるの？」

　レレナがそう水を向けると、舞は首を横に振って素直に答えた。

　──ううん。料理なんて全然したことないから、レレナに任せる

「じゃ、イタリア料理でいい？」

　──いいよ。そか、イタリア料理っていうと──ピザとか？

　レレナは「あは」と笑い、ソファから立ち上がった。居間の隅すみにひっそりと置かれている棚に歩み寄り、そこからレシピブックを持ってくる。

「ピザはちょっと無理かなあ。オーブンレンジもないし。実際に作るとしたら──そうね、やっぱりパスタじゃない？」

　ティーン誌の上にレシピブックを重ね、ぱらぱらとページをめくりはじめる。後ろからそれを眺ながめていた舞は、「でもさ」と疑問を呈した。

　──レレナって夕飯のときにパスタ作ることってあんまりないよね？　たいていリゾットだし

　レレナはちょっと気まずそうな顔をし、

「うん、私も何度か作ろうとしたんだけど、やっぱり深ふか鍋なべがないと無理みたい。トングの代わりは菜さい箸ばしでできるから、よかったらこの機会に買おうかと思ってるんだけど」

　舞は大げさに腕を組んで、考え込む素そ振ぶりを見せた。

　──うーん──それよりさ、パスタとリゾットってどっちのほうが作るの難しいの？　ほら、私初しよ心しん者だし、あんまり難しいようだと困るしさ。レレナに全部やってもらうわけにもいかないし

　その質問には、レレナも首を捻ひねってしまった。

「個人的には、パスタのほうがソースとか作らなくちゃいけないから、難しいって感じはするけど」

　──あ、それじゃあリゾットで

「でもリゾットのほうも、フライパンの上で米を炒いためながら煮なくちゃいけないから、はじめての人には難しいかも」

　舞まいは拍ひよう子し抜ぬけしたように、かくん、と肩を落とした。

　──……結局、どっちのほうが難しいの？

　レレナは視線を宙にさ迷わせてしばらく考えてから、自信なさげにぽつりと言った。

「一いち概がいには、言えない、かな」

　なんだそれ、と思う。だが一方で、そういうものだろう、とも思えた。そもそも料理初しよ心しん者である舞が、誰の指し南なんもなしに作るわけにはいかないのである。舞はじっくりと考え込んでから、結論を導き出した。

　──やっぱりリゾットにしよ。その、炒いためるコツとか煮るコツとかは、レレナが知ってるんでしょ？

「うん、そうだね。私がアドバイスすれば、多分──大丈夫だと、思う」

『多分』の上に『思う』が重なる。どこまでもあいまいなレレナの物言いに、舞は少しだけ笑った。レシピブックの上に視線を戻して、「それじゃあ」と話を続ける。

　──リゾットっていうのは決めたけど、リゾットにも種類があるんでしょ？

　舞の視線に促うながされるようにして、レレナはレシピブックの『リゾット』の項目を開いた。予想したとおり、海え老びやらハムやらキノコやら、山さん海かいの味覚をふんだんに取り込んだ料理の数々が、これでもかとばかりに挙げられている。誌面からバターの匂においが漂ってきそうなほどに、鮮やかに映し出された料理の写真を見て、舞は久しぶりに自分の中に食欲がわきあがってくるのを感じた。食い入るようにそれを見つめてから、目を輝かせてレレナのほうに向き直る。声が上うわ擦ずっていた。

　──ば、ばっちりね、レレナ！　これなら月つき島しまさんも気に入ってくれるわ！

　レレナはぽりぽりと頰ほおを搔かいて、なだめるように言った。

「……あのね舞、ここにあるのはプロの人が作った料理で、私たちがこんなおいしそうに作れるかどうかは別の話なのよ？」

　が、そんな言葉も、誌上の艶つややかな完成品に魅み了りようされた舞の耳には、ほとんど効果をもたらさなかった。舞は上じよう機き嫌げんににこにこと笑いながら、レレナの背中を叩たたく真ま似ねをし、底抜けに明るい声を出した。

　──大丈夫、それくらいあたしにもわかってるって！　でもこのレシピのとおりにすれば、少なくともこれに近いものができ上がるんでしょ？

「まあ……理論上は」

　──じゃあ全ぜん然ぜん平気じゃない！　レレナの協力もあることだし！

「……そ、そうね。それじゃあさ、メニューのほうを決めよっか？」

　なにやら話を変えようとするレレナの意図を感じたが、浮かれてしまっている舞は深くは考えなかった。──そう。舞は、浮かれていた。自分が亮りよう史じのために料理を作ってあげられるということが、そしてその料理を口にしたときの亮史の反応が、今から楽しみで仕方なくなってしまっていた。そのことが、ただでさえお調ちよう子し者ものな舞まいの性格を、さらにのぼせあがらすことになった。その瞬間、舞の頭の中から「パスタとリゾットのどちらが作るに難しいか」という初しよ心しん者ならではの慎しん重ちようさが消え失せてしまったと言っていい。そして、そのときからすでに後の悲劇は始まっていたのだ、とも。




　　　　◆




　リゾットを作ると決めたはいいのだが、同じリゾットでもいろいろある。レレナが持ってきたレシピブックにも十に下らない数の種類のリゾットが載せられているし、それを得とく意い料理とするレレナがそらで覚えているリゾットのレシピもいくつかあった。とはいえ、レレナがこの料理を作るのではないのだ。舞が作る料理をサポートする。そこがレレナの役どころであり、であるからにはレシピブックに載っている種類のほうがその上でもやり易やすいに違いなかった。

「これなんてどうかな、舞」

　そう言って、レレナは舞のほうにレシピブックを差し向けた。他の記事よりも一段小さい枠のそのリゾットは、『ベーコントマトのリゾット』というシンプルな料理名で、「初心者でもカンタン！」という文字の上に赤マル印が付いていた。まさしく基本中の基本。使う材料も扱う行程もさして多くないのだから、料理初心者である舞にはぴったりのメニューのはずだった。

　が、レレナの意に反して、舞はその料理に渋い反応を見せた。

　──んー……いいと思うけど、でもこっちはどうかな？　こっちのほうが月つき島しまさんも喜んでくれると思うな

　そう言って舞が示したのは、『地中海風ふうブラックタイガーとタラバガニのスペシャルリゾット』だった。殻からの剝むき方からカニミソを使ったスープの作り方までが、懇こん切せつ丁てい寧ねいに四ページもの誌面を使って説明されている。最初のページにもある「上級者のアナタも思いきって挑ちよう戦せんしてみては？」という、だいぶ遠回しな難なん易い度どの説明も、舞はよくわかっていないようだ。ただ「こっちのほうがおいしそう」という極めて短たん絡らく的かつ楽天的な思し考こうで、その意見を口にしたに過ぎないのだろう。

　しかしレレナのほうはそのレシピを見て、言いようのない違い和わ感かんを覚えた。レレナは性格的に、ありえない要求を突きつけられても即そく答とうできず、その裏に潜ひそんでいる事じ象しようをあれこれと考え込んでしまうタイプだ。『地中海風ブラックタイガーとタラバガニのスペシャルリゾット』。まるで小こ洒落じやれたイタリア料理店の看板メニューのような名前。舞はもちろんのこと、レレナでさえ作れないようなそのメニューを、なぜ彼女は取り上げるのか。舞の顔を見つめながら、レレナは数秒間、そのことに思いを巡らせた。

　レレナの視線を見返しながら、舞はそのページを何度も何度も手のひらで叩たたいた。

　──だってほらほら、『スペシャルリゾット』だよ『スペシャルリゾット』。そっちの地味～な奴やつよりもさ、きっとこっちのほうが百倍はおいしいに決まってるって！

　無理だよそんなの、プロの料理人じゃあるまいし、私たちに作れるわけないじゃない。

　たった一言、そう告げれば済むことだった。それだけで、恐らく舞まいに現実に目を向けさせることができる。そうとわかっていながら、しかしレレナはそれを言うことができない。レレナは優ゆう柔じゆう不ふ断だんである以上に、優しい心こころ根ねの持ち主でもあった。想う相手のためになにかを作ろうとしている友人に向かって、正面からばっさり「無理」と断ずることは、レレナにはどうしてもできそうになかった。

　レレナは『スペシャルリゾット』のページに目を向けて沈ちん黙もくする。どうすれば舞の気持ちを殺そがずに方向転てん換かんさせることができるか、それを必死になって考える。ちらりと横目で見ると、舞は汚けがれを知らぬ幼女のようにただにこにこと微笑ほほえんでいた。この笑顔を、曇らせることがあってはならない。そう考え、レレナは自分も笑みを浮かべて舞に向き直り、言った。

「──舞、残念だけど──それは──その、今回は、もっと簡単なもののほうが、いいと思うの。だって、舞、はじめて作るんでしょ？　だからさ」

　途と切ぎれ途切れの言葉に託されたレレナの本音を、舞は見抜いてはくれなかった。しばらくのあいだ、どことなく不服そうに「そうかなあ」と首をかしげていた。が、やがてようやく思い出したように、こくりと頷うなずいた。

　──そっか、それもそうだね、あたしまだ初しよ心しん者だもんね

　わかってくれた。レレナはほっと肩の力を抜き、レシピブックのページをめくって、『ベーコントマトのリゾット』に軌き道どう修正した。

「そうそう。こっちの『ベーコントマトのリゾット』のほうが絶対いいって」

　──『スペシャルリゾット』は次に作ろうね。ひとまずはこっちで

「…………そうね。次っていうか、いヽつヽかヽね。それじゃ、早さつ速そくなんだけど、作るのは明日の夕飯ってことでいい？」

　舞は驚いたように目を見開き、

　──え？　今日作るんじゃないの？

　レレナは酸っぱそうな表情を浮かべる。胸の中の不安が、大きくなるのを感じた。

「……材料が、ないよ。舞」

　──あ、そっか。あはは、ごめん、勘かん違ちがいしてた

　そう言って能のう天てん気きに笑い飛ばすのを見て、レレナもまたその口元に微笑を取り戻した。舞らしい、とさえ思う。おっちょこちょいなお調子者。さっきの『スペシャルリゾット』も、きっと調子に乗ってそんな発言をしてしまったに過ぎないのだろう。そうとわかれば、なにも不安になることはない。そう自分に言い聞かせて、レレナは胸の中の不安をどうにか抑え込むことに成功した。

　レレナは『ベーコントマトのリゾット』のページを開いたままテーブルに載せ、さらにその上にティッシュの箱を置いて重石おもしとした。舞まいに向き直り、口を開く。

「材料は明日私が買ってくるね。それまで舞は、『力』を溜ためておくこと。ちょっと長なが丁ちよう場ばになりそうだから、あと、レシピブックもよく読んでおいてね」

　──おっけーまかせて。いやー、楽しみだねえ

　レレナはまた笑んだ。それはわずかにぎこちない笑顔だったが、舞は無む論ろんそんなことには気づかない。自分も無む邪じや気きこの上ない笑みを浮かべて、二人の少女はしばらくのあいだ、なにをするでもなくただ笑い合っていた。




　　　　◆




　料理名は『ベーコントマトのリゾット』ということで、用意するものは米が二合、ベーコン、トマトペーストの缶かん詰づめ、玉ねぎ、チーズ、オリーブオイルに、あとは塩コショウと、隠かくし味の赤ワインビネガーが少々。レレナの分も合わせて二人分、思い出深き湯ゆヶが崎さきショッピングセンターでそれらの買い物を済ませ、レレナは物思いをしながら月つき島しま宅への帰路に着いた。ふんふんと鼻はな歌うたを口ずさみ、買い物袋ぶくろを抱えたその姿は、傍はた目めに見ても上じよう機き嫌げんだった。それというのも、昨日から今日にかけて、レレナはひとつの決意をしていたからだった。

　舞が料理下べ手たならば、この自分がサポートすればいいのだ。

　そう。ただそれだけのことだ。昨日『スペシャルリゾット』を突きつけられたときはどうしようかと思ったが、それだってちゃんと考え直させることができた。要ようはそのときのように、舞が間違った方向に進もうとしていたら、適てき宜ぎ軌き道どう修正を加えてやればいい。そのためのアドバイザーという役割を、レレナは自分に課していた。

　それに、リゾットならばレレナとて、一いつ家か言げん持っている。月島宅で生活するようになってから日本料理も数多く作ってきたが、やはりレレナのフィールドはイタリア料理の上なのだった。その知識と技術を友達のために役立てることができるのなら、これに勝る喜びはないではないか。

　そうやって自分を元気づけて、レレナは月島宅の玄関扉とびらを開けた。その向こうに、舞のにこにこ笑顔が浮かんでいた。レレナは一瞬怯ひるみ、しかしすぐに気を取り直してあいさつをした。舞は『力』を補充するため、今まで眠っていたのだ。

「おはよう、舞。よく眠れた？」

　──おかえりレレナ！　もうばっちりさ！　いつでも準備おっけー!!

　ぐいい、と親指を立てて、レレナのほうに突きつけてくる。さりげなくそれをかわしてから、レレナは靴を脱ぎ、居間を通って台所のほうへと抜けた。その後ろを、舞がにこにこふよふよとついてくる。

　流し台の上に買ってきた材料をごとりと置き、レレナは深しん呼吸をひとつ。それから舞に向き直ると、「さて」と腕まくりをした。

「それじゃ、始めますか」

　──はーいっ！　よい──しょ、と

　掛け声と共に舞まいはその場で一回転、三百六十度に向き直ったときにはもう、彼女はその裸足はだしを台所の上へと落ち着けていた。湿っぽい床ゆか板いたの感覚に、ぞくりと肩を震わせる。『実体化』した舞は、レレナに「ちょっとごめん」と断ってから玄関へと小走りに駆けて行き、戻ってきたときにはその足にスリッパを履はき込んでいた。ついでながらご丁てい寧ねいなことに、パジャマの上にちゃんとエプロンを装着している。これも幽ゆう霊れいの『変へん化げ』の賜たま物ものだろうか、とレレナは感心した。

「はい、大丈夫です。それじゃ、よろしくお願いします！」

　元気よくそう叫んで、舞は大げさに頭を下げた。レレナはくすりと笑いを漏らし、レシピブックを自分の手元に引き寄せた。

「まずはじめに、ベーコンと玉ねぎを切りましょう。ベーコンは二センチ単位で、玉ねぎはみじん切り。まずはこれだけ、だけど──舞、できる？」

　舞は心しん外がいそうに眉まゆを寄せ、

「あのねレレナ、いくら料理したことないって言ったって、それくらいはできるよ。家庭科実じつ習しゆうとかやったことあるもん」

「じゃ、よろしくね。私は他の下ごしらえをしてるから」

　互いに頷うなずき合い、二人はそれぞれの作業を開始した。舞は買い物袋ぶくろの中からベーコンと玉ねぎを取り出し、まずはベーコンの袋を開けてそれを切り刻みはじめた。とんとんと軽快な包ほう丁ちようさばきで、次々にベーコンを分断していく。そのさまはなかなか堂に入っていて、レレナの不安をかなり軽けい減げんしてくれた。

　レレナはレレナで、まくったその腕にゴム手袋を嵌はめ、鍋なべの中に水を注そそぎ入れはじめた。計量カップでちゃんと量り、五百ミリリットルほど入れ終えてから、鍋をコンロの上に載せて強火にかける。同時にもうひとつのほうのコンロにフライパンを載せ、こちらは弱火でじっくりと熱しはじめた。あらかじめ、オリーブ油を引いておく。舞がベーコンと玉ねぎを刻み終えれば、この中にそれらの材料を投げ入れる手はずになっていた。

　そろそろ、終わったかな──？

　舞が材料のカットにてこずっているようであれば、片方分ぶん担たんしてもいいかもしれない。そんなことを思いながらレレナは舞を振り返り──その顔が、ぴくりと痙けい攣れんした。

　なにを思ったのか、舞は自信満々の表情を浮かべながら、いまだにベーコンを切り刻みつづけていた。すでに一パック消費してしまい、予備に買ってきた分にまで手を出している。どさりとまな板の上に載せられたベーコンの切きれ端はしの山を、まさかすべて使うつもりではないだろうと信じたい。信じたいが──しかし、舞は二パック目のベーコンもすべて刻み終え、三パック目に手を伸ばそうとしていた。なぜか物もの凄すごく嬉うれしそうな顔をしている舞まいに、慌あわててレレナは制止をかけた。

「ちょ、ちょっと舞、そんなにベーコン切っちゃだめだよ！　一パックでいいんだってば!!」

「え？　あ、そうなの？」

　悪びれない舞の返事に、レレナの喉のどの奥で不安の塊かたまりが倍の大きさになった。まな板の上の巨大なベーコン山を、とりあえず用意した皿の上に避ひ難なんさせる。咳せき払ばらいをして、自分の気を落ち着かせる。自分の役目はアドバイザー、軌き道どう修正することが目的。そう自分に言い聞かせた。そりゃ確かにレシピブックを見れば必要な分量くらいわかるだろうという話ではあるが、しかしだからといって彼女の料理の腕を疑うのは尚しよう早そうというものだ。まだ始まったばかりなのである。今みたいに、なにか彼女が間違いを犯したのなら、指摘して正せばいい、それだけのことだった。

　レレナは再び舞に視線を戻した。舞はすでにベーコンのことなど忘れてしまったようで、玉ねぎをまな板の上にセットしていた。やる気に満ちたその横顔に、レレナはできるだけさりげない口く調ちようで申し立てた。

「あのさ、舞。よかったら、切るのは私がやろうか？　ほら、玉ねぎって目に染みるし、それに──」

　舞はぐるりと首を回して、レレナのことをにらみつけた。以前、レレナがお節せつ介かいを焼いて舞を怒らせたときと同種の表情だった。

「だめよ！　それじゃ全然意味がないじゃない！　あたしは、あたしの手作り料理を月つき島しまさんに食べさせてあげたいの！　レレナが作ったんじゃ、レレナの手作り料理になっちゃうでしょ！」

「……それは、その、そうだけど……」

　おずおずとレレナが答えると、舞は一転して笑顔を浮かべた。

「ごめんね、レレナの気持ちは本当に嬉うれしいんだけど。でも、これはあたしにやらせて」

「うん──」

　心配そうなレレナの顔に、「大丈夫」と心強い頷うなずきを返し、舞は再びまな板に向き直った。その上の玉ねぎめがけて包ほう丁ちようを振り上げ──

　レレナが叫び声をあげた。

「舞皮かわ皮皮玉たまねぎの皮切る前に剝むかなきゃ皮剝かなきゃ」

　うるさいなあ、という表情で、舞はまたレレナのことを見る。

「……わかってるよ、ほんの冗じよう談だんだってば」

　舞はそう言ったが、しかしレレナにはどうしてもそうは思われなかった。気まずそうに泳いでいる彼女の視線が、そのなによりの証しよう拠こだ。舞は包丁を握ったまま（なぜか知らないが舞は包丁がとても気に入ったようだ）、器き用ように指を使ってばりばりと玉ねぎの皮を剝いていった。レレナはそれを、横ではらはらしながら見つめている。

　と、突然フライパンの上で、なにかが弾はじける音がした。慌あわててそちらに目を向けると、フライパンに敷いたオリーブオイルが暴ぼう動どうを起こしていた。すぐに火を消したために事なきを得たが、そのときにはすでに、もうひとつの事態が手遅れになっていた。

　フライパンの調整を終えてから、恐る恐る横目で隣となりを覗のぞき見ると、玉ねぎが惨さん憺たんたる有あり様さまになっていた。みじん切り、とレレナは言ったはずである。レシピブックにもそう書いてある。が、舞まいが玉ねぎに対して施ほどこしている処置は、みじん切りどころかその他のどんな切り方でもありえなかった。少なくともレレナはそれに類する切り方の知識を持ち合わせてはいない。あえて名づけるとするならば、恐らく『ぶった切り』という名称が一番しっくりくるだろう。

　玉ねぎをひととおりぶった切ってから、舞は「うん」と頷うなずいた。非常に満足げだった。

「よし、これで完了！」

　終わったらしい。ちょっと待て、と言いたくなる声を、レレナは喉のどの奥に抑え込んだ。違う、みじん切りはそうじゃない、そうやって止めるのは簡単だ。そして、そうやって方向を直すことこそが、レレナの役割であるはずだった。しかし──レレナの心の中で、変化が起きつつあった。引き起こしたのは他でもない、舞の言葉だ。

（──あたしは、あヽたヽしヽのヽ手作り料理を月つき島しまさんに食べさせてあげたいの！）

　そうだ。奇くしくも先ほど舞自じ身しんが言ったとおり、これは舞ヽのヽ手作り料理なのだ。ここで大事なのは、完かん璧ぺきなリゾット料理を作ることではない。多少いびつであっても、舞の気持ちが込められた愛情手て料りよ理うりを作ることこそが、本当の目的のはずだった。あれこれ自分が口出しして、舞を手足のように動かして完成品を作り上げたところで、それにどれほどの意味があるのだろうか。

　自分にできるのは、アドバイスだけ。そしてアドバイスとは、当事者が自分自身で気づくように仕向けるためのものなのではないか。そう思い、レレナはそっと舞の手に自分の手を重ねた。

「ねえ、舞」

　舞はあからさまにむっとした顔をレレナに向けた。なんで頼まれてアドバイザーを任された自分が、こんな目で見られなくてはいけないのか。そんな物もの悲がなしさを感じつつ、レレナは言葉を続けた。

「玉ねぎは、もうちょっと細かくしたほうが、食べやすいと思うんだけど──」

　その一言で気づいてほしかった、それはみじん切りじゃない、ぶった切りなのだと。断じて家庭の食卓で奥様が披ひ露ろうする技術ではなく、日本海かどこかの沿岸で漁師か誰かが「これぞ男の料理」とか言いながら釣ったばかりの魚に対して荒々しく振るう類たぐいの料理法なのだと、気づいてほしかった。

　しかしレレナの願い空むなしく、舞はしばらく考え込んでから、次のような答えを出した。

「そっか、ベーコンと大きさを揃そろえなきゃね！」

　この時点で、レレナはまともなリゾットを作る希望を捨てざるを得なくなった。目の前で玉ねぎが二センチ大に切り刻まれていくところを見せつけられては、希望を持てというほうが無理だった。ごつごつと岩のように頭を突き出している玉ねぎを見つめながら、レレナはぼんやりと、これちゃんと火が通るのかなあ、などと考えていた。

　一方舞まいは、極めて能のう天てん気きかつ楽天的に、ごりごりと音が出そうなほどの強ごう引いんさで料理を推し進めていた。レシピブックを横目で見て、声に出しながら調理法を確認する。

「次は──と、ベーコンをカリカリになるまで炒いためる、ね」

　そこまでわかっていながら、なぜ玉ねぎの大きさに疑問を抱かないのか、レレナは不ふ思し議ぎでならない。それでも、舞は楽しそうだった。オリーブオイルの芳こうばしい匂においを放つフライパンの上にベーコンを投げ入れて、フライ返しでもってそれを炒めはじめる。ぱちぱちと小こ気き味みのいい音が響ひびくにつれ、再びレレナの中に希望が持ち上がってきた。──これから挽ばん回かいすればいいのだ、と。

「私、お米を用意するね」

「あ、うん。お願い、レレナ」

　食器棚だなからボウルを取り出して、レレナは米びつの前にそれを置いた。ざらざらと二合分、こちらもちゃんと計量して落とし入れる。立ち上がって米の入ったボウルを流し台の上に置くと、フライパンが新しん展開を迎えていた。レレナはいっそ微笑ほほえんでいるようにも見える表情で、舞に向かって優しく問いかけた。

「……なにしてるの、舞────？」

「え？　ああいや、ちょっと滑りが悪くなったから」

　舞の顔にはかけらほどの疑問も浮かんではいない。その片手にあるのはレレナが買ってきたオリーブオイルの瓶びんで、その中身はすでにしてフライパンの上にぶちまけられたあとだった。目測で約二百ミリリットル、計量カップで言えば実に一いつ杯ぱい分のオリーブオイルを注そそぎ込まれたフライパンの上で、ベーコンがてらてらと光っているのが目に眩まぶしかった。

　そろそろ怒ってもいいのかもしれない。これはイタリア料理に対する、引いてはレレナの祖国に対する冒ぼう瀆とくなのではないか。うつむきながらそう思い、レレナは息を吸い込んだ。違う。怒るのではだめだ。友達であるからこそ、苦く言げんを呈するのだ。あなたは間違っていると、それは絶対にリゾットの作り方ではないと、それを生み出した国の人間である私が保証すると。勇気を持って、その一言を口にする。それがきっと、誰にとっても幸福なことに違いはなかった。

　決心して顔を上げる。舞はふんふんと鼻はな歌うたを口ずさみつつ、てらてらと光りつづけるベーコンをフライ返しでいじめていた。その楽しそうな横顔に、心優しいレレナは、一瞬だけ決意が鈍ってしまった。そして、鈍った心の隙すきを突くかのように、レレナの足元から低い声が響ひびいた。

「レレナ。飯はまだか」

　ツキだった。レレナは足元に視線を落とし、困ったように言った。

「ごめんなさいツキさん、私はちょっと手が離せなくて──」

「あ、大丈夫だよ、レレナ。あたしひとりでなんとかできそうだから」

　レレナは耳を疑って舞まいのことを見る。あたしひとりでなんとかできる？　一体この状況で、どこからそんな結論が導き出せるのだろうか。レレナは凝ぎよう然ぜんとその場に立ち尽くし、そのふくらはぎをツキが催さい促そくするように軽く引っ搔かいていた。

「だそうだぞ。いいから早く俺の飯を用意しろ。大体炊たき込み料理くらい、二人も人ひと手ではいらんだろうが」

　ツキの言葉に、レレナは心を動かされた。確かに。リゾットを作るのに二人も必要ない。自分はアドバイス要員として、舞に乞こわれてここにいるはずだったのだ。そしてその舞は、ひとりでできると自信満まん々まんに言い放っている。その手元のフライパンは、ひどい有あり様さまなのにも関わらず。

　舞の手伝いをしなくてはいけない。アドバイスを、軌き道どう修正を、しなくちゃ。そんな使命感の声とは別に、他の誰かの声、俗に言う悪あく魔まの囁ささやきがレレナの耳に聞こえてきた。

　──なにをそんなに口出しすることがある、舞本ほん人にんが自由にやりたいと言っているのだから、好きなようにやらせてやったらどうだ。どうせもうどんな助言をしたところで手遅れなのだ。この際さい思うように作らせてやったらどうだ。そうしたところでお前の腹は痛まない。実際に腹痛を起こすのは、月つき島しま亮りよう史じだけなのだから。

　その声に重なるようにして、左右からツキと舞がサラウンドでレレナに語りかけてくる。それらの声に揺さぶられて、レレナの脳みそがぐるぐると回転する。

「なに考え込んでるんだ？　早くしろと言っている」

「大丈夫大丈夫、なにかトラブルが起きたらすぐに呼ぶからさ」

　レレナはうつむき、唾つばを飲み、くるりと踵きびすを返した。流しの下の戸を開き、中から猫ねこ缶かん『八や雲くも』を取り出す。伏せたその顔は陰になり、それを見たものは誰もいなかったが、自分が負け犬のツラをしているということは、誰よりもレレナ自身がよく知っていた。『八雲』をその胸に抱えて、レレナは自分の重じゆう責せきから、目の前の惨さん憺たんたる光景から、目を背そむけて逃げ出してしまった。




　　　　◆




　──いつまでたってもベーコンがカリカリにならない。どうしよう。

　フライパンの前で腕を組み、舞は考え込む。どうしようもなにもオリーブオイルを入れすぎればカリカリどころかビタビタにしかならないことは、ちょっと気の利いた小学生でもわかることである。が、舞まいはそのことには気づかず、しばらくの熟じゆく慮りよののち、極めて単純にその問題を解決した。

「……ま、いっか。玉ねぎ入れよっと」

　舞はまな板を持ち上げると、二センチ角の玉ねぎをフライパンの上にばらばらと落とし込んだ。盛大に油が弾はじけ、舞は思わず顔を引く。ぱちぱちと耳に気持ちのいい音、肉と玉ねぎの焼け混じる甘い香りに、舞は満足げな笑みを漏らした。油のハネが収まったのを見計らって、フライ返しでもって玉ねぎとベーコンを混ぜ炒いためる。フライ返しを忙せわしなく動かしながら、舞は首を伸ばして流し台の上に置いてあるレシピブックを読み上げた。

「なになに──『玉ねぎと米を入れて、しばらく炒める。米にオリーブオイルがよく絡まったら、トマトペーストと熱湯をフライパンに入れる。その際、とろみがつくように調整すること』──か。なんだ、簡単じゃん」

　指示どおり米を入れて、しばらく炒める。米とベーコンと玉ねぎがほどよく混ざるまでフライ返しでいじくり回した。それから舞はフライパンから手を離し、トマトペーストの缶詰を取り上げた。その間もフライパンは強つよ火びでじりじりと焼かれつづけているが、どうやら舞の世界には「焦こげるかも」という心配は存在しないようだった。

　プルトップ式の缶詰のフタを開けて、舞はフライパンに向き直る。そのまま彼女は、トマトペースト缶の中身を、全部フライパンにぶちまけた。

　述べ四百グラムの真っ赤な液状体がマグマのようにフライパンに満ちた瞬間、まさしく火山が噴ふん火かしたような勢いでフライパンがけたたましい音を立てた。小しよう爆発が連続して起こっているようなその音に、さすがの舞も目を見張ったが、それでも彼女は退却しようとはしなかった。歴れき戦せんの司し令れい官かんのような落ち着きでレシピブックに視線を落とし、それから熱湯の入った鍋なべを持ち上げる。

「よいしょっ──と」

　舞はそのまま、分量を量るなどといったまどろっこしい手間は一切省しよう略りやくして、中身のお湯をフライパンの中に注そそぎ入れた。背伸びをして顔を背そむけ、次はどんな化学反はん応のうが起きるのだろうかと、覚かく悟ごしているような表情だ。

　が、意い外がいにもお湯を入れたことによって、フライパンの上の爆発は急速に鎮しずまっていった。舞は拍ひよう子し抜ぬけしたように眉まゆを広げ、それからすぐに自信の笑みをその顔に取り戻した。あたしにかかればこんなもんよ──と小さく呟つぶやきながら、舞は再びレシピブックを取り上げて、その文面を読み上げた。

「次は、ええと……『混ぜながら煮つづけ、水分がなくなったらその都つ度ど熱湯を追加する。米が柔らかくなったらそのまま煮詰めて水分を飛ばし、仕上げに大さじ一杯のオリーブオイルと塩とコショウをふりかけて、でき上がり隠かくし味として赤ワインビネガーを少々』。なあんだ、これだけ？　楽らく勝しよう楽勝」

　あとは推すい移いを見守るだけだと知って、舞まいは重圧から解放されたかのように大きく伸びをした。意味もなくフライ返しでフライパンの中をかき混ぜながら、ふむ、と息を吐く。それから舞は、ふと二階の亮りよう史じの部屋の方向に、その視線を向けた。ぽつりと呟つぶやく。

「月つき島しまさん、喜んでくれるかなあ……」

　この料理を食卓の上に載せ、亮史をその場に迎えたときのことを思うと、自然と顔がにやけてきた。その言葉とは裏うら腹はらに、亮史がこの料理を喜んでくれるかどうかは、舞の中ではさしたる疑問にも不安にもなっていなかった。舞の頭の中では、すでに亮史がこれを見て喜んでくれることは確定であり、食べておいしいと言ってくれることも決定済みの事柄なのだった。好きな人のために料理を作る、ただそれだけのことが、こんなにも楽しいことなのだとは知らなかった。ぐつぐつと煮えてきたフライパンの中身を眺ながめながら、舞はこみ上げる幸せをこらえきれずに、「えへへ」と笑いを漏らした。




　調理を開始して、はヽじヽめヽてヽ問題が発生した。

　いつまで経たっても、一向に水分が減らない。

　強火でぐつぐつ煮立てている割には、あまり水分が蒸発していない様よう子すだった。減っていないのだから加えることもできないわけだが、その点がレシピブックの指示と違うからといって、気に病むような細い神経を舞が持っているはずがない。問題はそこではない。問題は、もう夕飯の時間が間近に迫っていることだ。

　亮史が夕飯を食べる時間はいつも決まっている。バイトが始まる一時間前だ。それまでには配はい膳ぜんも完成していないといけないのだが、水がまったく減ってくれないおかげで食器に盛りつけることもままならなかった。いくら舞でも、リゾットとおかゆが違うことくらいは知っている。そして現在フライパンの中でできつつあるのは紛まぎれもない味付きおかゆであり、そのことを認識してはじめて舞は、自分の調理になにか落ち度があったのではないかということを考えた。

　が、あまり深くは考えなかった。仮にひとつふたつ手落ちがあっても、過去にさかのぼれるわけではないのだ。今、舞が処理すべき問題は、ぐつぐつと泡あわ立だっている目の前の赤いおかゆを、どうやって『ベーコントマトのリゾット』に仕立て上げるか、ということだった。

　じんわりと考え込みながら、舞は手持ち無ぶ沙さ汰たに調味料を手に取った。赤ワインビネガーのフタを開け、それを振りかければたちまち水分が飛ぶのだとでもいうように、一いつ滴てき二滴と加えていく。その簡単な上下運動を続けるうちに、ふと舞の頭に閃ひらめくことがあった。──これならば、一気に問題が解決するばかりか、プラスアルファまでついてくる。あたしって、もしかして天才かもしれない。誇こ張ちよう抜ぬきで、舞はそう思った。

　そうと決まればあとは行動に移すのみだが、その前にやることがあった。レシピブックに載っていた『仕上げ』の項を施ほどこさなくてはいけない。別に『閃き』を実行に移してからでも問題はないと思うが、先に『仕上げ』をしたほうが舞まいの『閃ひらめき』もいっそう冴さえるはずだった。舞はレシピどおりに塩コショウをフライパンの中に振りかけて、それからぴたりとその挙動を止めた。何度も何度も、その文章を読み直す。

『仕上げに大さじ一杯のオリーブオイルと、適量の塩とコショウをふりかけて、でき上がり』

　──『大さじ』って、なんだろう。

　フライ返しとか包ほう丁ちようとかの、調理器き具ぐのひとつであることは間違いない。十五年の人生の中でも何度か耳にしたことがあるが、しかしそれが実際にどういう器具なのかということになると、これがさっぱり頭に浮かんでこなかった。家庭科実じつ習しゆうで使ったような気が、するにはするのだが──しかし、その形はぼんやりと霞かすんでいて、舞の頭の中で実体を結んでくれそうにはなかった。

　仕方なしに、舞は流し台の引き出しを片かたっ端ぱしから開けはじめた。それらしきものを探してみる。そんなことをしなくてもレレナを呼べばよさそうなものだが、「これは私の手料理」という思し考こうが頭にありすぎて、舞の中では他の誰かの手を借りることなど思いもよらぬことになってしまっていた。エッグスライサーや缶切りや、栓せん抜ぬきに割り箸ばしの束になぜかドライバー、その中に埋もれていたひとつの器具に、舞は目を輝かせて声をあげた。

「あ、あったあった。これが『大さじ』だ、きっと」

　そう言って、舞はそれを引き出しから取り出した。浅いお椀わんに長い取っ手を取り付けたような、まごうことなき調理器具。もしこの場にレレナがいたら、絹きぬを裂くような悲鳴と共に、こう言っていたことだろう。──それは大さじじゃない、それは、『おたま』だ、と。

　しかし今この場にレレナは居合わせず、従って舞の暴ぼう挙きよを止めることのできる人間も、誰ひとりとしていなかった。微み塵じんの悪意も欠片かけらの憎ぞう悪おも抱かずに、舞はただ無む邪じや気きに笑いながら、オリーブオイルをやけに巨大な『大さじ』のお椀になみなみと注そそぎ入れていった。




　　　　◆




「──主人。主人、起きろ。夕飯の時間だ」

　低い声が闇やみに響ひびき渡り、亮りよう史じの意識は緩かん慢まんな睡眠から浮上した。腕を伸ばし、棺かん桶おけのフタを取り外して、静かに上体を起こす。声の方向に視線を向ければ、ツキがドアの足元にちょこんと座り込んでいた。眠たげに目をこすりつつ、亮史は自らの使つかい魔まに礼を言った。

「ああ、ありがとう、ツキ。すぐに行くよ」

「早くしたほうがいいぞ。夕飯が冷めてしまうからな」

「……？」

　かすかな違い和わ感かんを覚える。いつものツキと違う。いつもならば、時間どおりに自分が起きたことを確認すれば、さっさと部屋から出ていってしまうのに、なぜか今日はずっと留まっている。その二つの金色の瞳からツキの思おも惑わくを読み取ることはできず、訝いぶかしげにツキのことを見ながら、亮りよう史じは棺かん桶おけから這はいずり出て、立ち上がった、つい、と鼻先を上に向けて、ツキは亮史のことを見上げる。

「なんだ？　俺の顔になにかついてるか？」

「……いや」

「だったら早く下へ行け。みな待ちわびているぞ」

　違い和わ感かんが強くなる。なにか面白がっているような気配。が、ツキはそれ以上観察されるのを避けるように、ひらりと身を翻ひるがえして小走りに部屋から出ていってしまった。首をかしげながら、亮史もゆっくりと部屋のドアを引き開けた。

　暗く乾いた廊下を、軋きしませながら歩いていく。吸きゆう血けつ鬼きの鋭えい敏びんな聴覚が、階下からレレナと舞まいが話し合っている声を拾った。それに注意を傾けながら、亮史は階段に足を載せた。軋んだ音が一ひと際きわ大きくなった瞬間、舞とレレナの話し声はぴたりとやんでしまった。

　若じやつ干かんの不ふ審しんを感じながら、亮史は玄関を迂う回かいして居間の扉の前に立った。ノブを摑つかみ、開くと、目の前には舞が上じよう機き嫌げんそうに笑いながら浮ふ遊ゆうしていた。

　──おはよう、月つき島しまさん！

「……ああ、おはよう」

　妙みようにテンションが高い。ツキの態度に覚えた違和感が、ここにおいて再燃しはじめていた。その原因を探ろうと居間に視線を巡らせる。と、レレナと一瞬だけ目があったが、すぐに彼女はその顔を伏せてしまった。まるで神の視線を畏おそれる、罪人のように。

　違和感に、不吉な予感が加わった。しかし目の前にいる舞は、そんな亮史の複雑な心境など、まるで配はい慮りよしてはくれなかった。自らがホストなのだと言わんばかりに腕を大きく居間の内部に向かって、舞は誕生日を祝うときのような声こわ音ねで、高々と宣言した。

　──ほら、見て月島さん！　今日の料理はね──なんと、このあたしが作ったんだから!!

「え？　本当？」

　思ってもいなかった事実を突きつけられて、亮史は純粋に驚いた。あの舞が、手料理を。そう考えてみても、吸血鬼である亮史の中にはさしたる情じよう動どうの変化も起こらない。へええ、とただただ感心することしきりの亮史に、舞は少し拍ひよう子し抜ぬけしたようだったが、それでもすぐに気を取り直して、亮史の背中にぐるりと回り込んでそれを押す真ま似ねをしはじめた。

　──ささ、座って座って！　メニューはね、『ベーコントマトのリゾット』と、『舞ちゃん特製オリジナルトマトスープ』！　さあさ、たんと召し上がれ!!

　トマト尽くしか。亮史は苦く笑しようする。大おお方かた吸血鬼だから、トマトジュースを主食にしているに違いないとか、そんな冗じよう談だん混じりの考えでメニューを決めたのだろう。別に亮史はトマトが好きでも嫌いでもなかったが、舞が腕によりをかけて作ったメニューならば、なんだっておいしく食べられるという気がした。まあ、味のほうは若じやつ干かんの不安があるが──それだって、友人であるレレナがプロ顔負けの腕うで前まえを持っているのだ。その辺は二人して、なんとか調整したに違いない。──そこまで考えた亮りよう史じの脳内に、ふと、先ほどの違い和わ感かんがまたぞろぶり返してくる。それとなく、亮史はレレナのことを見た。

　レレナは、決してこちらに視線を向けようとはしていなかった。顔さえ背そむけている。固く目をつぶり、一秒でも早く時間が過ぎ去るようにと願っているような表情で、レレナは、何事かを祈っているように見えた。その証しよう拠こに彼女の両手は固く合わさったまま、揃そろえた膝ひざの上にずしりと載せられている。周囲に漂うのは先ほどと同じ、神を畏おそれる罪人のような雰ふん囲い気き──あるいは、ギロチン台にかけられた知人の冥めい福ふくを祈っているような雰囲気。その頑かたくなな姿に、亮史の胃い袋ぶくろの温度が一度下がった。

　──ほら月つき島しまさん、早くってば！　冷めちゃうよ!!

　早くしたほうがいいぞ。夕飯が冷めてしまう──そう言ったツキの声が再び耳元に響ひびいた。亮史はなるべくテーブルの上を見ないようにしながら、促うながされるままソファに座った。数秒の精神統とう一いつの後、亮史は意を決して一連のメニューに目を向けた。

　ダンテの『神しん曲きよく』に出てきそうな光景が広がっていた。

『ベーコントマトのリゾット』──なるほど確かに、ベーコンはちゃんと使われているし、トマトの味付けもきちんと為なされているようだ。毒々しいまでに赤いその色が、なによりもそのことを如によ実じつに物語っている。アメリカ製の人工食品のような色合いはともかくとして、なによりも気になるのはベーコンと一対一くらいの割合でそこここから頭を出している、やけに大きな玉ねぎのほうだった。ぬらぬらと光る米のあいだから玉ねぎが突き出しているその光景は、地じ獄ごくの岩山に生き埋めになっている罪人の頭部を連想させる。そしてなによりも亮史の胃を重たくしたのは、米も玉ねぎもどう贔屓目ひいきめに見ても生なま煮にえにしかなっていないということだった。それ以上見ていると気がくじけそうだったので、亮史はその横のボウル皿に視線をそらした。

『舞まいちゃん特製オリジナルトマトスープ』──そこにあるのもやはり地獄の景観だった。こちらは至ってシンプルな『血ちの池いけ地獄』、贖あがないの血液と苦しみの涙で構成されているであろうそのスープには、真まっ向こう勝負のつもりなのか一切の具が浮いていない。死し海かいの如ごとき静せい謐ひつを誇るその水面に、わずかに形らしきものを投じているのは、油の膜まくと思おぼしき虹にじ色いろの円形だった。それがいくつもいくつも、大小様さま々ざまに水面に浮いている。スープの澄んだ赤とリゾットの濡ぬれた赤の色合いを交互に見て、亮史はひとつの推論を立てる。──まさか、リゾットを煮込んだ汁をそのままボウルに注そそいで、それをスープと言い張っているのではあるまいな。

　──どっちからでもお好きなように食べてね！　ほらほら早く早く!!

　そんなに急せかされても、亮史のほうにも都つ合ごうというものがある。スプーンを取るのにもそれなりの勇気を必要としたし、地獄の岩盤にそのスプーンを突き立てるのはさらなる覚かく悟ごを必要とした。それでも亮史はどうにかスプーンを手に取り、わずかな逡しゆん巡じゆんの後に、その先端を赤あか茶ちやけたリゾットに突き立てた。明らかに普段のリゾットとは違う、妙みように硬い感かん触しよくが亮りよう史じの指先に伝わってきた。そのままそれを持ち上げ、目の前に掲げる。

　舞まいがすぐ横で、いつの間にか笑顔を消して、真剣な眼差まなざしで見つめている。無言の視線は尖とがったナイフよりもよほど破壊力があるのだということを亮史は学習した。それでもまだ覚かく悟ごが決まらず、亮史は救いを求める視線を、恐らくはこの空間で唯ゆい一いつの味方であるレレナへと向けた。

　驚いたことに、レレナはその目を開けて、亮史のことをしっかりと見ていた。最期の瞬間くらい見届けなくてはダメだ、そんな責任感が働いたのかもしれない。レレナは亮史の視線を真正面で受け止め、その意味を一瞬で理解した。そして、理解した上でなお、はっきりと冷れい厳げんに、彼女は首を横に振った。言葉には出さずともその表情が雄ゆう弁べんに語っていた。食べてください。舞はそれをあなたのために、一生懸けん命めい作ったんです。だから、あなたには食べる義務があるんです。

　亮史は、腹を決めた。

　なにを怖れることがあるのか。そう自分を励ます。こんなものはなんでもない。最古の吸きゆう血けつ鬼きである自分にとって、まずい手料理を口にすることくらいがなんだというのだ。亮史はかつて様々な魔ま性しようと戦い、そのことごとくに打ち勝ってきた。それを思えば、これくらい──なんていうことは、ない、はずだ──

[image: ]

　あんぐりと口を開けて、亮史は、スプーンを口に入れた。そのままもぐもぐと、歯を動かして咀そ嚼しやくする。

　じゃりじゃりと音がして、口の中に砕けた米の破は片へんが散らばった。

「……………………」

　最大の意志力を発はつ揮きして、亮りよう史じはそれを飲み下す。レレナが尊そん敬けいの目で見ている。同時に舞まいが不安と期待の入り混じった表情で見つめている。その舞の顔を見返して、亮史は薄く笑いながら頷うなずいた。

「──う、ん。すごくおいしいよ。ありがとう、舞くん」

　舞は、弾はじけんばかりの笑みをその顔に浮かべた。

　──ああっ、よかった!!　まずい、なんて言われたらどうしようかと思った!!

　心の底からの、なんの疑いも混じらない喜びの声に、亮史は一瞬だけ口の中を這はいずり回る悪あく魔まの感かん触しよくを忘れることができた。作り笑いではなく本当の微笑を浮かべ、亮史はスープをひと掬すくいした。口に運ぶ。タールのような脂あぶらっこさが鼻の粘ねん膜まくを刺し激げきして、食道から砕けた米が逆流しそうになった。亮史は驚きよう異い的な精神力でそれを自分の内側に抑え込む。

　──どんどん食べてね、月島さん！　おかわりはいっぱいあるからさ！

「うん──ありがとう」

　それ以外に口にする言葉を、亮史は知らなかった。より正確に言えば、そんな言い回しに使っていられる気力は、亮史の中には存在しなかった。彼は今、全ぜん精力を目の前のメニューを片付けることに費やしていた。後に亮史がツキに語った、「千年の永ながきの中でもっとも辛つらかった戦い」は、まだ始まったばかりなのだった。
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[image: その六　ブラック・マンデー]







　その日ツキが目覚めてまず覚えたのは、胃い袋ぶくろの辺りにぐるぐるとわだかまる空くう腹ふく感かんだった。それほど差し迫ったものではなく、「小こ腹ばらが空すいた」に近い感覚だったが、それでもツキは迷うことなく目の前にいるレレナに缶詰を持ってくるように命令した。レレナは読みふけっていたクッキングマガジンからつと顔を上げ、しばらくツキの顔を見つめてから、ぱたぱたと足音を立てて台所へと向かっていった。

　ツキは大きくあくびをする。ヒゲを広げ、周囲の情報を知覚しはじめて、ふと鼻先を天井に向けた。しばしの黙もつ考こうの末、ツキは立ち上がり、伸びをして、ソファから飛び降りてとことこと歩き出した。と──

「どこに行くんですか？」

　レレナが意外そうに声をかけてきた。ツキは外へ向かいかけた歩みを止め、しかし振り返りはせずに、レレナに尻を見せたままきわめて簡かん潔けつに答えた。

「外だ」

「……でも、これ」

　そう言って、レレナは当とう惑わくした表情で猫ねこ缶かんに視線を落とした。彼女が手に持つ高級猫缶『八や雲くも』は、一缶五百円という常識外はずれの価格を持つブランド志向の猫缶である。その口を、間の悪いことにレレナはもう開けてしまったのだ。『八雲』は高級なだけはあり、猫缶の分ぶん際ざいで「開封後ごは早目にお召し上がりください」などという文句まで貼はりつけられている。開けたからには食べなくてはいけない。それはわかる。

　しかし、猫は気まぐれな動物である。そんな人間世界の通つう念ねんなど、まるで知ったこっちゃないのだった。

「気が変わった。今日はいらん。やっぱり取っておけ」

「やっぱりって──ツキさんが欲しいって言ったんじゃないですか。外に行くのはいいですけど、これ食べてからにしてくださいよ」

「だから気が変わったと言っている。レレナ、それはお前が食っていいぞ」

　レレナが不ふ機き嫌げんそうに黙り込む気配が後ろから伝わってきて、ツキはかすかな満足と共に歩みを再開した。その背中を追うように、レレナは非難めいた声をあげる。

「もうあげませんからね！　『八や雲くも』買ってきませんよ！」

　もちろんツキは、そんな言葉をかけらほどにも気にしてはいなかった。歩きながらあくびをし、ゆっくりと階段を上がっていく。レレナのことも猫ねこ缶かんのことも、もはや頭の片かた隅すみにも留めていない。ツキは『倒とう木ぼくの窓』に乗り上がり、はるか遠くのでこぼこの地平を望んだ。鼻から大きく息を吸い、ツキは嬉うれしそうに尻尾しつぽを振り立てた。

　ヒゲが知覚した情報どおり──今日は、稀まれに見る快晴のようだった。さんさんと陽光が降り注そそいでいるにもかかわらず、気温もさして高くはない。まさに絶ぜつ好こうの昼寝日和びよりだ。猫缶はいつでも食えるが、こんな最高の気候は今を逃したら次はいつお目にかかれるかわからない。ツキはひゅんひゅんと尻尾を振りながら、窓に立てかかった倒木の傾斜を下っていった。

　草地に降り立ち、すぐに目の前の塀へいに飛び移る。屋根に乗り上がると、心地よい直射日光がツキの黒い身体からだを貫つらぬいた。息を吸い込むと太陽の熱い匂においが鼻び腔こうに満ち、青天の眩まぶしさに目を細めながら、ツキはどこで昼寝をしようかと思し案あんしはじめた。

　なにしろ、最高の天気である。最高の寝ね場所で横にならなくては、昼寝という行為に対する冒ぼう瀆とくに等しかった。ツキはそんなことに頓とん着ちやくする性格ではないのだが、このときばかりはなぜかそんなふうに考えてしまった。単に浮かれていただけなのかもしれないが、もちろん本人はそんなことには気づかない。屋根から屋根へと飛び移りながら、その金色の瞳で油ゆ断だんなく周囲を観察し、ツキは最高の昼寝ポイントを探しはじめた。

　要点はいくつかある。まず第一に日陰であること。直射日光は確かに心地よいが、長時間浴あびていると茹ゆだってしまう。特にツキは黒猫であるため、その毛並みが日光を吸収してしまうのだ。とはいえ陰に籠こもってしまったのではこの快晴を楽しめない。日向ひなたの際にある日陰がベストな場所だろう。さらに付け加えるならば、なにか下に敷くものがあったほうがより望ましい環境である。猫はプライドの高い動物なのだ。よほど疲れているときでもない限り、地べたにそのまま寝ね転ころがるなどというみっともない真ま似ねはしたくなかった。

　三十分か一時間か、ともかくもその日のツキは、普段の彼であったらまずありえないほどの長時間を『最高の寝場所』の探たん索さくに費やした。別に探索などしなくても、環境のいい昼寝場ば所しよのひとつやふたつ覚えていてもよさそうなものだが、悲しいかなツキは猫であり、行き当たりばったりに生きている動物であって、その日自分がどこで寝たかなどというどうでもいい記き憶おくを収める容量は、脳みそのどこにも余ってはいなかった。

　それでもこのときのツキは、『最高の寝ね場所』を探し出すために彼なりに知恵を巡らせた。現代社会においていい環境というものは、すなわち富ふ裕ゆうな人間の作り出すものであるということを、ツキは猫ながら熟じゆく知ちしていた。湯ゆヶが崎さきは高級の名からは程ほど遠とおい、中流住宅街がいとでも表現すべき住宅街であったが、それでもやはり金持ちと呼ばれる人間がいるにはいるのだ。彼らの住んでいる地域の周辺ならば、絶ぜつ好こう、とまではいかなくても、まあ及きゆう第だい点てんをあげられるくらいの寝場所が見つかるに違いない。ツキはそう考え、その方面へと足を向けた。

　やがて──ツキは、まさしく『絶好』の昼ひる寝ね場所を発見した。

　白はく亜あの宮きゆう殿でんのような、およそ湯ヶ崎には似つかわしくないその建造物は、降り注そそぐ太陽の光を存ぞん分ぶんに受け止めて煌きらめいていた。思わずツキは目を細め、しばらくのあいだその偉い容ように見入ってしまったほどだ。特にツキを魅み了りようしたのは、邸てい宅たくの前方に広がる緑鮮あざやかな庭園もさることながら、その庭に面したいかにも風通しのよさそうなテラスが日陰の中にある、ということだった。ツキは塀へいから飛び降り、もっとよく観察しようと庭園に足を踏み入れた。肉にく球きゆうに感じる草地の感かん触しよくは、まるで羽は毛ね布団ぶとんのように柔らかかった。

　テラスに近づいてみて、ツキはますますこの場所が気に入った。籐とう製のテーブルの周囲に椅い子すが四脚置おかれており、テーブルの上には黒くろ無地のランチョンマット、椅子の上にはビーズの入ったクッションが載せられている。この快晴の中で、これほどまでの好こう環境を見つけ出して、なおも上を望もうとするほどツキは欲張りではない。彼は、今日の昼寝はここにすることに決めた。

　籐家具のでこぼこの感触を足裏に感じながら、ツキは黒いマットに近づき、猫の習性としてまずその匂においを嗅かいだ。いい香りがした。ツキはさらに満足し、両りよう前足でもってマットをもみもみと揉もみほぐし、それからその黒い身体からだをマットの上に横たえた。

　すぐ目の前に広がる景観を、まぶしそうに目を細めて見つめる。柔らかな日の光を浴びて佇たたずむ庭園の草木は、緑色に息い吹ぶいているように見えた。ツキは大きな大きなあくびをし、それからマットの上で目め一いつ杯ぱいその身体を伸ばすと、吸い込まれるように眠りの中へと落ちていった。




　　　　◆




　次に目を覚ましたとき、ツキは囚とらわれの身になっていた。

「…………」

　自分を取り囲む風景のあまりの変わりようにツキは混乱する。身を横たえている籐製のテーブルは同じものだ。黒いマットも、それに付着した香りも、ツキが寝に入ったときと変わりない。ただ四脚の椅い子すも緑に広がる庭園もどこにも見当たらず、代わって真っ白な壁と磨き抜かれたフローリングが、ツキの周辺を支配していた。どうやら、テーブルごと家の中に引きずり込まれてしまったようだった。

　周囲に視線を巡らせて、自分が現在いるのはどうやらテラスに面したリビングらしいと推測する。左手の壁は全面ガラス張りになっていて、先ほどまでツキの目を楽しませてくれていた緑の光景が、相変わらず陽光を浴びて息づいていた。ツキは視線を転じ、やけに広々とした室内を観察しはじめた。

　白しろ一面の壁紙には指先ほどの汚れも見当たらず、立ち並ぶ家具調ちよ度うど品ひんの数々は猫ねこ目めに見ても品がいい。大きなガラステーブルをコの字に囲む形で真っ白な革張りのソファが置かれている。あそこで寝るのも悪くないな、などという能のう天てん気きな思し考こうがツキの頭に生まれた。と、そのソファの上でテレビに見入っていた小さな頭が、不意にこちらを振り向いた。

　まだ十歳さいくらいの少女だった。短く整えた髪にぱっちりとした瞳、白い肌はだが印いん象しよう的ないかにもお嬢じようさま然ぜんとした女の子。顔立ちが似ているわけではないが、レレナの髪を黒く染めて五年ほど時間を巻き戻したら、ちょうどこんな雰ふん囲い気きの子供になるかもしれない。

　ツキの姿に気づくと、少女は瞳を大きく見開かせた。その中にちらつくのは、喜びの輝きだった。ツキは恐ろしく嫌な予感に襲おそわれた。ランチョンマットの上から跳ね起きて、軽い警けい戒かいの意味を込めて「シャッ」と牙きばを剝むく。が、少女はまるで怯ひるんだ様よう子すを見せず、大きな黒い目で嬉うれしそうにツキを観察してから、くるりと踵きびすを返してリビングから出ていってしまった。

　──なんだあいつ？

　自問しても、答えなど出るはずがない。ツキは警戒状態を解き、大きなあくびをしてから、もう一度リビングの中を見回した。

　少なくとも目につく限りでは、外に繫つながる脱出口を見出すことはできなかった。テラスに面したガラス張りの壁は一部開かい閉へいができるらしいが、残念なことに鍵かぎがかかっている。指を持たないツキにとって、どのような種類のものであっても『鍵』を開けることは至し難なんの業わざなのだ。ふう、と物もの憂うげにため息をついて、ツキはテーブルから降り立った。

　──ま、仕方ないか。

　ガラスを破ろう。ツキは、そう思った。

　ツキはただの猫ではない。吸きゆう血けつ鬼きである月つき島しま亮りよう史じの使つかい魔ま猫なのである。普通の猫とは比べ物にならないほどの高い身しん体たい能力を有した彼にとっては、ガラスを破ることなど障しよう子じを破るのと同じくらい容易たやすいことだった。ここの家人に対しては多少悪いと思うが──しかしまあ、どうせ猫ひとの承しよう諾だくも得ずに家の中に閉じ込めるような奴やつらだ。それに対する報いだと思ってもらうしかない。

　ツキはフローリングの床の上で伸びをし、身体をほぐし、もう一度あくびをして、さらに多少の毛づくろいをしてから、ようやくガラスに向き直った。ツキが通り抜けられるくらいの大きさの穴を切り裂いて作ればいいだけの話だ。ツキは顔を高く上げて、右前足をやや後ろに引いた。まずは左に一いつ閃せん。それだけを決め、目の前のガラスに神経を集中させる。

　そのとき、リビングの扉が蹴け破やぶられたような勢いで開いた。ツキは反射的に身体からだをすくませ、再び警けい戒かい状態に移行しながら跳ねるようにして扉に向き直った。見れば先ほどリビングから出ていった少女が、肩で息しながら微笑ほほえんでいた。何事だ。他のなにを思うよりも先に、そんな言葉がツキの脳のう裏りに浮かんだ。喜き色しよくを満面に溢あふれさせながら、少女はとてとてとツキに向かって駆け寄ってきた。駆け寄りながら、

「猫さんっ、猫さん！」

　と上気した顔で呼ばわってくる。それに対してツキは、他の猫であれば当然同じことをしたであろう処置を取った。即すなわち、逃げた。

　身を翻ひるがえしてテーブルの下をくぐり抜け、素晴らしい瞬しゆん発ぱつ力を発はつ揮きして矢のようにフローリングを駆けていく。間取りがわからないのが致ち命めい的だったが背に腹は代えられない。ぼんやり突っ立っていてあんなガキに抱きつかれるのを思えば、逃げながらでも隠かくれ場所を探すほかなかった。

　ツキは子供が嫌いだった。ツキに限らず、たいていの猫は子供を見ると即そく座ざに逃げ出すだろう。騒がしくて図ずう々ずうしくてワガママな上に自分勝かつ手て。こんな存在を天使だのなんだのと持ち上げる人間の気が知れない。もちろんツキの膂りよ力りよくをもってすれば摑つかまったところで簡単に逃げ出すことができるのだが──その際、子供のことを傷つけないでいられる自信まではなかった。

「あっ──」

　一いつ拍ぱく遅れて少女が反応する。慌あわててツキのあとを追いかけはじめるが、馬鹿にしてるのかと言いたくなるほど遅い。ツキは視線を左右に走らせて逃げ場を探した。すぐ見つかった。シックな感じの木製のドアに、バータイプのドアノブがついている。蝶ちよう番つがいの位置から押して開けることができるだろうと判断、ツキは疾しつ走そうの勢いもそのままにドアノブめがけて跳びかかった。

　前足をバータイプのドアノブに引っ掛けて、身体をドアに叩たたきつける。ちっぽけな猫の身体で開けられるドアの隙すき間まなどたかが知れていたが、開きさえすればこちらのものだ。ノブから前足を離して床に着地、半開きになったドアを押し開いてそのまま逃走を再開する。背後から感かん嘆たんしたような少女の声が響ひびいた。

「──すごい、頭いい！」

　お前よりはな。嘲あざけりの口く調ちようでそう呟つぶやいて、ツキは廊下に飛び出し──そのまま立ち尽くした。

　右を見る。左を見て、もう一度右を見て、ツキは混乱のままに、天井を見上げた。

　広い。

　長い。

　高い。

　現実感を失いそうなほどに延々と廊下が続いている。左右に延びる廊下には、軽く十を超える数のドアが立ち並んでいた。ツキは呆ぼう然ぜんとしてその場に足を止めてしまった。どちらに逃げればいいのかさっぱりわからない。まさかこんな広大な邸てい宅たくだとは考えてもいなかった。ここは無む闇やみに逃げ回るよりも、むしろ最初考えたとおり、ガラスを切り裂いて脱出したほうが手っ取り早いのではないか──そう考えて振り返ったツキのはるか頭上に、少女のにこにこ笑顔が迫っていた。全身の毛が逆さか立だつ感覚に、ツキは再び脱だつ兎との如ごとく駆け出していた。

「あ、待って──」

　右、大した理由もなしにそう決めて、ツキは四し肢しを伸びやかに動かしつづけた。わき目も振らずにただ走る。少女の制止の声など、最初から耳にも入っていなかった。ただ力の続く限り駆け、突き当たりの角を曲がり、それから急ブレーキをかけて停止した。

　目の前に延びる長い長い廊下、その向こうにずっしりと構えているのは、この大だい邸宅に相応ふさわしい重じゆう厚こうな玄関扉とびらだった。ここを抜ければ自由な外の世界が待っている。しかし──リビングのガラスなどとは比較にならないほど分厚く硬こう質しつな鉄製のドアを、猫であるツキが開けられるはずもなかった。

　──くそっ、ここはだめだ！　どこか他の逃げ道を──

　今度は振り返る間もなかった。使つかい魔まとしてのツキの鋭えい敏びんなヒゲが背後の気配を察さつ知ちし、ツキは再び前方に向かって跳ちよう躍やくしていた。空中で翻ひるがえり、床に着地したときにはもう、百八十度回転して後ろに向き直っている。廊下の角の陰から例の少女が、なぜだかすまなそうに覗のぞき込んでいた。舌した打うちでもしたい気分。

　──なんだってんだ、こいつ。俺をどうするつもりだ？

　ツキは油ゆ断だんなく身構える。少女がぴくりとでも動くたびに、「シャッ」と短く威い嚇かくして接近しようとするのを封じた。少女はしばらくその場でまごまごとしていたが、やがて先ほどからその手に持っていた丸い物体を床の上にことりと置いた。いい匂においがツキの鼻をくすぐる。

「あの──ごめんなさい、脅おどかす気は、なかったんだけど」

　そう言う少女の顔には、心底からのすまなそうな色が映っている。

　────？

　ツキは警けい戒かいのレベルを一段階落おとし、首をかしげてそんな少女の表情を観察した。危き害がいを加えるつもりは、ないらしい。子供にありがちな無む邪じや気きという名の図ずう々ずうしさを盾たてにして、ツキのことを好き勝手に弄もてあそぶつもりもないようだ。少女の顔から、彼女が床に置いた物体に視線を落とす。見覚えのある平べったい円筒形のその物体には、『超ちよう高級猫ねこ缶かん・叢むら雲くも』というラベルが貼はりつけられていた。
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「……」

　数時間まえのことを思い出す。今日初めて目が覚めたときのこと。腹が減っていた。レレナに猫缶を持ってこさせて、しかし結局それを口にすることなく家を出てしまった。そして今、「小こ腹ばらが空すいた」程度だった空くう腹ふくは、「なんでもいいから食わせろ」というレベルにまで成長していた。

「………………」

　とたとたと音を立てて、少女は廊下の奥に引っ込んでいった。使つかい魔まとしての全能力を駆く使しして、彼女がはるか遠くにまで去ったのを確認してから、ツキは缶詰に近づき、毒どく見み程度にその表面をなめてみた。

「…………………………」

　数分後。少女が慎しん重ちような足取りでミルクの皿を運んできたときには、すでにツキは完全に『叢むら雲くも』のとりことなっていた。




　　　　◆




　沈み込むほどに柔らかいクッションの上で、ツキは満足げに顔を洗っている。いぎたなくその腹まで見せて寝ね転ころがっているのは、よほど彼がリラックスしている証しよう拠こだった。少女を眼前で正座させ、自分だけがくつろいでいるその有あり様さまは、どこぞの王国の貴族様さまといった風情ふぜいである。とはいえツキとしては、目の前に人間がいないほうがずっと落ち着いて過ごせるのだが。

　警けい戒かいするツキに対して、少女は実に誠意ある対応を見せた。好意ある非ひ干かん渉しよう主義。無理にツキに触れようとせず、彼の欲することはできうる限り応えてくれる。玄関のドアは開けてくれなかったものの、その代わりにツキの関心を引くであろう様々なアイテムを次から次へと取り出して見せてくれた。『叢むら雲くも』をはじめとして、猫じゃらし、ネズミのおもちゃ、毛け玉だま、マタタビの粉末に、今ツキが座っている上質なクッションもそのうちのひとつだった。要するにツキはほとんどＶＩＰのような待たい遇ぐうをこの少女から受けつづけてきたわけで、そのことは少なからずツキの自じ尊そん心しんを満足させた。

　──別に閉じ込められたわけじゃないんだ。出ようと思えばいつでも出られるさ。

　それならば、とツキは思うのだ。どうせいつでも出られるのなら──この贅ぜい沢たくを存ぞん分ぶんに満まん喫きつしてからでも、遅くはないだろう。

　こういう思し考こうは絶対にいい結果を招かない。ツキは決して頭が悪くないのに、なぜかそうとは考えなかった。調子に乗っていたのかもしれない。なにしろこの少女ときたら、ツキがなにもしないうちから、それこそ女王蟻ありに奉ほう仕しする働き蟻のように次から次へと嗜し好こう品ひんを持ってくるのだ。あと少し、もう少し──とツキが思ってしまっても、仕方のないことなのかもしれなかった。

　それにしても、とツキは少女の顔をじっと見つめる。この娘、ただのガキじゃない。猫の扱い方に慣れている。無む闇やみに触らない、騒がない、なにか嫌そうな反応を見せたらすぐに視し界かいの外に消える、などなど、猫を刺し激げきしない方法を心得ているとしか思えない。もしかしたら猫を飼っていたことがあるのかもしれない。いずれにしろ、その慎つつしみ深い態度に対して、ツキは若じやつ干かんの好意を持った。あくまでも、他の人間に比べて、の話ではあるが。

　顔を見つめて、にゃあ、と鳴く。ただそれだけのことで、少女は崩れんばかりの笑顔を見せた。鼻先を少し上げて、鼻をふんふんと鳴らした。少女はにこにこと笑んだまま、試しに、という感じに、その手をゆっくりと近づけてきた。ここでツキが耳を伏せたり、あるいはそっぽを向いたりすれば、すぐに彼女は手を引っ込めるだろう。今まで少女が自分に触れようとするたび、ツキはずっとそうしてきたのだ。しかしこのときばかりは、ツキはどんな反応も見せず、ただ少女の大きな瞳をじっと覗のぞき込んでいただけだった。

　少女の手が頭に触れる。別になにも感じない。気持ちよくも悪くもなかった。だが、少女は嬉うれしそうだった。控え目に手のひらを左右させ、ツキの頭を撫なでる。自尊心がわずかに不満な声をあげたが、ツキはそれを無視した。それほど嫌なわけではなかったからだ。

　と、ツキは突然鼻はな先さきを巡らせて、あらぬ方向に目を向けた。その反応に勘かん違ちがいしたのか、少女は慌あわててツキの頭から手を離し、手だけではなく身体からだごと一メートルほど後退した。ツキは少女のことを一いち瞥べつしてから、クッションの上に顔を埋めた。面めん倒どうなことになりそうだ。寝たふりに限る。そう思った次の瞬間、玄関の方角からドアが閉まる重々しい音、ついでおっとりとした女性の声が聞こえてきた。

「ただいまー。碧みどり、いるの？」

「あ──お母さん！」

　そう叫んで、少女──碧みどりは立ち上がり、玄関に向かって駆けていった。今行けば。そんな考えがちらりとツキの頭をかすめる。今いま玄関に出ていけば、穏おん便びんにここから脱出できるだろう。母親のほうだって、自分のような野の良ら猫ねこが家に居座るのは好むまい。

　そんなことを考えながら、しかしツキはクッションの上から動こうとはしなかった。その寝ね心ごこ地ちがあまりにも心地よかったためでもあるし、まだ少し腹が減っていたためでもある。目の前に置かれた数々の嗜し好こう品ひんも、まだ充分に楽しんでいなかった。

「ねえねえお母さん、聞いて聞いて！」

「ん？　なに、どうしたの？」

　声が近づいてくる。ふう、と鼻から息を抜いて、ツキは尻尾しつぽをぱたぱたと振り回した。やがてドアが開く音、ついで母親が息を吞む音が、鋭えい敏びんなツキの耳に聞こえてくる。

「──ウルシ!?」

　意外なその名に、ツキは思わず顔を上げた。買い物袋ぶくろを手にして驚いたように立ち尽くしているのは、碧によく似た顔立ちの穏おだやかな女性だった。その腰元にしがみつくようにして、碧は元気に声を跳ね上げる。

「ううん、違うよ。ウルシじゃない。でもウルシにとっても似てるの！」

「……あ、うん、そうね。ウルシはおじいちゃんだったもんね」

「そうだよ！　だからきっとこの子はウルシの子供なの！　だってすごく似てるんだもん！」

　ツキは複雑な面おも持もちで母子の会話を耳にしながら、再びクッションの中に顔を埋めた。似ているのは、当たり前なのかもしれない。ウルシはツキがまだ普通の猫だった頃に作った子供たちの、遠い遠い子孫に当たるのだから。

　そういえば、と今いま頃ごろになって思い出した。碧というのは、このあいだ舞まいが持ち込んできた相談事の当事者だったのではないか。一体どういう経緯を経たものか、幽ゆう霊れいである舞に飼い猫であるウルシを探してくれと頼み込んだのだ。もう何日も帰ってこないからと。しかし、ツキが知っている限りでは、ウルシはかなりの高こう齢れいの猫だったはずだ。そんな年寄りが住処すみかから離れてどこかに消えたとなれば、それはもう、この世にはいないということだ。

　束つかの間ま、かつての生活に思いを巡らせる。あの頃にも大勢の仲間がいた。無む論ろん、もう生きているものは一匹もいない。ツキを除いては。だが、いくら使つかい魔ま猫であるツキとはいえ、永遠の寿じゆ命みようを持っているわけでない。ツキもいずれ死ぬ。それがいつ、どこで、どんな状況なのかはわからないが──しかし、生き物である以上は、いずれは死ぬのだ。

「学校から帰ってきたらね、あの子がテラスのテーブルの上で寝てたの！　だからテーブルを家の中に入れて、ウルシが帰ってきたらあげようと思ってた缶詰もおもちゃもみんな出して、おもてなししたの！」

　碧が嬉うれしそうに喋しやべっている。彼女が大切にしていたウルシも──死んだ。彼女はそのことを、認識しているのだろうか？　薄うす目めを開けて観察した限りでは、ウルシの死を──否、『死』という概がい念ねんそのものについてすらも、理解してはいないようだった。どこか遠くに行ってしまった、というくらいにしか考えていないのかもしれない。これくらいの年ねん齢れいならばそんなものなのだろう。

　しかし、さすがに母親のほうはウルシがどうなったのか予想はついているようだった。ウルシの名が出るたびに、優しそうなその顔に困ったような陰が滲にじむ。それでも慈じ愛あいの笑みを口元にたたえながら、母親は碧みどりの髪を優しく撫なでて、言った。

「そう──よかったわね。ウルシもきっと喜んでるわ。自分の子供まで碧ちゃんに面めん倒どう見みてもらえたって」

　ツキは耳を伏せ、クッションの上でじっとうずくまりながら、ふん、と鼻を鳴らした。欺ぎ瞞まんに満ちた物言いだ。生きているものがなにをしたところで、死んだものは喜びもしないし、悲しみもしない。

　しかし碧はそれを聞いて、無む邪じや気きに笑った。きらきらとよく輝く瞳で母を見上げ、とびきりのアイデアを思いついたかのように弾はずんだ口く調ちようで、碧は言う。

「ね、お母さん！　この子もうちで飼お？　ウルシが帰ってきたらきっと喜ぶよ。だって親子で一緒にここに住めるんだもん！」

　ツキは母子に見えないようにそっと唇を歪ゆがめた。俺を飼う？　ただの人間が？　あまりに馬鹿らしくて笑い飛ばす気にもなれないが、じっくりとそのことに思いを巡らせるうちに、あるいはそれもいいかもしれない、などと思えるようになってきた。

　ガラスを破ればいつでも逃げることができるわけだし、それにそもそもウルシとて『外そと飼がい』の猫だったのだ。そうでなければその存在が野の良らのボスであるツキにまで届くということはありえない。飼うだの飼われるだの難しいことは考えず、単に月つき島しま宅のほかにもうひとつねぐらが──それも月島宅などよりはるかに上等なねぐらが増えると思えば、それは決して悪い考えではなかった。無む論ろん、主人である月島亮りよう史じの許可は得なくてはいけないだろうが、何事につけても適当な彼のことだ、言えば簡単に許してくれるに決まっていた。

　ここが、俺のねぐらになる。そう考えただけでも、じわりとした喜びが滲にじみ出てくるのを抑えることができなかった。あの緑に輝く庭園も、風通しのいいテラスも、王おう侯こう貴族の寝台の如ごときクッションも、『超ちよう高級猫ねこ缶かん・叢むら雲くも』も、すべてが自分のものになる。その誘ゆう惑わくには、本来ならば物ぶつ欲よくに乏しいはずのツキでさえも惹ひきつけられてしまうほどの魅みり力よくがあった。

　母親はしばらく眉まゆ根ねを寄せて微笑ほほえんでいた。本音では、自分を飼うことには反対なのに違いない。ツキとしても家人に疎うとまれてまでここにいようとは思わなかった。特に近年の日本社会においては、家内での母親の発言力は絶大なものになっていると聞く。彼女の意見は、ツキが今後この家をねぐらとして使えるかどうかという点で重要だった。

　しばらく碧の無む垢くな笑顔を見下ろしてから、やがて母親は「降こう参さん」とでも言うように首を振った。

「……そうね。いいわ。碧みどりがそうしたいんなら。お父さんには私から言っておいてあげる」

　碧の喜びようといったらなかった。文字どおり飛び跳ねて、碧は自分の母親の腰に抱きつき、十回以上も「お母さん大好き」と叫んだ。あまりの騒がしさに耳を伏せ、ツキは再び寝る体勢に入る。ねぐらは寝るためにあるのだから、当然だった。

　目を閉じる一瞬前まえ、母子が連れ立ってリビングを出ていくのが見えた。またなにか、嗜し好こう品ひんを持ってくるのだろうか。そんな甘い考えに浸ひたりながら、ツキは満足げに喉のどを鳴らし、静かに眠りの中へと落ちていった。




　　　　◆




　そして次にツキが目を覚ましたとき、彼は堅けん牢ろうな檻おりの中に入れられていた。

「…………………………………………」

　一気に眠気が飛んだ。冷水を浴びせかけられたような気分。彼の周りを囲んでいるのは紛まぎれもない檻で、ご丁てい寧ねいに鉄てつ格ごう子しまでついている。左右にぶんぶんと首を振り、匂においを嗅かぎ、味あじ見みまでして、ツキはこの檻が紛れもない金属製であることを確認した。いくら使つかい魔ま猫でも、金属を切断することなどできはしない。つまり、逃げられない。

「──────────────っ!?」

　ツキは跳ね起きて、その拍ひよう子しに頭を天井にぶつけた。足元の柔らかなクッションとは違い（恐らくこのクッションごと自分をこの牢ろう獄ごくに引きずり込んだのだろう）、天井は硬く、冷たく、そして低かった。この檻自体が、猫ねこ一匹収おさめるのがやっとというくらい狭く、先ほどまで広大なリビングで惰だ眠みんを貪むさぼっていたのが噓うそのようだった。

　落ち着け。自分にそう言い聞かせる。まずは現状分ぶん析せきだ。一体なにがどう転んで、このような檻にブチ込まれるハメになってしまったのか。まずはそれを知らなくては。

　と、ツキがそう思った瞬間、先ほどとなんら変わりのない笑顔を浮かべた碧が、鉄格子の向こうにひょっこりと現れた。喉のど元もとまで這はい上がってきた「ここから出せ！」の一言を必死に吞み込んで、ツキは精せい一いつ杯ぱいの威い嚇かくをしてみせた。

　その瞬間、碧の眉まゆが悲しそうに下がった。立ち上がり、振り向いて、遠くにいるらしき母に向かって告げる。

「ねえ、お母さん、やっぱりこの子嫌いやがってるよ。嫌がってること、しちゃだめなんだよ」

「しょうがないでしょ。いくら本人が嫌がってても、もしかしたら病気を持ってるかもしれないじゃない。それで死んじゃったりしたら、碧だって悲しいでしょ？」

「それは、そうだけど……」

「飼う以上は病院で調べてもらわなくちゃだめよ。聞き分けなさい、碧」

「…………はぁい」

　──病気など持ってるはずないだろうが！　早く出せ!!

　そう叫びたい衝しよう動どうをかろうじて封じ込める。こんな逃れられない場所で人の声など出したら、どうなるかわかったもんじゃなかった。目の前にいるこいつだけならどうとでも切り抜けられるが──しかし、向こうに母親がいる。母親に騒がれたら非常に面めん倒どうなことになってしまう。

　ツキはぶんぶんと首を振った。檻おりの壁を引っかき、どうにかして逃げられないものかと試行錯さく誤ごしてみるが、結局不ふ快かいな金属音が響ひびいただけに終わった。碧みどりがびくっと身をすくませ、慌あわてて耳を覆おおう。いくら引っかいてもかすかな傷ができるだけで、到とう底ていツキの爪でこの檻を破壊することなどできそうになかった。

　やはり自力で脱出するのは不可能だ。碧を説得したほうが手っ取り早いかもしれないが、しかし普通の人間の前で言葉を発したことは一度もない。できればそれは、最後の手段にしたかった。

　いくら考えてみても、チャンスは一度しかない。病院に運ばれて、診しん察さつ台だいに載せるために檻から出るほんの一瞬。その一瞬を突いて脱出、そのまま動物病院の窓ガラスを切り破って逃走する。これぐらいしか、今のツキが自由を得る方法は見つからなかった。

　となればそのときのために、体力は温おん存ぞんしておくべきだ。ツキは苛いら立だつ神経をどうにか鎮しずめて、その場に座り込んだ。鉄てつ格ごう子しの向こうで碧が恐る恐るツキを観察している。もはや目の前の少女に対して、一いつ片ぺんの好意も感じることはできなかった。しょせんは人間だ。万ばん物ぶつの霊れい長ちようだのなんだのと得意がって、自分の独どく善ぜんを他の生き物に押しつけて涼しい顔をしている自じ己こ中ちゆう野郎なのだ。確かにウルシはこいつらの世話になったのかもしれないが、自分まで世話にならなければならないなどという法はどこにもない。碧ちゃんに面倒を見てもらえる、だと？　身み勝がつ手てな欲求を体ていのいい言葉で粉ふん飾しよくしているだけだろうが。

「あの……」

　耳を貸す気もなかった。ツキはふいと顔を背そむけ、耳を伏せた。それを見て、なにか言いかけた碧が黙り込む。しばらくの逡しゆん巡じゆんのあと、ようやく碧は言葉を続けた。

「その、ちょっと、ほんのちょっとだけだから、終わったら、ごはんいっぱいあげるから。それまで我慢して、ね？」

　檻の中ではどんな上等な飯だってブタメシに過ぎない。猫にとって最大の贅ぜい沢たくは自由でいるということだけだ。どのように贅を尽くした嗜し好こう品ひんでも、その代わりにはならない。怒りを漂わせた沈ちん黙もくを守るツキに、碧はまるで人間に対しているような必死さで説きつづけた。

「すぐ終わるから、本当にすぐだから！　『しゅじゅつ』をするのは怖こわいかもしれないけど、でも、全然怖くないから。ほんとだよ？　別に死んじゃったりとか怪け我がしたりとか、そういうことは全然ないから、だから大丈夫だよ」

　──『手術』？

「お母さんがね、言ってたの。ウルシは外に行っちゃったから帰ってこないんだって。だから猫さんはおうちで飼いましょう、って。そのために、碧みどりはよくわかんないけど、『きょせいしゅじゅつ』っていうの、しなきゃだめなんだって。そうしないと、おうちを汚しちゃうんだって」




　去ヽ勢ヽ？




　その意味に気づいた瞬間、ツキは後方に飛び跳ねていた。狭い檻おりの中でそんなことをしたものだから、尻尾しつぽと後頭部と尾びてい骨こつをしたたかに打ちつけてしまったが、しかしそんな些さ事じにはまるで気づかないほど、ツキは戦せん慄りつしていた。

　──去きよ勢せい？　去勢!?　他た生物の生せい殖しよく機能を人間が勝手に取り去る行為！　自然に対する冒ぼう瀆とくを具ぐ現げん化かしたが如ごとき、野や蛮ばんで下げ劣れつで傲ごう慢まんで邪じや悪あくでおぞましいおよそ考えうる限りのすべての否定的な形容詞しを冠かんする最悪の行為!!　それを、この俺に、するだと!?

　碧は『去勢』という言葉の意味が理解できていないようだった。ツキの激げき烈れつな反応に、素直な驚きを返してくる。

「猫さん、碧の言うことがわかるの？」

　やかましい、と心しん中ちゆうで怒ど鳴なりつけ、ツキは再びその場でぐるぐると旋せん回かいしはじめた。これは真剣にまずいことになった。病院に到着してから逃げ出す、などという悠ゆう長ちようなことを考えている場合ではないかもしれない。手術を行うとなれば麻ま酔すいをする用意も整っているだろう。それを打たれてしまったらどうしようもない。使つかい魔ま猫とはいえ『再生』の能力は持ち合わせていないし、麻酔に対する耐たい性せいなどというものも存在しない。麻酔を打たれて前後不ふ覚かくに陥り、そして気づいたときにはすでになにもかもが手遅れになってしまうだろう。

　俺が、玉たま無なしに。その言葉を呆ぼう然ぜんと思い返してみて、はじめて恐怖がツキを襲おそった。これまでにどのような敵、どのような化け物と対たい峙じしてもツキは微み塵じんも怖おじることがなかったが、このときばかりは別だった。それは、ツキの尊そん厳げんに関わる問題だからだ。

　脱出しなくてはならない。それも、今、早急に。人じん語ごを喋しやべっては面めん倒どうなことになるとか、そういうことを言っている場合ではなくなってしまった。ツキは碧に向き直り、彼女を説得しようとして、その瞳がこれまで以上に光に満ちているのを見た。

「すごい──すごい！　猫さん、やっぱり人の言葉がわかるんですね!?　ね、ね、やっぱり猫の王国とかってあるんですか？　猫のお城は？　猫の騎き士しさんは？　猫の王様は!?」

　絶望の影が覆おおいかぶさってくるのをツキは感じた。これはいかん。今こいつの目の前で本当に人語を喋しやべったりしたら、かえって逆ぎやく効果になってしまうだろう。人の言葉を話す猫。そんな貴き重ちような種を、この娘が逃すとは思えない。夢ゆめ見みがちな好こう奇き心しんの塊かたまりとでも言うべきか、碧の疑問のすべてに答えるまで、決して彼女はツキを解放しようとはしないだろう。と、遠くから母親の声、

「碧みどり、仕度したくはできた？　お母さんのほうはもうちょっとかかるから、少し待っててね」

　その声がさらにツキの焦しよう燥そうを煽あおり立てる。周囲を鎧よろうのは鋼こう鉄てつの檻おり、目の前にいるのは無む邪じや気きにして残ざん酷こくな番ばん人にん。この状態でどうやって逃げればいいというのか。ツキは諦あきらめという言葉からもっとも遠くにある性格をしていたが、それでもやはり現状が、希望も希望になりえそうな材料も見当たらないということに変わりはなかった。

　焦りと恐怖が冷静な思し考こうをじわじわと蝕むしばんでいき、脳は無意味な空回りをしはじめる。鼓こ動どうが嫌な感じに脈打ち、先ほどたっぷりとミルクを飲んだにもかかわらず、ざらざらの舌がからからに渇かわいていくのを感じた。ツキはその焦燥を鎮しずめるため、下を向いて大きく息を吐いた。

　そのときだった。

　ツキには見えない視し界かいの外から、天使のような救いの声が響ひびいてきた。

　──やっほー碧ちゃん、遊びにきたよー

「あ──天使さま！　やっほー！」

　ツキにはよくわからない挨あい拶さつを交わして、碧は鉄てつ格ごう子しを覗のぞき込むのをやめ、立ち上がった。ツキからは碧が話している相手が誰なのかは見えない。しかしその声は、毎日毎日うんざりとするほどツキの耳を騒がせてきた声だった。

　舞まいだ。

　……助かった。

　不ふ覚かくにもツキはそう思ってしまい、腰からへなへなと力が抜けるのを感じた。尻の辺りから背中まで、背骨のラインを忙せわしなく行き来していた寒さむ気けがすっと引いていく。目の前では碧が無む邪じや気きそうに『天使さま』に対して報告をしていた。

「天使さま、この子すごいんですよ！　人の言葉がわかるんです！　猫なのに！」

　──は？

「きっと猫の国の人なんですよ！　絵本で読んだことがあるんです。どこかの木の中には猫の王国があって、そこでは猫の人や猫の騎き士しさんや猫の王様たちが面白おかしく暮らしてて、猫に親切にしてる人はそこに連れてってもらえるって──」

　──ああ、はいはい、そうね、すごいね。うん。ちょっと見せてくれる？

　鉄格子の上方から、逆さになった舞の顔がひょっこりと現れた。檻に囚とらわれた惨みじめなツキの姿を目にして、その口元が「ひくっ」と引きつった。ツキはつとめて無表情を装う。ムカつくが、しかし助けてもらうまでは我慢しなくてはならない。
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「碧、猫の王国に行くのが夢なんです！　それで、猫に囲まれて暮らしたいんです！　だからこの猫さんにいっぱい親切にして、それで連れてってもらいたいなって──」

　──うんうん、そうよね、夢は大事よね。ところで碧ちゃん？

「？　はい」

　──天使さま喉のどが渇かわいちゃった。悪いんだけどなにか飲み物持ってきてくれる？

「あ──はい、ごめんなさい、すぐに持ってきます！」

　すぐに踵きびすを返して、ぱたぱたとやかましくリビングを出ていく。その背中に「ごめんね、別に急がなくていいからね」と優しい言葉をかけてから、舞まいは天使の笑顔を貼はりつけたままツキに向き直った。

　──それで？

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのその態度が最高に気に入らない。ツキは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、すねたような口く調ちようで言う。

「…………それで、とは」

　こんな馬鹿がこの地球上に存在していたのか、という表情を浮かべて、舞は大げさに肩をすくめた。一言一言嚙かみ締めるようにして、

　──それで、なにが、どうして、こんなことになっちゃったの？　って聞いてるんだけど

「昼寝してたら、捕まった」

　──ふう～ん、大変だねえ。いつもあんなに偉そうにしてるツキくんがねえ。そんな簡単に捕まっちゃったんだあ。ふう～ん

　ツキはその目に敵意すら滲にじませて、舞のことをぎらりとにらみつけた。

「俺を、いたぶるつもりか。さっさとここから出せ」

　──え、なになに、なにその態度。物をお願いするときにそんな態度する人なんて初はつ耳みみ。あ、猫だからしょうがないのか

「ふざけるな。また吹っ飛ばされたいのか？」

　舞まいは大きく両腕を広げ、へらへら笑いながら、

　──ん？　いいよ？　どうぞ吹っ飛ばせば？

　深しん呼吸をしなければ息苦しくなるほどにムカついたが、しかし確かに舞の言うとおり、物事を頼むときにはそれなりの態度というものがあるはずだった。第一こちらの（オスとしての）命は舞に握られているのだ。下へ手たに機き嫌げんを損ねてはまずい。ツキは屈くつ辱じよくを飲み下し、ぺこりとその頭を下げた。

「……すまん、悪かった、このとおりだ。頼む。ここから出してくれ」

　しかしツキのその行動を見ても、舞は渋じゆう面めんを崩そうとはしなかった。床の上にあぐらをかいて腕を組み、わざとらしく顔をしかめる。

　──うーん、なんかイマイチ誠意が感じられないなあ。口く調ちようがなってないと思うなあ

「……………………」

　息を吸い込んだ。それなりの覚かく悟ごを必要とした。ツキは視線を落とし、ひとつずつ吐き出すようにして、その言葉を喉のどから捻ひねり出した。

「……すいませんでした。このとおり、お願いしますから、俺を助けてください」

　顔を上げると、舞はだらしなく寝そべったまま頰ほお杖づえをついて、相変わらずにやにやしながらこちらを観察していた。すでにツキの尻尾しつぽは限界まで太くなっている。このクソ笑顔に爪を突き立てるためならば、鉄てつ格ごう子しの一本や二本切せつ断だんできるかもしれない、と思った。

　──ねえねえ、それさ、誰に言ってるの？

「なに？」

　──あたしに言ってるの？　あたし誰だっけ？

「……舞」

　──舞？

「…………舞、さん」

　──舞さん？

「………………舞……さま」

　──うん、いいね、続けて言ってみようか

　なんでこんなことに陥ってしまったのだろう。唐とう突とつにそう思う。自分は、ただ、快適な昼寝を楽しもうと思っただけなのに。欲を搔かいたのがいけなかったのだろうか。贅ぜい沢たくをしたのが罪だったのだろうか。これほどの辱はずかしめを受けなければならないほどの罪ざい悪あくを、自分が犯したとでもいうのだろうか。この世に神というものがいたとして、ツキはそいつに向かって呪のろいの言葉を吐きつけたい気分だった。

　しかし神はツキの声の届く範囲には存在せず、代わりにいるのは日頃の鬱うつ憤ぷんをここぞとばかりに晴らそうとしている性しよう悪わるな幽ゆう霊れい娘がただひとり。そのことを認識した瞬間、ツキの中のなにかが吹っ切れた。透明な表情を浮かべる。目を細め、極めて機械的な口く調ちようで、ツキはよどみなくその台詞せりふを言った。

「舞まいさまお願いいたします、人間に囚とらわれ哀あわれにも病院に連れ去られそうになり貞てい操そうの危機を迎えているこの惨みじめな猫を助けてやってください」

　舞の顔から笑みが消えた。「やば」という表情。やりすぎたと思ったのだろうが、覆ふく水すいは盆ぼんに返らない。立ち上がり、深しん呼吸をし、『実体化』して、四つん這ばいになって鉄てつ格ごう子しを覗のぞき込み、あらためて笑顔を復活させた。追つい従しようの笑いだ。

「や、やだなあツキくんたら、ほんの冗じよう談だんなのに。もちろん助けるよ、だって大切な仲間だもんね」

「舞さまお願いいたします」

「いや、その、さ、さまなんてつけなくていいからさ」

「お願いいたします」

「──その、助けるのはいいんだけど、条件がひとつあるの」

「なんでございましょう」

　あまりにも虚うつろなツキの瞳に、舞ははっきりと恐怖を浮かべた。

「…………あの、助けても、あ、あたしにはなんにもしないでね？」

「もちろんでございます」

　舞は口を噤つぐんだ。信用できないが、しかしここで助けなければ後が怖すぎる、といったところだろうか。ツキはそれを見てもなにも感じない。ガラスのような視線をじっと舞に注そそいでいる。

「じゃ、じゃあ、開けるからね」

　それだけ言うと、舞は檻おりを跨またぎ、ツキの視し界かいから消えた。鉄格子の上のほうから舞の腕が伸び、鍵かぎ穴あなの辺りをごそごそとまさぐりはじめる。

　やがて、鍵の外れる音が響ひびいた。

　解放の音だった。

　が、それを聞いても、ツキの心にはどんな動きも起こらなかった。風ひとつない湖面のように、ツキの内部はしんと静まり返っていた。鼻先で鉄格子をちょんと押す。どれだけ押してもびくともしなかった牢ろう獄ごくの扉が、それだけであっさりと開いた。

　リビングに出て、ツキは後ろを振り返った。舞は恐怖に顔をびきびきに引きつらせながら、『実体化』を解といて上空に浮ふ遊ゆうしていた。無感動なツキの顔を見て、「あはは」と硬直した笑い声をあげる。ツキはそれに対して、とびきりの優しい笑顔で答え、




　シャ────────────────────────────────ッッッ!!




　使つかい魔ま猫の全力を叩たたきつけられた舞まいは身体からだをくの字に折りながら天井を突き抜け、はるか空の彼方かなたに吸い込まれて星になった。今後一ヶ月間かんは舞を見かけ次第こうすることにしよう。静かにその決意を固めながら、しかしツキの心はどこまでも空くう虚きよだった。沈んだ足取りで、ガラス面にまで向かう。

　と、ツキの叫びを聞きつけたのだろうか、慌あわただしい足音と共にリビングのドアが開いた。大きな盆ぼんに二つのオレンジジュースを並べた碧みどりが、驚きよう愕がくに目を見開いてツキのことを見ていた。

　ツキは寂しげに笑う。もはやなにもかもがどうでもよかった。碧の視線を真まっ向こうから見返しながら、ツキはぽつりとこう言った。

「……じゃあな」

　碧が息を吞む。ツキはガラスに向き直り、目にも留まらぬ速さで爪を走らせた。きききん、と鋭い音が響ひびいて、三角形に切り取られたガラスが向こう側に落ちた。その穴をくぐり、ツキはようやく外の空気を吸い込むことができた。

「──猫さん!!」

　碧の声が響く。ツキは振り返らない。できればもう二度と関わりたくなかった。オレンジ色の斜しや陽ように目を細めながらツキは走り出し、あっという間に庭園を横切って、塀へいの向こうへと消えていった。




　　　　◆




　月つき島しま宅に帰ってくると、ツキはすぐにソファの上にその身を横たえた。二、三時間ほどまどろんだ気がする。へとへとに疲れきっていたにもかかわらず、深い眠りにまで落ち込むことはなかった。夢の深しん淵えんに、思い出すのもおぞましいほどの悪あく夢むが潜ひそんでいたからだった。

　目を覚ましたツキは、どろりと重い身体を引きずって台所に向かった。腹が減っていた。あれだけの焦しよう燥そうとあれだけの恐怖を味わったのだから、相当量のカロリーを消費してしまったに違いない。それにしても、あの『叢むら雲くも』は本当にうまかった、と思う。すでにツキの中では、碧の家で振る舞われた数々の嗜し好こう品ひんに対する魅力は激げき減げんしていたのだが、『叢雲』の味だけは別格だった。それよりも一段劣るとはいえ、月島宅に残っている『八や雲くも』を食べてあの美び味みを思い出したかった。

　台所ではレレナが夕食の準備をしていた。とんとんとんとん、というネギを刻む音が耳に心地いい。その背中に、ツキは声をかけた。

「レレナ」

「なんですか」

　振り返りもせずにレレナはそう答える。冷たさを含んだその態度に、ツキは少したじろいだ。が、すぐに気を取り直して、用件を伝えた。

「腹が減った。『八や雲くも』を開けてくれ」

「ありません」

「……なに？」

　ツキの疑問の声を聞いても、レレナはやはり振り向かない。なんだかよくわからないが怒っているようだった。しかし、なぜその怒りを自分が受け止めなくてはいけないのか。ひと時たりともネギを刻むその手を休ませずに、レレナは言う。

「今日の昼にツキさんにあげた『八雲』が最後の一缶でした。でもツキさんは食べませんでしたから、あれは野の良らにあげちゃいました」

「しかし、お前、買い物に行ったんだろう。だったらそのときに買ってくれば──」

　レレナはようやく振り返った。その目に浮かぶのは、純粋な怒りの色だ。

「もう買ってきませんから、って私は言いましたよね？　だってツキさん、開けてもどうせ無む駄だにしちゃうんじゃないですか。無駄になるもののために五百円も払いません。だから買ってきませんでした」

「……いや、あれは…………」

「代わりに、これを買ってきました。今日からツキさんのご飯はこれです」

　そう言って、レレナはきびきびとした動作で包ほう丁ちようをまな板の上に置き、流し台の下の戸と棚だなを開けて中から三缶一パックになった缶詰の束を取り出した。がんっ、と叩たたきつけるようにしてツキの目の前にそれを置く。ラベルには『猫ねこ缶かん・出雲いずも』とあった。一缶五十円だった。パックに貼はりつけられた『格かく安やすセール品』という赤いシールが目に染みた。

「…………これを？」

「これです。もう『八雲』は買ってきません。食べ物を粗末にしたり贅ぜい沢たくしたりする人には、これで充分です」

　その言葉は、レレナが意図したよりもはるかに深くツキの心に突き刺さった。ツキは重いパンチを受けたボクサーのようにぐいっと胸をそらすと、しばらくのあいだなにかを嚙かみ締めるように天井を見上げていた。やがて、「そうか」と消え入りそうな声だけを残して、ツキはとぼとぼと居間に戻っていった。

　常ならぬその口く調ちようやその歩調に、ツキの背中を見送るレレナの顔が怪け訝げんそうな色を浮かべる。が、すぐに彼女は気を取り直して、まな板に向き直った。

　刻んだネギを鍋なべに入れ、台所専用の時計に視線を走らせる。時刻はもうすぐ六時、この分ならちょうど亮りよう史じを起こす頃ころ合あいに支度したくができそうだった。ご飯はそれを感謝して食べてくれる人にこそ、用意のし甲が斐いがあると言うものだ。ひとりでそう納なつ得とくし、レレナは亮史と自分の食器を戸棚から取り出した。


終　









あとがき







　あ、どうも、鈴すず木き鈴すずです。お久しぶりと言うほどではないかもしれませんが、まあ、四ヶ月振りです。

　そんなこんなで、吸きゆう血けつ鬼きのおしごとのSPです。

　七巻が終わった時点で「もしかして外がい伝でん的な短編が出るかもしれませんが～」とか言いましたが、その舌の根も乾かぬうちに出ましたね。どうもすみません。短編集と言いますか、僕の比較的どうでもいい短編と片かた瀬せさんの素晴らしい漫画が半はん々はんで構成されているので、片瀬さんのファンの方に特にオススメです。

　さて──

　正直言いまして、書くことないです。

　常つね日ひ頃ごろから「あとがきなんて楽勝だよなあ」という姿勢でいたのが災わざわいしたのでしょうか、それとも『吸血鬼のおしごと』シリーズが終了したために言うべきことがなくなってしまったためでしょうか。まったく読者様に告げるべき言葉が見当たりません。困りましたね。……次のシリーズの話でもしましょうか。

　このあとがきを書いている十一月時点ではまだプロット段階で、目標としては二〇〇五年の四月か五月を目め安やすとして頑がん張ばっていきたいと思っています。というか、担たん当とうさんにその辺を目安にしてねと言われました。特にここ最近、電でん撃げき文庫さんは新人さんを目いっぱい発掘しているので、早く書かないと埋もれちゃうそうです。怖いですね。

　タイトルは『サンダーガール！（仮）』。ジャンルとしては俗に言う学園異い能のう力りよくモノで、名前のとおり電気をびりびりする女の子が主役です。

　ライトノベルの中では王道に位置するジャンルなので、王道って書きやすいだろうと思ってプロットを作りはじめたのです。が、なんか現時点で微び妙みように王道から外れてます。といっても『吸血鬼のおしごと』のような外れ具合ではないので、「お前みたいなグロ作家は金こん輪りん際ざい買うものか」と思ってらっしゃる方もどうかお見捨てにならず、ぜひ立ち読みだけでもお願いしたい所しよ存ぞんであります。まだ本編どころかプロットすら書き上がってない時点でこんなことを言うのは、取らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようもいいところですが。

　というかですね。まだプロットも上がってないし、設定や草そう稿こうを担当さんに見せてもいないし、その上でゴーサインをもらったわけでもないのにこんなことを書いていいんでしょうか。なんか今そんな気持ちがむくむくと湧わき上がってきました。そもそも『サンダーガール！』というタイトル自体、僕が頭の中だけで作り上げたものであって、担当さんにはサンダーのサの字も伝えてません。

　ま、ポシャったらそのときはそのときと考えるしかありませんね。今後僕ぼくの作品が出るとして、そのときに今回言ったものと全然別のものが仕上がっていたら、まあその、お察しください。いろいろあったんだな、と。

　というわけでページも埋まりましたし。今回はこの辺で。次回もまた会えるといいですね。それでは、ごきげんよう、さようなら。


鈴すず木き 鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

作家としての初シリーズが無事（？）に終了し、ほっと一安心する暇もなく、ひとつでも単位を落としたら即留年という背水の陣に追い込まれた大学四年生。その結果は次の本の当欄にて。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で東京都在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜と紅茶。ほどよい気温が続いて眠気に襲われる日々。こたつを出したらどうなってしまうんだろう……。
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